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生物化学分野 
 

 遺伝子発現調節機構とそれをコントロールする細胞内シグナル伝達の分子機構，細胞内オルガネラの発達と調

節機構、タンパク質の構造-機能相関などについて基礎的研究を展開している。また、これらの基礎研究により得

られた成果を遺伝子組換え植物や有用物質生産など、バイオテクノロジーに応用するための技術を開発している。 
（１）ダイズの光独立栄養培養細胞 SB-P 細胞のプロトプラストに PEG 法で遺伝子を導入する技術を確立した。

cGMPとNOによりダイズフラボノイド合成系酵素遺伝子が誘導されることを示した。さらにカルコン還元

酵素遺伝子のプロモーター中の cGMP応答性シスエレメントの同定を進めている。 
（２）ダイズearly light-inducible protein（ELIP）遺伝子の紫外線応答機構を転写レベルで解析し、プロモ

ーター中の紫外線応答性シス配列を同定した。さらに、このシス配列に結合する転写因子GmGT-1のcDNAを

クローニングし、大腸菌で発現・精製してDNAとの結合を詳細に解析した。 

（３）シロイヌナズナT87細胞プロトプラストを用いた遺伝子発現系を開発した。フェリチン遺伝子とニコチア

ナミン合成酵素遺伝子発現のNO依存的誘導を確認した。さらにこれらの遺伝子プロモーターはNOだけで

なく、cGMPにも応答することを明らかにした。 
（４）シロイヌナズナのヘテロ三量体Gタンパク質（Gα, GPA1）と相互作用するタンパク質（GIP1）を大腸菌

で発現・精製し、in vitroでの相互作用を詳細に解析した。 
（５）メロンのククミシン遺伝子の果実特異的発現機構の解明を目的に、エンハンサー因子（転写因子）の全長

cDNA を 2 種類クローニングし、これらの転写因子がククミシン遺伝子プロモーターに結合することや転写

因子の果実特異的発現を明らかにした。異種有用タンパク質を果実に発現する形質転換植物の作成を目的と

し、ククミシン GUS 融合遺伝子を果実特異的に発現するトマトを作出し、果実特異的遺伝子発現機構が種

を超えて保存されていることを示した。一方、ヒトインターフェロンα遺伝子をトマトに導入した。 
（６）メロン・ククミシン前駆体中のプロ配列がククミシン成熟酵素の活性を強く阻害することを明らかにした。

また、阻害活性とプロ配列の二次構造の相関を示すと共に、阻害に必要なプロ配列中のアミノ酸残基を同定

した。イネ種子二機能性酵素インヒビターを大腸菌で発現、精製し、インヒビターが微生物起源のプロテア

ーゼとα-アミラーゼを阻害すること、およびその阻害機構を報告した。 
（７）好冷菌よりタンパク質チロシンホスファターゼなど低温活性酵素の遺伝子をクローニングし大腸菌で発

現・精製した。酵素的特性を導く構造的要因を触媒部位近傍の疎水性部位に着目し部位特異的変異導入法に

より解析した。また、X線結晶構造解析により本酵素が低温で高い触媒効率を有する要因を解明した。 
（８）トマトやナタネで5-アミノレブリン酸(ALA)を蓄積させるためのシャトルベクタープラスミドを構築し、

遺伝子組み換えによる形質転換を始めた。 
（９）シロイヌナズナ色素体で機能するT7ファージ型RNAポリメラーゼRPOTpの過剰発現株を構築し、生育

や形態形成等への影響を観察した。 
（１０）シロイヌナズナ色素体ゲノムの特定遺伝子のRNA編集に必要なPPRを同定し、欠損株での脂肪酸含量

の低下、クロロフィル蛍光の減衰、色素体関連遺伝子発現の不全などを明らかにする一方、この遺伝子の過

剰発現株を構築した。 
（１１）シロイヌナズナ色素体 RPOTmp が通常条件で色素体翻訳系の発現に抑制的に働いていることと、中光

ストレス環境下での光障害（活性酸素種生成）の抑制に関与していることを明らかにした。 
（１２）シロイヌナズナからバクテリア型RNA ポリメラーゼ PEP のシグマ因子のひとつ SIG6 と発現相関性が

極めて高いPPRとそのホモローグが rRNAのプロセッシングに関与することを示唆した。 
（１３）大腸菌においてシロイヌナズナのアセチル CoA カルボキシラーゼ各サブユニットを発現精製する系を

構築し、in vitro再構成系の構築を進めた。 
（１４）昆虫の神経ペプチドの分泌機構を解析するために、低分子量 GTP 結合タンパク質である rab の cDNA

をカイコから複数種クローニングし、大腸菌で発現させた。rab タンパク質の内、１分子は、精巣で特異的

に発現した。 
（１５）薬物代謝酵素であるP450の cDNAを大腸菌で発現させた。P450を発現した大腸菌は、フラバノン、ス

テロイドなどの各種低分子化合物を生物変換した。 
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日本植物分子細胞生物学会(京都), 講演要旨集, 
p. 193. (f) 

山形裕士 (2005.8)：果物をタンパク質工場に、はり

ま産学交流会（第19回一日神戸大学） 
清田真希、関本佳世子、櫻井望、鈴木秀幸、柴田大

輔、宇野知秀、山形裕士, 金丸研吾 (2005.10)：
シロイヌナズナT87細胞の独立/混合条件におけ

る光応答の解析． 第78回日本生化学会大会(神
戸), 講演要旨集, p. 868. (f) 

古市守、奥山慎也、山形裕士 (2005.10)：果実に学ぶ

タンパク質の大量生産、自然に学ぶものづくり

フォーラム2005（京都）. (f) 
古市守、奥山慎也、山形裕士(2005.11)：果実を用い

たタンパク質発現システムの構築と応用.  神戸

大学 VBL アドバンストテクノロジーフォーラ

ム. (f) 
野木 貴祐、横山 輝之、宇野 和秀、金丸 研吾、

山形 裕士(2005.11)：ダイズELIP遺伝子の青色

光／UV-A 応答性発現を調節するシスエレメン

ト. 神戸大学VBLアドバンストテクノロジーフ

ォーラム. (f) 
清田真希、関本佳世子、稲垣良作、伊藤滋一、金地

通生、宇野知秀、山形裕士, 金丸研吾 (2005.11)：
葉緑体物質生産系にむけたT87 培養細胞の独立

栄養法の確立.  神戸大学 VBL アドバンストテ

クノロジーフォーラム. (f) 
松下亨，中川真隆，吹田憲治，金丸研吾，高津正久，

守安正恭，山形裕士 (2005.11)：葉緑体 DNA 分

析によるケシ科植物の識別、日本法科学技術学

会第11回学術集会（大阪）． 
一林久雄、稲垣良作、伊藤滋一、金地通生、櫻井望、

鈴木秀幸、柴田大輔、宇野知秀、山形裕士、金

丸研吾 (2005.12)：シロイヌナズナ T7 ファージ

型RNA ポリメラーゼRpoT;2(RpoTmp)の機能解

析．第 28 回日本分子生物学会(福岡), 講演要旨

集, p. 449. (f) 
山形裕士、金丸研吾(2005.12)：トランスジェニック

植物による有用タンパク質の大量生産. 神戸大

学産学官民連携フォーラム2005. (f) 
金丸研吾、一林久雄、稲垣良作、伊藤滋一、金地通

生、櫻井望、鈴木秀幸、柴田大輔、宇野知秀、

山形裕士 (2006.3)：シロイヌナズナT7ファージ
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型RNA ポリメラーゼRpoT;2 の機能解析．日本

植物生理学会2006年度年会（つくば）講演要旨

集, p. 146 . (f)  
小原達矢、清田真希、伊藤滋一、稲垣良作、吹田憲

治、櫻井望、鈴木秀幸、柴田大輔、宇野知秀、

金丸研吾、山形裕士 (2006.3)：NO 及び cGMP
によって発現が調節されるシロイヌナズナ遺伝

子の網羅的解析．日本農芸化学会大会2006年度

大会（京都）要旨集 p.189. (f) 
吹田憲治、三井麻衣子、宇野知秀、金丸研吾、山形

裕士 (2006.3)：ダイズフラボノイド合成系酵素

遺伝子の発現調節における cGMPとNO の機能

相関．日本農芸化学会大会2006年度大会（京都）

要旨集 p. 189. (f) 
中川真隆、上山恵、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士 

(2006.3)：ククミシンプロ配列の自己阻害活性．

日本農芸化学会大会2006年度大会（京都）要旨

集 p. 31. (f) 
岩木亜樹、金地通生、鈴木秀幸、柴田大輔、岡田秀

樹、鈴木貴也、岩井一弥、宇野知秀、山形裕士、

金丸研吾 (2006.3)：葉緑体Glu-tRNA合成酵素と

ALAデヒドラターゼの発現と機能の解析．日本

農芸化学会大会2006年度大会（京都）要旨集 p. 
34. 

伊東鎮、宇野知秀、 中尾淳史、増田智子、 谷口雄

規、 金丸研吾、 山形裕士、大野清春、今石浩

正 (2006.3)：チトクロームP450を用いたバイオ

コンバージョン．日本農芸化学会大会2006年度

大会（京都）要旨集 p. 156. (f) 
Inagaki, R., Pak, P., Tsukaya, H., Kanechi, M., Itoh, S., 

Yanagida, K., Sakurai, N., Suzuki, H., Shibata, D., 
Uno, T., Yamagata, H., and Kanamaru, K., (2006.6)：
Function of T7 phage-type RNA polymerases in 
Arabidopsis (1):RpoTp (RpoT;3)．The 53rd NIBB 
Conference "Dynamic Organelles in Plant".  
Abstracts, p. 103. (f) 

Ichibayashi, H., Inagaki, R., Pak, P., Kanechi, M., Itoh, S., 
Sakurai, N., Suzuki, H., Shibata, D., Uno, T., 
Yamagata, H., and Kanamaru, K., (2006.6)：Function 
of T7 phage-type RNA polymerases in Arabidopsis 
(2) : RpoTmp (RpoT;2)．The 53rd NIBB Conference 
"Dynamic Organelles in Plant", Abstracts, p. 105. (f) 

Nakagawa, M., Ueyama, M., Uno, T., Kanamaru, K., and 
Yamagata, H., (2006.6)：Pro-region of cucumisin 
precursor acts as a potent inhibitor of cucumisin.  
20th IUBMB International Congress of Biochemistry 
and Molecular Biology. (Kyoto), Abstracts, p. 184. (f) 

Kanamaru, K., Inagaki, R., Ichibayashi H., Uno, T., 

Shibata, D., Yamagata, H., (2006.6)：Correlative and 
compensatory function of heterologous transcription 
systems in plastids. 20th IUBMB International 
Congress of Biochemistry and Molecular Biology. 
(Kyoto), Abstracts, p. 219. (f) 

Nakata, T., Nakao, A., Yamagata, H., Kanamaru, K., and 
Uno, T., (2006.6)：Cloning of cDNAs for Rab 
proteins from the brain of Bombyx mori and 
phosphorylation of their proteins expressed in 
Escherichia coli. 20th IUBMB International 
Congress of Biochemistry and Molecular Biology. 
(Kyoto), Abstracts, p. 412. (f) 

Iwaki, A., Okada, H., Kanechi, M., Suzuki, H., Shibata, D., 
Iwai, K., Suzuki, H., Uno, T., Yamagata, H., and 
Kanamaru, K., (2006.8)：Characterization of plastidic 
glutamyl -tRNA synthetase and ALA dehydratase in 
Arabidopsis.  11th IUPAC (Kobe), Abstracts, p. 62. 
(f) 

Suita, K., Mitsui, M., Uno, T., Kanamaru, K. and 
Yamagata, H. (2006.11): Regulation of gene 
expression of soybean flavonoid-biosynthetic 
enzymes by cGMP 。Kobe University Frontier 
Technology Forum. –Nano- and Photonics- 
Technology in Innovation-.(f) 

Amao,  M., Iwaki, A. Kiyota, M., Takahara, E., Uno, T., 
Yamagata, H., and Kanamaru, K. (2006.11): Basis 
and application of expression of two 5’-ALA related 
enzymes in plants.  Kobe University Frontier 
Technology Forum. –Nano- and Photonics- 
Technology in Innovation-.(f) 

Inagaki, R., Itoh, S., Ichibayashi, H., Yanagida, K., Uno, T., 
Yamagata, H., and Kanamaru, K. (2006.11): 
Molecular function of a T7 phage-type RNA 
polymerase in chloroplasts.  Kobe University 
Frontier Technology Forum. –Nano- and 
Photonics-Technology in Innovation-. (f) 

中川真隆、上山恵、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士

（2006.12）:ククミシンプロ配列の自己阻害に重

要な領域. 神戸大学研究基盤センター若手フロ

ンティア研究会2006概要集、P10. (f) 
北村元嗣、柳田一樹、宇野知秀、山形裕士、金丸研

吾（2006.12）: 葉緑体 tRNA の動的な発現調節

とその分子機構. 神戸大学研究基盤センター若

手フロンティア研究会2006概要集、P27. (f) 
伊藤滋一、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾（2006.12）:

高等植物 tRNA トランスアミデーション酵素の

機能解析. 神戸大学研究基盤センター若手フロ

ンティア研究会2006概要集、P28. (f) 
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中田拓哉、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2006.12）:
カイコ脳に存在するRabタンパク質の機能解析.
神戸大学研究基盤センター若手フロンティア研

究会2006概要集、P32. (f) 
金丸研吾（2007.1）ヘテロ転写系を介した葉緑体分

化と機能発現の調節．名古屋大学大学院生命農

学研究科公開セミナー 
山形裕士 (2007.1): 果実を用いたタンパク質大量生

産. 神戸大学東京フェア 
中川真隆 宇野知秀 金丸研吾 山形裕士

（2007.3）：ククミシンプロ配列の自己阻害活性

に重要な領域. 2007年度日本農芸化学会（東京） 
奥山慎也、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2007.3）:

ククミシン遺伝子の果実特異的発現機構の解析

と果実の形質転換への応用. 2007 年度日本農芸

化学会（東京）. (f) 
伊藤滋一、櫻井望、鈴木秀幸、柴田大輔、宇野知秀、

山形裕士、金丸研吾（2007.3）: 高等植物におけ

る tRNA トランスアミデーション酵素の発現と

機能解析. 2007年度日本農芸化学会（東京）. (f) 
吹田憲治、三井麻衣子、宇野知秀、金丸研吾、山形

裕士（2007.3）: 光シグナル、cGMP およびNO
によるダイズフラボノイド合成系酵素遺伝子群

の発現調節. 日本植物生理学会 2007 年度年会

（松山）. (f) 
稲垣良作、朴杓允、金地通生、塚谷裕一、柳田一樹、

櫻井望、鈴木秀幸、柴田大輔、宇野知秀、山形

裕士、金丸研吾（2007.3）: シロイヌナズナ T7
ファージ型RNAポリメラーゼRpoTp（RpoT;3）
欠損株の解析. 日本植物生理学会2007年度年会

（松山）. (f) 
北村元嗣、柳田一樹、宇野知秀、山形裕士、金丸研

吾（2007.3）: 葉緑体 tRNAは動的に発現調節さ

れている. 日本植物生理学会2007年度年会（松

山）. (f) 
岡本聡太、宇野知秀、増田智子、伊東鎮、桝井孝一、

山本高明、佐々木彩子、中西昭二、小野雄 
介、堀本智仁、金丸研吾、山形裕士、今石浩正

（2007.3）: 高等生物の P450 大腸菌発現系を用

いたバイオコンバージョンシステムとその応用. 
日本薬学会2007年度会（富山）. (f) 

森脇 翼，中田拓哉，宇野知秀，金丸研吾，山形裕

士（2007.4）:カイコGTP結合タンパク質（Rab）
の機能解析. 日本蚕糸学会第77回大会. (f) 

天尾雅、金丸研吾(2007.10): シロイヌナズナALAD1
過剰発現体の解析. 特定領域研究「植物の環境応

答戦略としてのオルガネラ分化」第 3 回若手ワ

ークショップ(瀬戸) P3 

Kanamaru, K. (2007.10): Chloroplast gene expression and 
its effect on whole plant function.  Kobe University 
Frontier Technology Forum 2007 Satellite Workshop 
"Dynamics of Biological Networks in and around 
Plant Cells" P5 

Aoki, M., Uno, T., Kanamaru, K., and Yamagata, H. 
(2007.11): Cloning and characterization of soybean 
GmGT-1 that binds to a light-responsive cis-element 
in ELIP promoter.  Kobe Univ. Frontier Technology 
Forum 2007, P17. (f) 

Li, T., Uno, T., Yamagata, H., and Kanamaru, K. 
(2007.11): Development and characterization of 
photo-autophilic Arabidopsis cultured cells. Kobe 
Univ. Frontier Technology Forum 2007, P18. (f) 

Moriwaki, T., Nakada, T., Uno, T., Kanamaru, K., and 
Yamagata, H. (2007.11): Small GTP binding proteins; 
Rab GTPases from Bombyx mori.  Kobe Univ. 
Frontier Technology Forum 2007, P19. (f) 

金丸研吾（2007.12）:植物色素体ヘテロ転写系の機能

および細胞統御との関連性．東京工業大学大学

院生命理工学研究科公開セミナー 
中川真隆、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2007.12）:

ククミシンプロ配列の二次構造と自己阻害活性

の相関. 神戸大学研究基盤センター若手フロン

ティア研究会2007概要集、P50. (f) 
奥山慎也、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2007.12）:

果実特異的遺伝子発現機構の解析と果実を用い

たタンパク質発現システムの開発. 神戸大学研

究基盤センター若手フロンティア研究会 2007
概要集、P51. (f) 

奥井里依、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2007.12）:
植物三量体Gタンパク質と相互作用するタンパ

ク質の解析. 神戸大学研究基盤センター若手フ

ロンティア研究会2007概要集、P52. (f) 
李棟梁、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾（2007.12）:

緑色培養細胞の光独立栄養培養法の改良と細胞

特性の解析．神戸大学研究基盤センター若手フ

ロンティア研究会2007概要集、P63. (f) 
天尾雅、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾（2007.12）: 

シロイヌナズナ 5’-ALA デヒドラターゼの生理

機能および酵素学的性質の解析. 神戸大学研究

基盤センター若手フロンティア研究会 2007 概

要集、P64. (f) 
金丸研吾(2008.3.18)：葉緑体一核の転写・翻訳系の相

互作用からみた植物像（招待講演）兵庫バイオ

テクノロジー研究会第７２回定例会 (神戸大農

学部) 
青木誠、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士 (2008.3) : ダ
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イズELIP遺伝子プロモーター中の青色光/UV-A
応答シスエレメントに結合する転写因子

GmGT-1 のクローニングと特性解析. 日本植物

生理学会2008年度年会（札幌）(f) 
中川真隆、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士 (2008.3) :

ククミシンプロ配列の二次構造と自己阻害. 
2008年度日本農芸化学会（名古屋）(f) 

天尾雅、岩木亜樹、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾

(2008.3) : シロイヌナズナ5’-ALAデヒドラター

ゼの生理機能および酵素学的性質の解析. 2008
年度日本農芸化学会（名古屋）(f) 

李棟梁、清田真希、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾

(2008.3) : T87細胞の光独立栄養培養法改良と生

理的特性の解析. 2008年度日本農芸化学会（名古

屋）(f) 
Hata, K., Trang, L.T.D., Moriwaki, T., Nakada, T., 

Hiragaki, S., Takagi, M., Kanamaru, K., Yamagata, H., 
Takeda, M., Uno, T. (2008.3) : Rab GTPase, small 
GTP binding proteins, from the brain of Bombyx 
mori. Asia-pacific congress of Sericulture and Insect 
Biotechnology 2008 (APSERI 2008) 名古屋大学野

依記念学術会館 
華岡光正、田中寛、金丸研吾(2008.8.20)：葉緑体ゲノ

ム転写制御からみた色素体分化.特定領域研究

「植物の環境応答戦略としてのオルガネラ分

化」第四回若手ワークショップ（京都・聖護院

御殿荘） 
山本俊佑、能勢琢也、金丸研吾(2008.8.20)：色素体転

写装置と相関するＰＰＲの機能. 特定領域研究

「植物の環境応答戦略としてのオルガネラ分

化」第四回若手ワークショップ（京都・聖護院

御殿荘） 
金丸研吾(2008.9.20)：色素体ゲノムの転写と細胞機能

の統御（招待講演）第19回関西光合成研究会 (神
戸学院大学) 

Li Dongliang & Kengo Kanamaru (2008.9.20) ：
Development and characterization of photo- 
autotrophic Arabidopsis T87 cells. 第19回関西光合

成研究会 (神戸学院大学) 
金丸研吾 (2008.10.10)：葉緑体の遺伝子発現から細胞

の機能統御へ玉川大学農学部セミナー（東京・

玉川大学農学部） 
武美恵子、山形裕士(2008.10.21):果実に学ぶタンパク

質の大量生産. 第 6 回積水化学自然に学ぶもの

づくりフォーラム.(積水化学工業・京都研究所) 
金丸研吾(2008.11.1)：平成 20 年度農学研究科公開講

座「生き物のつながりをゲノムから眺めたら？

〜インターゲノミクスで拓くこれからの農学

〜」植物は元バクテリアの葉緑体ともちつもた

れつ(神戸大学農学部) 
金丸研吾 (2008.11.6)：テトラピロール化合物の新規

生理機能とバイオプロダクション（招待講演）

日本触媒学会「固体触媒とバイオリファイナリ

ーの接点：現状と展望」(神戸大理学部) 
Kawai, T., Uno, T., Kanamaru, K., Yamagata, H. 

(2008.11) : Analysis of interaction between 
Arabidopsis G� and its novel effector -Utilization of 
yellow fluorescent protein-. Workshop on Information, 
Nano and Photonics Technology 2008. 神戸大学百

年記念館 (f) 
Yamamoto, S., Uno, T., Yamagata, H., Kanamaru, K. 

(2008.11) : Arabidopsis PPRTp is crucial for 
post-transcriptional regulation of plastidic accD gene. 
Workshop on Information, Nano and Photonics 
Technology 2008. 神戸大学百年記念館 (f) 

山本俊佑、能勢琢也、宇野知秀、山形裕士、金丸研

吾 (2008.12) : 色素体T7ファージ型RNAポリメ

ラーゼと高い発現相関性をもつ PPRTp の機能. 
日本農芸化学会関西支部第457回講演会. （日本

盛 酒蔵通り煉瓦館）(f) 
李棟梁、一林久雄、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾

(2008.12) : 色素体T7ファージ型RNAポリメラ

ーゼRpoTmpの機能解析. 第31回日本分子生物

学会年会第81回日本生化学会大会合同大会（神

戸）(f) 
小島志織、山本俊佑、宇野知秀、山形裕士、金丸研

吾（2008.12）: 色素体アセチルCoAカルボキシ

ラーゼの発現と機能. 神戸大学研究基盤センタ

ー若手フロンティア研究会2008概要集、P2. (f) 
益祐美子、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾（2008.12）: 

色素体転写・翻訳装置と機能相関する因子の探

索と解析. 神戸大学研究基盤センター若手フロ

ンティア研究会2008概要集、P3. (f) 
李棟梁、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾（2008.12）: 

色素体転写装置RPOTmp欠損変異株の生化学的

解析. 神戸大学研究基盤センター若手フロンテ

ィア研究会2008概要集、P4. (f) 
武美恵子、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2008.12）: 

ヒトインターフェロン αを産生するトマトの開

発. 神戸大学研究基盤センター若手フロンティ

ア研究会2008概要集、P19. (f) 
金丸研吾 (2008.12..25)：バクテリアも相談しながら

大事業を成し遂げている（招待講演）先端膜工

学研究推進機構 . 第２回膜工学サロン  
2008.12.25（神戸大学工学部） 

山形裕士(2009.1.18)：食料危機と遺伝子組換え、また
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その安全性.ヘルプネパールアソシエーション講

演会 (神戸クリスタルタワー) 
中川真隆、宇野 知秀、金丸 研吾、山形 裕士

(2009.3.27)：ククミシンプロ配列による成熟酵素

阻害機構の解析. 2009 年度日本農芸化学会（福

岡）(f) 
武美恵子、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士(2009.3.27)：

果実特異的遺伝子発現機構の解析およびヒトイ

ンターフェロンαを産生するトマトの開発. 2009
年度日本農芸化学会（福岡）(f) 

山本俊佑、能勢琢也、宇野知秀、山形裕士、金丸研

吾(2009.3)：Physiological and molecular functions of 
a RPOTp (RPOT;3)-related gene in Arabidopsis. 第
50回日本植物生理学会年会 (名古屋) 

李棟梁、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾(2009.3)：
Physiological and molecular functions of RPOTmp 
(RPOT;2) in Arabidopsis. 第50回日本植物生理学

会年会 (名古屋) 
川畑絵里、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾(2009.3)：

シロイヌナズナにおける5-ALAと関連分子の生

理・分子作用.日本農芸化学会2009年度大会（福

岡国際会議場） 
畑圭祐、Le Thi Dieu Trang、森脇翼、山形裕士、金

丸研吾、竹田真木夫、宇野知秀(2009.3.22)：カイ

コ脳に存在する低分子量 GTP 結合タンパク質

(rab)の機能解析.平成21年度蚕糸・昆虫機能利用

学術講演会. 
尾部悠一郎、宇野知秀、梶悟、金丸研吾、山形裕士、

今石浩正(2009.3.28)：大腸菌で発現したシトクロ

ームP450を用いたバイオコンバージョン.第129
回日本薬学会. 

Kengo Kanamaru (2009.9.3) : Intergenomic gene 
expression and primary material production in the 
ultimate symbiont, chloroplast (oral). The 5th 
International iBiok Workshop (Kobe University) 

武美恵子、古川温子、金丸研吾、山形裕士(2009.10. 
13)：インターフェロンαを産生するトマトの開

発.農工連携バイオプロダクション事業第1回部

門会（神大会館） 
小島志織、山本俊佑、能勢琢也、朴杓允、宇野知秀、

山形裕士、金丸研吾(2009.10.24)：シロイヌナズ

ナ色素体 accD 遺伝子の RNA 編集に関与する

PPR の多面的効果.日本生化学会 2009 年度大会

（神戸） 
金丸研吾 (2009.11.28)：高等植物色素体の遺伝子発現

と細胞機能の統御（招待講演）.生化学若い研究

者の会京都支部秋のセミナー（京大会館） 
金丸研吾 (2009.12.4)：動植物におけるテトラピロー

ル合成系化合物の生理活性と産業利用（招待講

演）. 研究会ピロール系色素化合物の科学 (神戸

大学） 
山本俊佑、小島志織、能勢琢也、稲垣良作、朴杓允、

宇野知秀、山形裕士、金丸研吾(2009.12.9)：葉緑

体発達に必須なシロイヌナズナPPRの分子機能

解析. 第 32 回日本分子生物学会年会(パシフィ

コ横浜). 
Shunsuke Yamamoto, Shiori Kojima,Takuya Nose, 

Pyoyun Park, Tomohide Uno, Hiroshi Yamagata, and 
Kengo Kanamaru. (2009.12.1) ： Molecular and 
physiological function of PPRTp, a pentatricopeptide 
repeart protein, in Arabidopsis (1) (poster) 
WINPTeh2009   (神戸大学). 

Shiori Kojima , Shunsuke Yamamoto, Takuya Nose , 
Tomohide Uno, Hiroshi Yamagata,and Kengo 
Kanamaru. (2009.12.1)：Molecular and physiological 
function of PPRTp, a pentatricopeptide repeat protein, 
in Arabidopsis (2) (poster) WINPTeh 2009  (神戸大

学). 
Yumiko Masu, Tomohide Uno, Hiroshi Yamagata, and 

Kengo Kanamaru. (2009.12.1) ： Molecular and 
physiological function of PPRS6a and PPRS6b, 
pentatricopeptide repeat proteins, in Arabidopsis  
(poster) WINPTeh 2009 (神戸大学). 

 
 
3．博士・修士号取得者の氏名および論文題名 

修士（平成17年3月）

東礼奈：果実特異的遺伝子発現を調節するエンハン

サー因子のクローニングと特性解析 
岩永陽介：脊椎動物に存在するメチル化DNA結合

蛋白質（MeCP2）の生化学的解析 
出口正揮：イネ種子二機能性インヒビター（RASI）

の大腸菌における発現と特性解析 

中川真隆：植物の光応答性遺伝子の発現を調節する

シグナル伝達因子の機能解析 
森下愛：植物の光シグナル伝達機構の遺伝学的、生

化学的解析 
柳田一樹：高等植物葉緑体 tRNAの発現制御解析 
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修士（平成18年3月） 
一林久雄：シロイヌナズナT7ファージ型RNAポリ

メラーゼRpoT;2の機能解析 
岩木亜樹：葉緑体グルタミル tRNA合成酵素とALA

デヒドラターゼの発現と機能の解析 
小原達矢：cGMPおよびNOにより発現が調節され

るシロイヌナズナ遺伝子の網羅的解析 
葛馬千里：マウスメチル化DNA結合蛋白質（MeCP2）

と相互作用する蛋白質の解析 
清田真希：シロイヌナズナT87細胞の光独立栄養培

養法確立と細胞特性の解析 
中尾淳史：マウス肝チトクロームP450を用いた新規

化合物の合成 
野木貴祐：ダイズELIP遺伝子の青色光/UV-A応答性

発現に関わるシスエレメント 
野村由佳：カイコのメチル化DNA結合蛋白質の機

能解析 
古市守：ククミシン遺伝子の果実特異的発現機構の

解析とその応用 
 
修士（平成19年3月）

伊藤滋一：シロイヌナズナGatABCホモローグの機

能解析 
稲垣良作：シロイヌナズナ色素体T7ファージ型RNA

ポリメラーゼの機能解析 

中田拓哉：カイコ低分子量GTP結合蛋白質(rab)の機

能解析 
増田智子：大腸菌で発現したチトクロームP450を用

いたバイオコンバー

ジョン 
 
修士（平成20年3月）

奥井里依：シロイヌナズナ三量体Gタンパク質αサ
ブユニットの機能解析 

奥山慎也：果実特異的遺伝子発現機構の解析と果実

の形質転換 
澤田真希：cGMPおよびNOによる植物遺伝子発現

調節機構の解析 
青木誠：ダイズELIP遺伝子の青色光/UV-A応答性発

現機構 
北村元嗣：様々な生理環境条件下における葉緑体

tRNAの発現応答解析 
能勢琢也：色素体転写系と相関するPPRの検索と分

子生物学的解析 
天尾雅：シロイヌナズナ5-ALAデヒドラターゼの機

能と過剰発現株の解析 
伊東鎮：日本酒中に含まれる抗酸化物質（フェルラ

酸）の生化学的解析 
森脇翼：カイコの rabタンパク質の機能解析 

 
修士（平成21年3月）

川井智謙：シロイヌナズナGPA1と新奇エフェクタ

ーとの相互作用解析 
矢野俊介：植物のNO/cGMPシグナル伝達と遺伝子

発現調節機構の解析 

李棟梁：シロイヌナズナ色素体転写・翻訳系の生化

学的解析 
川畑絵里：ALA関連物質のシロイヌナズナにおける

生理・分子作用の解析 
 
 
4．その他の学術研究活動 

研究助成金

科研費基盤研究（B），山形裕士：植物の光シグナル

伝達因子の同定とシグナル伝達ネットワークの

解析，（代表、平成16− 18年） 
不二たん白質研究振興財団、平成 16 年度研究助成、

山形裕士：ダイズフラボノイド合成系酵素遺伝

子の cGMPによる発現調節機構の解析 
積水化学「自然に学ぶものづくり研究助成プログラ

ム」、山形裕士：果実に学ぶタンパク質の大量生

産（平成16年） 

平成 16 年度神大 VBL 研究プロジェクト, 金丸研

吾：フォト受容色素クロロフィルの産生量を改

善したシロイヌナズナ培養細胞系の開発 
平成 16 年度神大 VBL 学内共同研究, 一林久雄、金

丸研吾：オルガネラナノマシンNEPのフォトシ

グナル制御 
科研費特定領域研究「オルガネラ分化」, 金丸研吾：

ヘテロ転写系の相関制御による色素体分化プロ

セスと環境応答系の解明（公募、平成17-18年） 
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平成17年度コスモ石油・誠和共同研究．金丸研吾：

ALAが葉緑体 tRNAと関連因子等に及ぼす影響

の分子遺伝学的解析 
平成 17 年度神大 VBL 研究プロジェクト, 金丸研

吾：葉緑体転写装置の機能と遺伝子発現ネット

ワークのフォトシグナル制御 
平成 17 年度神大 VBL 学内共同研究, 岩木亜樹、

金丸研吾：T87auto のフォトレスポンスと

GluRSの大量発現系への活用 
平成 18 年度神大 VBL 研究プロジェクト, 金丸研

吾：葉緑体の転写・翻訳系マシナリーの機能と

制御 
平成 18 年度神大 VBL 学内共同研究, 森田浩之、

金丸研吾：5'アミノレブリン酸を大量蓄積す

る植物体および培養細胞の確立と分子基盤確

立 
不二たん白質研究振興財団、平成 18 年度研究助

成「大豆フラボノイド合成系酵素遺伝子のNO, 
cGMP及び光による発現調節」 

科研費特定領域研究「オルガネラ分化」, 金丸研吾：

色素体ヘテロ転写系を中心とする分子機能相関

と統御機構（公募、平成19-20年） 
平成19年度神大先端研究プロジェクト, 金丸研吾：

葉緑体の転写・翻訳反応を統御するナノマシン

群の機能解析 
科研費基盤研究（C），宇野知秀：昆虫の脳内に存在

する低分子量GTP結合蛋白質の解析，代表、平

成18− 19年） 
科研費基盤研究（C），宇野知秀：昆虫の脳に存在す

る低分子量 GTP 結合蛋白質の機能特性，代表、

平成20-22年） 
振興調整費「次世代農工連携拠点形成」、金丸研吾、

平成20年、分担 
振興調整費「次世代農工連携拠点形成」、山形裕士、

平成20年、分担 
平成20年度神大先端研究プロジェクト, 金丸研吾：

葉緑体局在性 PPRTp とMS-ACCase の機能解析

と応用 
科研費基盤研究（C），山形裕士：植物細胞内シグナ

ル伝達物質としての cGMP/NO の機能解析，代

表、平成21− 23年） 
不二たん白質研究振興財団、平成 21 年度研究助

成「大豆フラボノイド合成系酵素遺伝子発現

を調節するNO, cGMPシグナル伝達機構の解

析」 
(株)ダイフク研究・研修センター、チベット学術

登山奨学寄付金 
平成21年度神大先端研究プロジェクト, 金丸研吾：

植物脂肪酸含量の調節機構解明と増産への応用 
振興調整費「次世代農工連携拠点形成」、金丸研吾、

山形裕士、宅見薫雄 平成21年、分担 

 
学外研究機関との共同研究

共同型協力研究（山形裕士）：兵庫県警察本部刑事部

科学捜査研究所、神戸薬科大学：法規制植物認

識のためのDNA 型分析法の開発（平成 16 年 9
月30日− 平成18年9月30日） 

共同型協力研究（金丸研吾）：コスモ石油・誠和：

ALAが葉緑体 tRNAと関連因子等に及ぼす影響

の分子遺伝学的解析（平成17年8月24日-平成

18年3月31日） 
共同型協力研究（金丸研吾）かずさ DNA 研究所：

シロイヌナズナを用いた光等へのシグナル応答

解析（平成18年４月１日-平成20年3月31日）

 
国際協力

国際協力事業団：山形裕士：JICAアグロバイオテク

ノロジー研修コース講師及び個別研修 
神戸大学・中国地質大学合同カンリガルポ山群学術

登山隊：山形裕士：実行委員長（2009年） 
国際協力事業団：金丸研吾：H17-21 JICAアグロバイ

オテクノロジー研修コース講師及び個別研修

 
受賞

優秀ポスター賞：一林久雄：シロイヌナズナT7ファ

ージ型RNA ポリメラーゼRpoT;2 の機能解析。

若手フロンティア研究会2005（神戸大学研究基

盤センター、平成17年12月22日） 
優秀ポスター賞：吹田憲治：シロイヌナズナT7ファ

ージ型RNA ポリメラーゼRpoT;2 の機能解析。

フロンティアフォーラム（神戸大学連係創造本

部、先端研究推進部門、平成18年11月8日） 
優秀ポスター賞：古市守：果実を用いたタンパク質

発現システムの構築と応用.（神戸大学 VBL ア

ドバンストテクノロジーフォーラム. 平成17年
11月） 

優秀ポスター賞：野木貴祐：ダイズELIP遺伝子の青

色光／UV-A 応答性発現を調節するシスエレメ
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ント. （神戸大学VBLアドバンストテクノロジ

ーフォーラム. 平成17年11月） 
優秀ポスター賞：吹田憲治：Regulation of gene 

expression of soybean flavonoid-biosynthetic 
enzymes by cGMP 。Kobe University Frontier 
Technology Forum. –Nano- and Photonics- 
Technology in Innovation-.（神戸大学連携創造本部

先端研究推進部門、平成18年11月） 
優秀ポスター賞：青木誠：Cloning and characterization 

of soybean GmGT-1 that binds to a light-responsive 
cis-element in ELIP promoter. Frontier Technology 
Forum 2007（神戸大学連携創造本部先端研究推

進部門、平成19年11月2日） 
優秀ポスター賞：奥山慎也：果実特異的遺伝子発現

機構の解析と果実を用いたタンパク質発現シス

テムの開発。若手フロンティア研究会2007（神

戸大学研究基盤センター、平成19年12月18日）

 
学会活動 
日本農芸化学会関西支部評議員：山形裕士  
 
社会活動 
経済産業省地域技術開発事業に関わる事前評価委

員：山形裕士（平成19年3月〜） 
神戸大学・中国地質大学合同チベット学術登山隊実

行委員長：山形裕士（平成19年7月〜） 

特許出願 
金丸研吾、宇野知秀、山形裕士: PPRTｐ遺伝子を

利用した植物脂質合成の促進法  
  特願2008-209242 
    国際特許出願 PCT/JP2009/053020 

 
 
 
 

 
主催セミナー 
平成 17-20 年度神戸大学国際フロンティアテクノロ

ジーフォーラム：(実行委員) 金丸研吾 
平成 18 年度神戸大学連携創造本部先端研究部門 

第 5 回ナノ・フォトニクス技術セミナー「光に

向かって泳ぐ！」吉原静恵（大阪府大）

(2006.7.12)：(世話人) 金丸研吾 
平成 19 年度神戸大学連携創造本部先端研究部門 

第７回ナノ・フォトニクス技術セミナー「近赤

外光でバイオサイエンスを照らす」ツェンコバ

ルミアナ（神大）、作道章一(阪大) (2007.9.27)：(世
話人) 金丸研吾 

第3回ＩＧセミナー「in vivoと in silicoから迫る植物

細胞内の"相互作用"」望月伸悦(京大)、大林武(東
大)(2006.12.11)：(世話人) 金丸研吾 

国際ワークショップ  "Dynamics of Biological 
Networks in and around Plant Cells" Alexander 
Schulz, Derek Goto, Federica Brandizzi et al., 
(2007.10.31)：(実行委員) 金丸研吾 

平成 20 年度神戸大学連携創造本部先端研究部門 

第７回ナノ・フォトニクス技術セミナー「葉緑

体分裂と「光」」藤原誠（東大）(2008.12.15)：(世
話人) 金丸研吾 

神戸大学国際ワークショップ WINPTech2009 
(2009.12.1-2)：(開催実行委員) 金丸研吾 

The 1st International Symposium of Innovative 
BioProduction Kobe (iBiok) (2009.3.9)： (開催実行

委員) 金丸研吾 
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食品･栄養化学分野 
 
 食品には栄養素ではないがヒトの体の機能に大きな影響を与える非栄養素成分が含まれている。当教育研究分

野では、基礎的研究として、これらの成分の体内動態および機能性について研究を行っている。また、応用研究

として、植物性未利用天然物の有効利用や機能性非栄養素成分を多く含む野菜や果物の開発研究を行っている。 

（１）食品成分の体内動態に関する研究では、実験動物に食品成分を経口投与し、血、尿、肝臓などの臓器中に

おける生体内濃度のモニタリングを行っている。また、ヒト結腸由来Caco-2細胞による小腸モデルを用い、食品

成分の吸収代謝形態や速度についての研究を行っている。このように生体内有効濃度を明らかにし、その機能性

研究へ基礎的データとして用いている。現在は、農医連携によりヒトでの体内動態に関する研究も行っている。 

（２）非栄養素成分の機能性に関する研究では、特にがん予防研究を中心に生活習慣病予防に関する研究を行っ

ている。コンブに含まれるフコキサンチンの大腸がんおよび肝臓がん予防効果を実験動物および培養細胞を用い

て明らかにした。コーヒーなどの飲料に含まれるカフェインや、わさびイソチオシアネートとして知られる6-メ
チルスルフェニルイソチオシアネートの細胞増殖抑制活性を明らかにし、現在、その機序について研究を行って

いる。 

（３）未利用天然物、特に植物性未利用天然物の有効利用に関する研究では、たまねぎの皮に含まれるケルセチ

ンの効率的な抽出方法を確立するための研究をおこなっている。また、実験動物を用いてわさび葉抽出物の有効

利用方法を評価するため、わさび葉の抗酸化作用、薬物代謝第Ⅰ相酵素の抑制作用および第Ⅱ相酵素の活性化作

用を明らかにし、わさび葉のがん予防効果を示した。現在、その詳しい機序について研究を行っている。 
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and Nutrition, 41(Suppl), p.124. 

Ueda, K., Goto, M., Fujiwara, S., Uehara, A., Matsuyama, 
K., Kometani, T., Sakakibara, H., Hashimoto, T., and 
Kanazawa, K. (2007.11): A formation mechanism of 
8-hydroxy-2'-deoxyguanosine via 2'-deoxythymidine 
peroxide. International Conference on Food Factors 
for Health Promotion 2007 (Kyoto, Japan), Abstracts; 
Journal of Clinical Biochemistry and Nutrition, 
41(Suppl), p.164. 

横山明幸, 橋本堂史, 金沢和樹（2007.12）：食事フラ

ボノイドの小腸細胞吸収時の抱合反応拮抗につ

いて、第452回日本農芸化学会関西支部例会（神

戸） 
宮本丈生、羽渕祥子、森敦美、橋本堂史、金沢和樹

（2008.02）：食事ケルセチンの代謝変換による

生理機能の変化について、日本農芸化学会関西

支部 第453回講演会（京都）、講演要旨集p.11. 
前田太史、水野雅史、尾島孝男、橋本堂史、金沢和

樹（2008.02）：新規に構築した腸管免疫モデル

におけるマコンブ由来フコイダンの免疫調整機

能の検討、日本農芸化学会関西支部 第453回講

演会（京都）、講演要旨集p.12. 
的場祐衣、水野雅史、橋本堂史、金沢和樹（2008.03）：

真昆布由来フコイダンに対するモノクローナル

抗体の作成、日本農芸化学会2008年度大会（名

古屋）、大会講演要旨集p.122. 
岡本真弓、橋本堂史、永井雅、奥西勲、金沢和樹

（2008.03）：西洋わさび葉抽出物由来ケンフェ

ロール配糖体による薬物代謝第二相酵素の活性

化について、日本農芸化学会2008年度大会（名

古屋）、大会講演要旨集p.298. 
上田啓輔、後藤美保、藤原慎司、松山佳世、米谷俊、

橋本堂史、金沢和樹（2008.06）：チミジンの過

酸化産物を介する 8-OHdG の産生、第 61 回 酸
化ストレス学会学術集会（京都）、講演要旨集

p.14. 
Kanazawa, K. (2008.06): Anticarcinogenic activity of 

propolis on colon and hepatic cancers through 
up-regulation of Cip1/p21 and Kip1/p27 expressions. 
Apimedica & Apiquality 2008 (Roma, Italy) 

Kanazawa, K., and Hashimoto, T. (2008.10): Fucoxanthin 
in brown algae is a bioavilable cacncer preventing 
food factor. 5th International Meeting on Advances in 
antioxidants (trace elements, vitamins and 
polyphenols): Molecular mechanisms, nu-tritional 
and clinical aspects (Monastir - Sousse, Tunisia) 

田中麻貴、橋本堂史、芦田均、永井雅、奥西勲、金

沢和樹（2008.11）：６-メチルスルフィニルヘキ

シルイソチオシアネートの細胞周期開始に及ぼ

す影響について、第23回 日本香辛料研究会（金

沢）、講演要旨集pp.43-44. 
Kanazawa, K. (2008.11): Anticarcino-genic activity of 

artepillin C in Brazilian propolis. The International 
Society for Nutraceuticals and Functional Foods 
Conference (Taichung, Taiwan) 

吉村和人、橋本堂史、金沢和樹（2008.11）：フコキサ

ンチノールがアポトーシス誘導する標的タンパ

ク質の解析、第 13 回 日本フードファクター学

会（東京）、講演要旨集p.51. 
谷芳能、橋本堂史、金沢和樹（2008.11）：Pueraria 

mirifica に含まれるミロエステロールのエスト

ロゲン様活性の解明、第 13 回 日本フードファ

クター学会（東京）、講演要旨集p.93. 
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Nakabayashi, H., Hashimoto, T., Ashida, H., Nishiumi, S., 
and Kanazawa, K. (2008.11): Effects of 
methylxanthines on differentiations of mouse 3T3-L1 
preadipocytes to mature adipocytes and on uptake of 
glucose in mature 3T3-L1 adipocytes. 4th 
International Niigata Symposium on Diet & Health 
(Niigata, Japan), Abstracts and Synoposis p.83. 

Tanaka, M., Hashimoto, T., Ashida, H., Nagai, M., 
Okunishi, I., and Kanazawa, K. (2008.11): 
6-Methylsulfinylhexyl isothiocyanate inhibits cell 
cycle progression stimulated by fetal bovine serum in 
quiescent JB6 cells. 4th International Niigata 
Symposium on Diet & Health (Niigata, Japan), 
Abstracts and Synoposis p.111.  

上田啓輔、後藤美保、藤原慎司、松山佳世、米谷俊、

橋本堂史、金沢和樹（2008.12）：DNA塩基グア

ノシンの新たな酸化経路について、日本農芸化

学会関西支部 第 457 回講演会（神戸）、講演要

旨集p.6. 
上田啓輔、藤原慎司、橋本堂史、金沢和樹（2009.02）：

脂質ヒドロペルオキシドが仲介する DNA 酸化

物 8-OHdG の生成機構について、日本農芸化学

会関西支部 第 458 回講演会（京都）、講演要旨

集p.14. 
前田太史、水野雅史、西谷洋輔、尾島孝男、橋本堂

史、金沢和樹（2009.02）：共培養腸管モデルに

おける過酸化水素を介したフコイダンの免疫調

整機構、日本農芸化学会関西支部 第458回講演

会（京都）、講演要旨集p.15. 
田中麻貴、橋本堂史、芦田均、水品善之、永井雅、

奥西勲、金沢和樹（2009.03）：細胞増殖開始時

期における 6-メチルスルフィニルヘキシルイソ

チオシアネートの細胞周期関連タンパク質に及

ぼす影響についてい、日本農芸化学会2009年度

大会（福岡）、講演要旨集 p.229. 
中林秀郎、橋本堂史、芦田均、西海信、金沢和樹

（2009.03）：脂肪細胞の分化及び脂肪蓄積に対

するメチルキサンチン類の影響、日本農芸化学

会2009年度大会（福岡）、講演要旨集 p.229. 
下秋智寛、橋本堂史、岡本真弓、永井雅、奥西勲、

金沢和樹（2009.03）：西洋わさび葉由来ケンフ

ェロール配糖体の体内吸収と薬物代謝第二相酵

素の活性化効果について、日本農芸化学会2009
年度大会（福岡）、講演要旨集 p.230. 

Shimoaki, S., Hashimoto, T., Okamoto, M., Nagai, M., 
Okunishi, I., and kanazawa, K. (2009.10): Dietary 
kaempferol glycoside derived from horseradish 
leaves was absorbed into the body and activated 
drug-metabolizing phase II enzymes in mice. 19th 
International Congress of Nutrition (ICN2009) 
(Bangkok, Thailand), Abstracts; Annals of Nutrition 
and Metabolism, 55(Suppl 1), 2009, p. 81. 

Hashimoto, T., Tanaka, M., Ashida, H., Nagai, M., 
Okunishi, I., and Kanazawa, K. (2009.10): 
6-Methylsulfinylhexyl isothiocyanate inhibits cell 
cycle progression accompanied by the suppression of 
cyclin A expression in quiescent JB6 cells. 19th 
International Congress of Nutrition (ICN2009) 
(Bangkok, Thailand), Abstracts; Annals of Nutrition 
and Metabolism, 55(Suppl 1), 2009, p. 105. 

田中麻貴、橋本堂史、下秋智寛、堀了太、芦田均、

永井雅、奥西勲、金沢和樹（2009.11）：マウス正

常表皮由来 JB6 細胞の上皮細胞増殖因子による

細胞周期開始に及ぼす 6-メチルスルフィニルヘ

キシルイソチオシアネートの影響、第 14 回 日
本フードファクター学会学術集会（神戸）、講演

要旨集p.74. 
Kanazawa, K. and Hashimoto, T. (2009.12): 

Bioavailability and cancer preventing activity of 
marine xanthophyll fucoxanthin. 4th  International 
Conference on Polyphenols and Health (ICPH2009) 
(Yorkshire, England), Abstacts p. 206. 

その他の学術講演

金沢和樹 (2004)：JBA未来へのバイオ技術・大学の

技術紹介『本当に効く機能性食品の開発･生産戦

略』，「がん予防の開発・生産戦略」 
Kanazawa, K. (2004): A strategy to find out bioavailable 

food factors to prevent diseases (invitated by Prof 
Yang, C.S., Rutgars, State Univ. of NJ, NJ USA). 

金沢和樹 (2004)：食品中の非栄養性機能物質の解析

と体系化に関するシンポジウム「ポリフェノー

ルとフラボノイドの機能と構造相関」 
金沢和樹（2004）：生理学研究所研究会｢生体防御の

最前線：上皮輸送制御因子の構造活性相関｣『生

体内で有効なポリフェノール・フラボノイド』 
金沢和樹（2004）：「きょうの健康 Q&A」NHK教育

テレビ，平成16年6月2日，9日 20時30分～

45分 
金沢和樹（2004）：「きょうの健康 Q&A」NHK教育

テレビ，平成16年6月4日20時～45分 
金沢和樹（2005.01）：A strategy to find out bioavailable 

food factors to prevent diseases，㈱アピ（岐阜） 
金沢和樹（2005.02）：健康寿命を護る日本の伝統食
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品（吉備町） 
金沢和樹（2005.03）：科学技術振興調整費最終報告

会（東京） 
金沢和樹（2005.04）：ポリフェノールの光増産，三

菱電機㈱（静岡） 
金沢和樹（2005.05）：ポリフェノールとは，㈱クノ

ール食品（川崎） 
金沢和樹（2005.07）：食品のもつ機能と健康，JA あ

わじ島（南あわじ市） 
金沢和樹（2005.07）：生理活性ポリフェノールの収

穫野菜冷蔵庫内保存中の増産法，蓼科カンファ

レンス（蓼科） 
金沢和樹（2005.07）：本当に効く機能性食品，第 5

回機能性食品開発研究会（大阪） 
金沢和樹（2005.08）：「なぜ丹波黒大豆は体にいいの

か」―食生活から見た市民の健康―，農業シン

ポジウム「篠山市の食と農はどうあるべきか」

（兵庫） 
金沢和樹（2005.10）：本当に効く機能性食品の開発

戦略，第1回バイオ産業創成研究会（京都） 
金沢和樹（2005.10）：本当に効く機能性食品の開発

戦略，H17年度 第1回機能性食品研究会（石川） 
金沢和樹（2005.11）：食品の機能性発掘を目指して（東

京） 
金沢和樹（2005.11）：機能性食品成分の発掘戦略（東

京） 
金沢和樹（2005.11）：本当に効く機能性食品の開発戦

略（兵庫） 
金沢和樹（2006.01）：機能性食品の開発戦略，北海

道アグリハイテク（札幌ガーデンパレス） 
金沢和樹（2006.02）：フラボノイドは生活習慣病を

予防できるか、近畿アグリハイテク（ホテルニ

ュー京都） 
金沢和樹（2006.03）：淡路島産タマネギ鬼皮を利用

した新食品の開発（JAあわじ島） 
金沢和樹（2006.05）：野菜の機能性について，全農

兵庫講演会（南淡路ロイヤルホテル） 
金沢和樹（2006.06）：機能性食品の開発戦略（太陽

化学「おいしさ科学館」） 
金沢和樹（2006.06）：機能性食品とは、味の素本社 
金沢和樹（2006.07）：栄養バランスと食べ方を考え

る～サプリメントは必要か（神戸市生活文化セ

ンター） 
金沢和樹（2006.11）：健康状態の指標となる酸化スト

レスを無侵襲で評価する方法（JST東京本部） 
金沢和樹（2006.12）：機能性食品の開発戦略（東京

農業大学） 
金沢和樹（2007.1）：食の安全・安心、みなとエ

グゼクティブセミナー（神戸クオリティホ

テル） 
金沢和樹（2007.3）：タマネギ健康法、和歌山県

有田川町市民講座（有田川町公会堂） 
金沢和樹（2007.4）：NIR で健康状態を知る方法、

東洋紡敦賀バイオ研究所（敦賀） 
金沢和樹（2007.6）：食品から有効な機能性成分

を見出す戦略、近畿アグリバイオインダス

トリー（大阪） 
金沢和樹（2007.7）：食事過酸化脂質の体内動態、

蓼科カンファレンス（蓼科） 
金沢和樹（2007.7）：小腸吸収系を応用した機能

性発掘法、アピ株式会社（岐阜） 
金沢和樹（2007.9）：食品中の機能性ポリフェノ

ール研究最前線、大阪生活衛生協会 
金沢和樹（2007.9）：食品の非栄養成分の機能利

用、タマネギケルセチン、日本園芸学会（香

川大学） 
金沢和樹（2007.11）：A way of thinking for 

allowance of daily intake of dietary 
polyphenols、ILSI Japaｎ、国際会議招待講

演（ウタント国連大学） 
金沢和樹（2007.11）：健康寿命は毎日の食べ物

が築く、加古川商工会議所 
金沢和樹（2007.11）：食品の健康機能、淡路島

みなと銀行講演 
金沢和樹（2007.11）：日生協の公平厳密な評価

を信頼してください、パルコープ 
金沢和樹（2007.12）：Finding out bioavailable 

preventing factors in food against colon 
cancer」、India 国際会議招待講演 Fariyas 
Holiday Resort （Lonavala） 

金沢和樹（2008.1）：日生協の公平厳密な評価を

信頼してください、パルコープ 
金沢和樹（2008.04）：「機能性食品開発戦略」中

部包装食品機械工業会、ポートメッセ名古

屋 
金沢和樹（2008.05）：「農業生産の倫理」、G8 環

境大臣会議に伴うシンポジウム、神戸 
金沢和樹（2008.07）：「食と健康を考える」大阪

清流会、大阪 
金沢和樹（2008.11-12）：「食と文化」武庫川女

子大公開講座 
金沢和樹（2008.12）：「伝統食品昆布の機能性発

掘」シンポジウム、西宮煉瓦館 
金沢和樹（2009.01）：「教育倫理」神戸大学大学

院医学研究科、神緑会館 
金沢和樹（2009.03）：「機能性成分の発掘戦略」
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CAST クラブ講演会、上郡スプリングエイ

ト 
金沢和樹（2009.03）：「食の倫理」神栄㈱、神戸 
金沢和樹（2009.03）：「食の倫理」吉備町講演会、

吉備ホール 
金沢和樹（2009.04）：「大学人が診るべき食の倫

理」神戸大学百年記念館 
金沢和樹（2009.05）：「海のカロテノイドのフコ

キサンチンの多様な生理活性」カロテノイ

ド懇談会、東京幕張 
金沢和樹（2009.07）：「タマネギ外皮ケルセチン

の安全性と機能性」神栄㈱、神戸 
金沢和樹（2009.10）：「A strategy to find out highly 

bioavailable factors in functional food」東京大

学大学院農生命科学研究科、食の安全研究

センター、東京大学 
金沢和樹（2009.10）：「食の安心科学での安全の

温故知新」日本食品開発研究所第 19 回年次

講演会、新都ホテル、京都 
金沢和樹（2009.12）：「機能性食品開発戦略」福

山大学 
 
橋本堂史（2004.09）：JBA 未来へのバイオ技術・大

学の技術紹介『本当に効く機能性食品の開発･

生産戦略』，「食品産業廃棄物を利用した皮膚が

ん予防の研究」（東京/バイオインダストリー協

会） 
橋本堂史（2004.11）：はりま産学交流会・拡大一日神

戸大学，「コーヒー豆の皮で皮膚がん予防」（兵

庫/姫路商工会議所） 
橋本堂史（2005.02）：ひょうごエコタウン推進会議

シーズフォーラム「食品産業廃棄物からの有効

利用方法の検討」（兵庫/ラッセルホール） 

橋本堂史（2007.05）：産学パートナーズシップ事業

「食品による発がん予防研究アプローチ」（兵

庫/姫路商工会議所） 
橋本堂史（2007.07）：第 6 回「関西バイオの未来を

考える会」セミナー（近畿バイオインダストリ

ー振興会議主催）「未利用天然物から機能性食

素材へ」（大阪/大阪科学技術センター） 
橋本堂史（2007.10）：神戸大学大学院農学研究科公

開講座、大学発ヘルスバイオサイエンス「わさ

びのヘルスバイオサイエンス」（神戸/神戸大学

農学研究科） 
橋本堂史（2008.02）：「腸内のヘルスバイオサイエン

ス」シンポジウム・第 2 回神戸統合医療研究会 
合同講演会、「未利用天然物から機能性食素材

へ」（神戸/臨床研究情報センター） 
橋本堂史（2008.02）：神戸大学医工農連携オープン

フォーラム「医工農連携と医食産業の未来」、

「植物性未利用天然物『西洋わさび葉』の機能

性食素材としの利用価値」（パネル展示）（神

戸） 
橋本堂史（2009.01）：第3回神戸統合医療研究会、「料

理の名脇役“わさび”は薬用植物」（神戸/生田

神社会館） 
橋本堂史（2009.03）：有田川町がってん健康講座、

「わさびと健康」（有田川町/きびドーム） 
田中麻貴（若手招待講演）、橋本堂史、金沢和樹

（2009.12）：マウス正常表皮由来 JB6 細胞を用

いた発がんプロモーションモデルにおけるわさ

びイソチオシアネートの影響、第3回 わさびフ

ォーラム（名古屋/ウィルあいち）、講演要旨集

p.5. 
 

 

 

3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 

博士（課程 平成17年3月） 
清水 一雄，Studies on Anti-carcinogenic Activity of 

Artepillin C in Brazilian Propolis 
 

博士（課程 平成18年3月） 
Das Kumar Swadesh，Studies on Anticarcinogenesis of 

Fucoxanthin in Japanese Kelp 
 

博士（課程 平成18年9月） 
山下 貴稔，亜麻仁リグナンの生理機能と亜麻仁の

食利用に関する研究 
 

博士（課程 平成20年3月） 
大井 直美，Studies on a Dietary Design to Ameliorate 

Bioavailability of Cancer-Preventive Flavonoids 
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修士（課程 平成17年3月） 
大井 直美，A transformation of dietary quercetin to 

bioavailable form in carcinogenic tissues 
後藤 美保，A novel detection method for oxidative 

stress with near-infrared spectrometry 
森 敦美，Study on a novel metabolic pathway of 

flavonoids 
修士（課程 平成18年3月） 
尚 偉涛，Artepillin C in Brazilian propolis inhibits the 

proliferation of hepatoma HepG2 cells through 
inducing G0/G1 arrest 

難波 里衣，Inhibitory effects of caffeine analogues on 
cell cycle progression in JB6 C141 cells 

半田 真須美，Study on a novel metabolic pathway for 
dietary flavonols in intestines 

藤原 慎司，Study on an oxidation mechanism of one of 

DNA bases 2’-deoxyguanosine with reactive oxygen 
species 

朴 成源，Increasing production of polyphenol  with 
UV irradiation in harvested vegetables 

李 春，植物性食品の非可食部位に含まれる機能性

ポリフェノールの利用について 
呂 雲閣，抗酸化活性が強い野菜ジュースの開発 

修士（課程 平成18年9月） 
呉 白乙拉，中国緑茶に含まれる抗酸化成分の含量

と物質種の比較 
 

修士（課程 平成19年3月） 
伊藤 千夏，The effects of dietary licorice glabridin on 

endogenous levels of obesity-related adipocytokines 
in rat 

野渕 翠，Elucidation of phytoestrogens on a relationship 
between chemical structure and modulation for 

transcriptional activity of androgen receptor 
福田 進也，Analysis on transconversion of dietary 

flavones and flavonols in the intestinal absorption 
process 

 
修士（課程 平成20年3月） 
岡本 真弓、Protective effects of horseradish leaf extract 

on carcinogenic initiation 
尾崎 嘉昭、 Studies on metabolism of dietary 

fucoxanthin with analysis of tissue distribution 
宮本 丈生、Study on induction of apoptosis by novel 

metabolite of quercetin in human leukemia HL-60 
cells 

横山 明幸、Study on the better combination of dietary 
flavonoids to escape glucuronyl conjugation and 
increase the bioavailability 

修士（課程 平成21年3月） 
上田 啓輔、Study on a novel mechanism for oxidation 

on DNA base 2’-deoxyguanosine 
田 中  麻 貴 、 Effects of 6-methylsulfinylhexyl 

isothiocyanate on cell cycle progression in quiescent 
JB6 cells after growth stimulation 

谷 芳能、Study on estrogen-like activity of Miroestrol in 
Pueraria mirifica on human cells 

中林 秀郎、Effects of methylxanthines on adipocyte 

differentiation and intracellular lipid accumulation 
前田 太史、A mediator role of hydrogen peroxide in 

suppressing mechanism of fucoidan on endotoxin 
stimulation in an intestinal immunoresponse model 
with Caco-2 and RAW264.7 co-culture 

吉村 和人、The elucidation of target protein s for 
apoptosis induced by a dietary xanthophyll metabolite 
fucoxanthinol 

 
 
4. その他の学術研究活動 

研究助成金 
2004年 
科学技術振興調整費（代表）金沢和樹 
科学研究費・基盤研究B（代表）金沢和樹 
奨学寄附金、金沢和樹：クノール食品 
奨学寄附金、金沢和樹：小倉屋山本食品 
奨学寄附金、金沢和樹：杉山産研財団 

奨学寄附金、金沢和樹：山田養蜂場 
奨学寄附金、金沢和樹：JAあわじ島 
奨学寄附金、金沢和樹：聖食品 
奨学寄附金、金沢和樹：三菱電機 
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平成 16 年度科学研究費･若手研究 B （代表） 橋本

堂史 「カフェインによる抗がん作用機構の解

明」 

奨学寄附金、橋本堂史：金印㈱ 「食品成分によるが

ん予防研究」

 
2005年 
奨学寄附金、金沢和樹：カネカ 
奨学寄附金、金沢和樹：三菱電機 
奨学寄附金、金沢和樹：クノール食品 
奨学寄附金、金沢和樹：JAあわじ島 
奨学寄附金、金沢和樹：和田山 
奨学寄附金、金沢和樹：伊藤園 
奨学寄附金、金沢和樹：鈴与 
奨学寄附金、金沢和樹：小倉屋山本食品 
受託研究（代表）金沢和樹：㈱エイオーエイ・ジャ

パン「近赤外分光法による酸化的ストレスの早

期無侵襲評価法の開発」 
 
平成17年度科学研究費･若手研究B・継続 （代表） 

橋本堂史 「カフェインによる抗がん作用機構

の解明」 
財団法人 山崎香辛料振興財団 平成 17 年度研究助

成金 （代表） 橋本堂史 「わさび葉の有効利用

法の検討」 
 
2006年 
受託研究（代表）金沢和樹：(独)農業・生物系特定産

業技術研究機構 生物系特定産業技術研究支援

センター、昆布フコキサンチンを利用した食べ

易い微粉末食品の開発（生物系産業創出のため

の異分野融合研究支援事業） 
受託研究（代表）金沢和樹：㈱エイオーエイ・ジャ

パン、近赤外分光法による酸化的ストレスの早

期無侵襲評価法の開発 
受託研究（代表）金沢和樹：㈱Sugarcane-Field802、

ポリフェノールの解析 
奨学寄附金，金沢和樹：三菱電機㈱「食品・栄養化

学研究助成のため」 
奨学寄附金，金沢和樹：シャープ㈱「食品・栄養化

学研究の奨励のため 」 
奨学寄附金，金沢和樹：㈱トーホー「食品栄養科学

研究の振興の為」 
奨学寄附金，金沢和樹：㈱山田養蜂場「食プロポリ

スに含まれる生活習慣病予防効果の解明」 
奨学寄附金、金沢和樹：小倉屋山本食品 
奨学寄附金、金沢和樹：和田山 
奨学寄附金、金沢和樹：味の素 
 
共同型協力研究（代表）橋本堂史：金印㈱ 「食品の

機能開発に関する研究」 
奨学寄附金、橋本堂史：金印㈱ 「食品成分によるが

ん予防研究」 
 
2007年 
受託研究（代表）金沢和樹：(独)農業・生物系特定産

業技術研究機構 生物系特定産業技術研究支援

センター（生物系産業創出のための異分野融合

研究支援事業）「昆布フコキサンチンを利用し

た食べ易い微粉末食品の開発」 
受託研究（代表）金沢和樹：㈱エイオーエイ・ジャ

パン「近赤外分光法による酸化的ストレスの早

期無侵襲評価法の開発」 
奨学寄附金，金沢和樹：シャープ㈱「食品・栄養化

学研究の奨励のため 」 

奨学寄附金，金沢和樹：㈱山田養蜂場「食プロポリ

スに含まれる生活習慣病予防効果の解明」 
奨学寄附金、金沢和樹：小倉屋山本食品 
奨学寄附金、金沢和樹：和田山 
奨学寄附金、金沢和樹：味の素 
共同型協力研究（代表）橋本堂史：金印㈱ 「食品の

機能開発に関する研究」 
奨学寄附金、橋本堂史：金印㈱ 「食品成分によるが

ん予防研究」 

 
2008年 
受託研究（代表）金沢和樹：(独)農業・生物系特定産

業技術研究機構 生物系特定産業技術研究支援

センター、昆布フコキサンチンを利用した食べ

易い微粉末食品の開発（生物系産業創出のため

の異分野融合研究支援事業） 

奨学寄附金，金沢和樹：シャープ㈱ 
奨学寄附金，金沢和樹：㈱山田養蜂場 
奨学寄附金、金沢和樹：小倉屋山本食品 
共同型協力研究、橋本堂史：金印㈱ 「食品の機能開

発に関する研究」 
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奨学寄附金、橋本堂史：金印㈱ 「食品成分によるが ん予防研究」 
 
2009年 
受託研究（代表）金沢和樹：(独)農業・生物系特定産

業技術研究機構 生物系特定産業技術研究支援

センター、昆布フコキサンチンを利用した食べ

易い微粉末食品の開発（生物系産業創出のため

の異分野融合研究支援事業） 
奨学寄附金，金沢和樹：㈱エイオーエイ・ジャパン 

奨学寄附金，金沢和樹：カゴメ㈱ 
奨学寄附金、金沢和樹：㈱小倉屋山本 
共同型協力研究、橋本堂史：金印㈱ 「食品の機能開

発に関する研究」 
奨学寄附金、橋本堂史：金印㈱ 「食品成分によるが

ん予防研究」 
 
学外研究機関との共同研究 
北陸大学薬学部，橋本堂史：カフェイン類似構造物

の抗がん作用の研究 
The Hormel Institute, University of Minnesota, USA，橋

本堂史：The studies on mechanism of anticancer 
activity of caffeine 

神戸熱帯農業研究所，橋本堂史：コーヒー樹木に関

する研究 
金印㈱，橋本堂史：わさびに含まれる機能性成分に

関する研究 
 

 
受賞 
Das, S. K.: 学会賞 (2005.05) International Society of 

Cancer Prevention (ISCaP) Symposium (Kyoto). 
“Growth inhibition of human hepatoma cells by 
fucoxanthin is asso-ciated with down-regulation of 
cyclin D1. (Das, S. K., Hashimoto, T., Komoto, A., 
and Kanazawa, K.)” 

Maeda, F.,: Poster Award (2007.11) International 
Conference on Food Factors for Health Promotion 
(ICoFF2007) (Kyoto). “Evaluation of 
immunomodulating actions of fucoidan in Laminaria 
japonica with a newly estab-lished co-culture model 
of Caco-2 and RAW 264.7. (Maeda, F., Mizuno, M., 
Ojima, T., Hashimoto, T., and Kanazawa, K.)” 

金沢和樹：兵庫県科学賞（2008.11） 

上田啓輔：若手優秀発表賞（2009.02）日本農芸化学

会関西支部 第 458 回講演会（京都）「脂質ヒド

ロペルオキシドが仲介するDNA酸化物8-OHdG
の生成機構について（上田啓輔、藤原慎司、橋

本堂史、金沢和樹）」 
Shimoaki, T.: Travel Grant Award (2009.10) 19th 

International Congress of Nutrition (ICN2009) 
(Bangkok, Thailand). “Dietary kaempferol glycoside 
derived from horseradish leaves was absorbed into 
the body and activated drug-metabolizing phase II 
enzymes in mice. (Shimoaki, T., Hashimoto, T., 
Okamoto, M., Nagai, M., Okunishi, I., and Kanazawa, 
K.)” 

 
特許 
カフェイン組成物およびその用途，発明者：金沢和

樹 外1名，出願人：(有)フラバミン，特許出願：

2004-175874，特許公開：2005-350431 
生体内抗酸化機能を有する食品組成物，発明者：山

下貴稔、金沢和樹 外 1 名，出願人：㈱Ｊ－オ

イルミルズ 外2名，特許出願：2004-94105，特

許公開：2005-278429 
骨粗鬆症の予防及び／又は治療剤，発明者：上原万

里子、金沢和樹 他 1 名，出願人：学校法人東

京農業大学，特許出願：2004-42656，特許公開：

2005-232074 
酸化的ストレスの検出方法，発明者：金沢和樹 他

1名，出願人：独立行政法人科学技術振興機構，

特許出願：2003-284449，特許公開：2005-55228 

ケルセチン組成物、食品保存剤及びその製造方法，

発明者：金沢和樹 他 1 名，出願人：財団法人

新産業創造研究機構，特許出願：2003-25223，
特許公開：2004-229615, 特許4344913 号 

新規フラボノイド化合物及びその利用, 発明者：金

沢和樹 外 1 名，出願人：財団法人新産業創造

研究機構，特許出願：2003-308400，特許公開：

2004-123728 
収穫後植物のポリフェノール含有量を増加させる方

法, 発明者：金沢和樹，出願人：財団法人新産業

創造研究機構，特許出願：2003-202468，特許公

開：2004-121228 
抗炎症組成物, 発明者：芦田均、橋本堂史、小土井

理恵、藤田剛，出願人：オリエンタル酵母工業
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㈱，特許出願：2003-20209，特許公開：2005-29521 
細胞周期停止剤，発明者：芦田均、橋本堂史，出願

人：金印㈱，特許出願：2004-274593、特許公開：

2006-89394 
わさび葉成分組成物、これを含む食品および医薬品, 

発明者：橋本堂史，出願人：金印㈱，特許出願：

2005-331315，特許公開：2007-137794 
フコキサンチンの簡易定量法，発明者：金沢和樹ほ

か，出願人：神戸大学、オリザ油化㈱、㈱小倉

屋山本食品、㈱日本食品開発研究所，特許出願：

2008-018311，特許公開：2009-180565 

フコイダン特異抗体およびそれを用いたフコイダン

の免疫学的測定法，発明者：金沢和樹ほか，出

願人：神戸大学、オリザ油化㈱、㈱小倉屋山本

食品、㈱日本食品開発研究所，特願2008-215838 
フコイダン特異抗体およびそれを用いたフコイダン

の免疫学的測定法」（新規国内優先権主張出願），

発明者：金沢和樹ほか，出願人：神戸大学、オ

リザ油化㈱、㈱小倉屋山本食品、㈱日本食品開

発研究所，特願2008-228418 
 

 
学会活動 
日本農芸化学会，関西支部評議員：金沢和樹 
日本栄養･食糧学会，近畿支部評議員：金沢和樹 
日本過酸化脂質･フリーラジカル学会理事：金沢和樹

日本生活協同組合連合会「食の安全」委員：金沢和   
  樹 
文部科学省科学技術総合研究推進委員：金沢和樹 
神戸大学連携創造本部企画部門長：金沢和樹 

兵庫県技術参与：金沢和樹 
コープこうべ顧問：金沢和樹 
農林水産省食料・農業・農村審議会消費・安全分科

会会長（2005年— 2007年）：金沢和樹 
第 61 回日本栄養･食糧学会大会（京都、2007.05）：

プログラム委員：橋本堂史 
 

 
社会活動 
Kanazawa, K.: Editorial Board of “BioFactors”, published 

by IOS Press (Amsterdam, The Netherlands). 
Kanazawa, K.: Exective Editor of “Journal of Clinical 

Biochemistry and Nutrition” 
Kanazawa, K.,: Editorial Board of “Journal of Nutritional 

Science and Vitaminology” 
Kanazawa, K.: Editorial Board of “Journal of Functional 

Foods” published by Elsevier for ISNFF. 
金沢和樹：放送大学・面接授業（2009.10.31） 

金沢和樹：放送大学、面接授業（2009.11.01） 
 
橋本堂史：NPO 法人 近畿バイオインダストリー振

興会議 関西バイオの未来を考える会委員 
（2005.01～） 

橋本堂史：関西国際大学非常勤講師「食と健康」

（2009年～） 
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有機機能分子化学・天然有機分子化学分野 
 
（１）新しい有機合成反応の開発 
 種々の有用な有機化合物を安価かつ効率的に合成するのに役立つ、新しい有機合成反応の開発を目的とした研

究を行っている。たとえば、シュウ酸触媒を利用した穏和な条件下でのジチオアセタールとカルボニル化合物の

相互変換、アルコールからイソチオシアナートの簡便で高選択的な合成等について成果を上げている。また、臭

化銅(II)を利用した酸化的な反応の有機合成への応用に関する研究も実施中である。 
（２）生物活性を有する天然物合成研究 
 生物活性等の有用な機能が期待されながらも、自然界から得られる量に限りがあったり、そもそも自然界には

存在しない物質があり、それらを合成する効率的な方法の開発を目的とした研究を行っている。 
 たとえば、「フラボノイド類や植物アレロパシー活性を有する化合物の新規合成」、「植物病に対する誘導抵抗

活性を有する脂肪酸誘導体の合成」、「根寄生植物の発芽刺激活性を有する化合物の合成研究」、「酵素阻害剤、抗

菌活性物質、抗腫瘍活性物質等の合成研究」などを実施中である。 また、これらの目的で合成した化合物につ

いては、他の研究室等と共同でその生物活性についても調べている。 
 
 
1. 公表学術論文 

著書

Mori, K. and Takikawa, H. (2004): "1,4-Cyclohexadiene, 
1,5-Dimethoxy." In Electronic Encyclopedia of 
Reagents for Organic Synthesis (e-EROS), John 
Wiley & Sons, Ltd., New York. 

(http://www3.interscience.wiley.com/cgi-bin/mrwho
me/104554785/HOME) 

 

 
原著論文

Takikawa, H., Ueda, K. and Sasaki, M. (2004): The First 
Synthesis and Absolute Configuration of 
Glaucescenolide, a Cytotoxic Sesquiterpenoid 
Isolated from the Liverwort Schistochila glaucescens, 
Tetrahedron Lett., 45, pp. 5569-5571. 

Miyake, H., Tsumura, T. and Sasaki, M. (2004): Simple 
deprotection of acetal type protecting groups under 
neutral conditions, Tetrahedron Lett., 45, pp. 
7213-7215. 

Imamura, Y., Takikawa, H., Sasaki, M. and Mori, K. 
(2004): Triterpenoid total synthesis. Part 8. Synthesis 
and Absolute Configuration of Mispyric Acid, Org. 
Biomol. Chem., pp. 2236-2244. 

Eliyahu, D., Mori, K., Takikawa, H., Leal, W. S. and Schal, 
C. (2004): Behavioral Activity of Stereoisomers and a 
New Component of the Contact Sex Pheromone of 
Female German Cockroach, Blattella Germanica, J. 
Chem. Ecol., 30, pp. 1839-1848. 

Takikawa, H., Hosoe, S., Ueda, K. and Sasaki, M. (2004): 
The First Synthesis of (±)-Robinlin, Biosci. 
Biotechnol. Biochem., 68, pp. 1961-1965 

Kabeya, Y., Kamada, Y., Baba, M., Takikawa, H., Sasaki, 
M. and Ohsumi, Y. (2005): Atg17 functions in 
cooperation with Atg1 and Atg13 in yeast autophagy, 

Molecular Biology of the Cell, 16, pp. 2244-2253. 
Mizushina, Y., Takikawa, H., Imamura, Y., Sasaki, M., 

Mori, K. and Yoshida, H. (2005): Inhibitory Effect of 
Mispyric Acid on Mammalian DNA Polymerases, 
Biosci. Biotechnol. Biochem., 69, pp. 1534-1538. 

Takikawa, H., Tobe, M., Isono, K. and Sasaki, M. (2005): 
Synthesis and Absolute Configuration of Annuionone 
A, Tetrahedron, 61, pp. 8830-8835. 

Sugimoto, Y., Matsui, M., Takikawa, H., Sasaki, M. and 
Kato, M. (2005): Dechlorodauricumine from cultured 
roots of Menispermum dauricum., Phytochemistry, 
66, pp. 2627-2631. 

Takikawa, H., Imamura, Y. and Sasaki, M. (2006): 
Synthesis and absolute configuration of brevione B, 
an allelochemical isolated from Penicilium sp., 
Tetrahedron, 61, pp. 39-48. 

Takechi, A., Takikawa, H., Miyake, H. and Sasaki, M. 
(2006): Synthesis of 3-aminoflavones from 
3-hydroxyflavones via 3-tosyloxy- or 
3-mesyloxyflavones, Chemistry Lett., 35 (1), pp. 
128-129. 

Hosoe, S., Nakai, T., Sasaki, M. and Takikawa, H. (2006): 
Synthesis and absolute configuration of decaturin D, 
Tetrahedron Lett., 47, pp. 4425-4428.  
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Miyake, H., Nakao, Y., and Sasaki, M. (2006): Oxalic acid 
catalyzed reaction between dithioacetals and acetals. 
A simple and eco-friendly method for a conversion of 
a dithioacetals to a carbonyl compound, Tetrahedron 
Lett., 47, pp. 6247-6250.  

Miyake, H., Fujimura, M., Tsumura, T., and Sasaki, M. 
(2006): Solvolysis of benzyl alcohols and ethers in 
1,2-diols and application to a deprotection of benzyl 
ether-type protecting groups, Chemistry Lett., 35, pp. 
778-779.  

Miyake, H., Nakao, Y., and Sasaki, M. (2006): Oxalic 
acid-catalyzed reaction of alcohols with NaSCN: the 
effects of additives NaI and I2, Chemistry Lett., 35, pp. 
1262-1263. 

Tobe, M., Tashiro, T., Sasaki, M. and Takikawa, H. 
(2007): A Concise Synthesis of (±)-Pseudodeflectusin, 
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第２回農学バイオフォーラム（神戸大学） 
滝川浩郷（2007）：生物活性天然物の合成と利用、

JSTInnovation Bridge神戸大学研究シーズ発表会 
Umetsu, N., Sasaki, M. (2008): Progress of Japanese 

Pesticide Industry, Proceedings of the 3rd China 
International Forum on Procurement and Service of 
Crop Protection Products, 34-63 , Nanjing, China 

Takikawa, H. (2008): Synthetic studies on strigolactones 
and their analogs, JSPS International Seminar, 
Devastating effects on Striga on African agriculture 
and development of countermeasures, (Kobe Univ.) 

 

 

3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 

修士（平成17年3月） 
津村隆嗣：1,2－ジオールを用いたアセタール型保護

基の脱保護に関する研究 
飛田憲一：光学活性ヒドロキシ脂肪酸の合成研究 
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中嶋貴江：クロモン類の合成と殺菌活性に関する研

究 
修士（平成18年3月） 
武知厚吏：3－アミノフラボン類の合成研究 
中山清隆：ヒドロキシ脂肪酸関連化合物の合成研究 
西村明記：ハロゲン化銅(II)を利用した芳香族化合物

の合成 
細江慎太郎：生物活性を有するテルペン類の合成研

究 
松浦真裕子：生物活性を有するラクトン類の合成研

究 
修士（平成19年3月） 
近藤由季：ストリゴラクトン関連化合物の合成研究  
戸部真紀子：生物活性を有する含酸素ヘテロ環化合

物の合成 
中尾優一：シュウ酸による炭素‐酸素結合の活性化

を利用した有機合成反応に関する研究 
中西恒平：DNAポリメラーゼ阻害活性物質コハマ酸

の合成研究 
萩原愛：Decaturin類の合成研究 
修士（平成20年3月） 
岩崎杏子：根圏情報物質ストライゴラクトンの合成

研究  
田所栄里子：ストライゴラクトンの構造と生物活性

の相関研究 
田中彩：新規バイオレギュレーターの合成と生物活

性に関する研究 
橋本貴：ラクトン環を有する生物活性物質の合成研

究 
修士（平成2１年3月） 
石原康宏：脂肪酸類の合成と生物活性に関する研究 

古曾将嗣：特徴的な構造を有する天然芳香族化合物

の合成研究 
鈴木博貴：エレモフィラン型セスキテルペン ぺリバ

イシンC及びDの合成研究 
西野さん：フラボン誘導体を中心とした芳香族化合

物の合成に関する研究 
広本岬：ストライゴラクトンの合成と生物活性に関

する研究 

博士（平成21年9月） 
上月由美子：Study on stabilizing agrochemical 

formulation（農薬製剤の安定化に関する研究） 

 

 

 

4．その他の学術研究活動

研究助成金 
（科学研究費） 
基盤研究(C) 滝川浩郷：植物保護を指向したテルペ

ン系生物活性天然物の合成研究（平成 16 年度、

17年度、代表） 
特定領域研究（公募）滝川浩郷：15-デオキシオキザ

リシンBの合成研究（平成17年度、代表） 
基盤研究(C) 佐々木満：根圏情報物質ストライゴラ

クトンの構造活性相関の新展開 (平成 20 年度 

～22年度、代表) 
 
（受託研究） 
科学技術振興機構：佐々木満、平成19年度シーズ発

掘試験「新規作物保護剤の開発」(平成 19 年、

代表、200万円) 
科学技術振興機構：滝川浩郷、平成21年度シーズ発

掘試験「ストリゴラクトンアナログのデザイ

ン・合成・機能評価」(平成21年、代表) 
 
（奨学寄附金） 
住友化学（株）筑波研究所：佐々木満（平成17－21

年） 

大塚化学（株）：三宅秀芳（平成18年） 
大塚化学（株）：滝川浩郷（平成18年） 
東洋新薬（株）：滝川浩郷（平成20年） 
 
（その他） 
アジア・アフリカ学術基盤形成事業：滝川浩郷（平

成20－22年度、研究参加） 
地球規模課題対応国際科学技術協力事業（科学技術

振興機構）：滝川浩郷（平成21－26年度） 

 
学外研究機関との共同研究

住友化学（株）農業化学品研究所：佐々木満：ヘテ

ロ原子を含有する生物活性物質の合成研究（平

成11-16年、代表） 

住友化学（株）農業化学品研究所：佐々木満：新規

バイオレギュレーターの合成研究（平成17年～

20年、代表） 
 
学会活動 
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日本農芸化学会全国評議員：佐々木満(2002－2004) 
日本農芸化学会関西支部評議員：佐々木満(2000－) 
日本農芸化学会関西支部幹事校代表：佐々木満(2003 
－2004) 
日本農薬学会副会長：佐々木満(2003－2005) 
日本農薬学会常任評議員：佐々木満 (2005－2007) 
日本農薬学会常任編集委員：佐々木満 (2001－2007) 
農薬デザイン研究会委員長：佐々木満 (2000－2009) 
日本農芸化学会関西支部評議員：佐々木満 (2000－) 
第11回ＩＵＰＡＣ農薬化学国際会議事務局長：佐々

木満 (2001－2006) 

第２回および４回環太平洋農薬科学シンポジウム組
織委員：佐々木満 (2002, 2008) 

日中韓農薬科学ワークショップ組織委員：佐々木満 
(2009－) 

 
第11回ＩＵＰＡＣ農薬化学国際会議現地実行委

員：三宅秀芳、滝川浩郷（2006） 
日本農芸化学会代議員：滝川浩郷(2008－) 
日本農芸化学会関西支部幹事校庶務（2009－） 
 

 
社会活動 
国際協力事業団 
佐々木満：「植物保護のための総合防除集団研修コー

ス」および「環境負荷物質の分析技術及びリス

ク評価コース」講師、個別指導 
三宅秀芳：「植物保護のための総合防除集団研修コー

ス」個別指導 

滝川浩郷：「アグロバイオテクノロジー研修コース」

講師、および「植物保護のための総合防除集団

研修コース」個別指導 
 
 

 
特許

新規フラボノイド化合物及びその利用、金沢和樹、

佐々木満：特願 2003-308400（平成 15 年 9 月 1
日）特開2004-123728（平成16年4月22日） 

フラボン化合物およびそれを有効成分とする除草剤

又は殺菌剤、三宅秀芳、佐々木満、今井哲弥、

梅津憲治：特願2003-6125（平成15年2月28日）

特開2004-269402（平成16年9月30日） 
３－アミノフラボン化合物の製造方法、佐々木満、

三宅秀芳、滝川浩郷：特願 2004-172249（平成

16 年 6 月 10 日）特開 2005-350390（平成 17 年

12月22日） 
フラボン骨格を有する新規殺菌剤、三宅秀芳、佐々

木満：特願2004-339948（平成16年11月25日）

特開2006-151819（平成18年6月15日） 
ヒドロキシ脂肪酸エステルおよびその製造法、今石

浩正、佐々木満、滝川浩郷：特願 2009-253640
（平成21年11月5日） 
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環境分子物理化学分野（平成19年4月改称、旧：生物機能物理化学分野） 
 
 環境分子（我々の身の周りにあって様々な機能性を有する分子）と生体が関わる重要な反応に着目し、その構

造と機能の相関を分子レベルで解明すべく、生物物理化学的な視点から研究に取り組んでいる。 
（１）食物繊維の機能性に関する研究 

 食品に含まれるアルギン酸やペクチン、キトサンなどの多糖類は金属吸着能を有し、重金属や有害成分を除去

するツールとして有効利用することが可能である。これらの機能性多糖類と有害金属元素との相互作用（結合部

位、結合様式、構造変化）を分子レベルで明らかにするため、赤外分光法、ラマン分光法を用いた振動分光学的

解析や密度汎関数法による理論解析をすすめている。また、食品成分と多糖類の相互作用を検証し、機能性分子

の安定性を向上させる研究をすすめている。 
（２）蛋白質の熱耐性向上に関する研究 
 蛋白質の熱耐性を制御する因子を明らかにすることは、安定性の高い蛋白質の分子設計において重要である。

現在、好熱性紅色光合成細菌由来の光捕集反応中心膜蛋白質複合体や電子伝達を担う水溶性ヘム蛋白質を研究対

象とし、種々の物理化学的、生化学的解析法を用いて蛋白質の耐熱性獲得機構の解明を進めている。これまでに

膜蛋白質複合体が高度な金属認識能を有し、蛋白質の耐熱性を制御していることが見出されている。 
（３）光合成酸素発生反応機構の研究 
 地球の酸化的大気環境を形成し、酸素呼吸型生物の進化を可能にした光合成酸素発生反応について研究を進め

ている。これまでに赤外分光法を用いて触媒中心であるマンガンクラスターの配位構造や水の酸化分解反応に関

する有力な情報が得られており、現在、新規計測システムの構築をすすめるとともに、更なる知見を得るための

生化学的なアプローチに取り組んでいる。 
（４）バイオマスの活用に関する研究 
 未活用なバイオマス素材である木廃材や竹廃材を、比較的安価ではあるが特殊な加工処理をほどこしてチップ

とすることにより高機能な吸着剤として利用できる可能性がある。現在、種々の樹木、剪定枝や竹などのチップ

について、アンモニアや硫化水素ガスなど有害ガスの吸着性能について定容積真空装置を用いて研究している。 
（５）ジルコニア担持酸化バナジウム触媒の表面構造と触媒反応に関する研究 
 ジルコニア担持酸化バナジウム触媒へ貴金属（Rh など）を添加し、その表面構造とNOx 還元反応との関係を

FTIR とGCMS を用いて検討した。貴金属の少量添加で、プロペンによるNO 還元活性は著しく強められた。貴

金属添加量を増やした場合にはNO還元活性はさらに強くなるが、添加貴金属のバナジア層表面及び内部のV=O
種の結合への影響はその種類や濃度によって異なっていた。一方、新規の表面積の広い担体ジルコニアに担持し

たバナジウム触媒では、従来とは性質の異なる表面 V=O 種が生成することが予想される。この新規なバナジア

触媒上でのプロペンによるNOの還元反応および2-プロパノールの分解反応についてFTIRとGC-MSを用いて検

討している。 

 

 
1. 公表学術論文 

原著論文 
Borovkov, V.V., Fujii, I., Muranaka, A., Hembury, G.A., 

Tanaka, T., Ceulemans, A., Kobayashi, N., and Inoue, 
Y. (2004): Rationalization of Supramolecular 
Chirality in a Bisporphyrin System, Angew. Chem. 
Int. Edit., 43, pp.5481-5485 

Yamanari, T., Kimura, Y., Mizusawa, N., Ishii, A., and Ono, 
T.-A. (2004): Mid-to-low frequency Fourier 
transform infrared spectra of S-state cycle for 
photosynthetic water oxidation in Synechocystis sp. 
PCC 6803, Biochemistry 43, pp.7479–7490 

Mizusawa, N., Yamanari, T., Kimura, Y., Ishii, A., 
Nakazawa, S., and Ono, T.-A. (2004): Changes in 

functional and structural properties of the Mn cluster 
induced by replacing the side group of the C-terminus 
of the D1 protein of photosystem II, Biochemistry 43, 
pp.14644–14652 

Mizusawa, N., Kimura, Y., Ishii, A., Yamanari, T., 
Nakazawa, S., Teramoto, H., and Ono, T.-A. (2004): 
Impact of replacement of D1 C-terminal alanine with 
glycine on structure and function of photosynthetic 
oxygen-evolving complex, J. Biol. Chem. 279, 
pp.29622–29627 

Hasegawa, K., Kimura, Y., and Ono, T.-A. (2004): 
Oxidation of Mn cluster induces structure changes of 
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NO3
– functionally bound to Cl– Site in Oxygen 

Evolving Complex of Photosystem II, Biophysical J. 
86, pp.1042–1050 

Katsumoto, Y., Tanaka, T., and Ozaki, Y. (2005): 
Molecular Interpretation for Solvation of 
Poly(acrylamide)s 1. Solvent-Dependent Change, J. 
Phys. Chem. B. 109, pp.20690-20696 

Kimura, Y., Mizusawa, N., Yamanari, T., Ishii, A., and Ono, 
T.-A. (2005): Structural changes of D1 C-terminal 
α-carboxylate during S-state cycling in 
photosynthetic oxygen evolution, J. Biol. Chem. 280, 
pp.2078–2083 

Kimura, Y., Ishii, A., Yamanari, T., and Ono, T.-A. (2005): 
Water-sensitive low-frequency vibrations of reaction 
intermediates during S-state cycling in photosynthetic 
water oxidation, Biochemistry 44, pp.7613–7622 

Kimura, Y., Hasegawa, K., Yamanari, T., and Ono, T.-A. 
(2005): Studies on photosynthetic oxygen-evolving 
complex by means of Fourier transform infrared 
spectroscopy: calcium and chloride cofactors, 
Photosynth. Res. 84, pp.245–250 

Kimura, Y., Mizusawa, N., Ishii, A., Nakazawa, S., and 
Ono, T.-A. (2005): Changes in structural and 
functional properties of oxygen-evolving complex 
induced by replacement of glutamate of D1 189 with 
glutamine in photosystem II: Ligation of glutamate 
189 carboxylate to the Mn cluster, J. Biol. Chem.  
280, pp.37895–37900 

Kimura, Y., Mizusawa, N., Ishii, A., and Ono, T.-A. 
(2005): FTIR detection of structural changes in a 
histidine ligand during S-state cycling of 
photosynthetic oxygen-evolving complex, 
Biochemistry 44, pp.16072–16078 

Tanaka, T., Tamaoki, H., Nishina, Y., Shiga, K., Ohno, T., 
and Miura, R. (2006): Theoretical Study on 
Charge-Transfer Interaction between Acyl-CoA 
Dehydrogebase and 3-Thiaacyl-CoA Using Density 
Functional Method, J. Biochem. 139(5), pp.847-855 

Tanaka, T., Kodama, T. S., Morita, H. E. and Ohno, T., 
(2006): Electronic and Vibrational Circular 
Dichroism of Aromatic Amino Acids by Density 
Functional Theory, Chirality 18, pp.652-661 

Teramoto, H., Ishii, A., Kimura, Y., Hasegawa, K., 
Nakazawa, S., Nakamura, T., Higashi, S.-I., Watanabe, 
M., and Ono, T.-A. (2006): Action spectrum for 
expression of the high intensity light-inducible 
Lhc-like gene Lhl4 in the green alga Chlamydomonas 

reinhardtii, Plant Cell Physiol. 84, pp.419–425 
Suzuki, H., Hirano, Y., Kimura, Y., Takaichi, S., Kobayashi, 

M., Miki, K., and Wang, Z.-Y. (2007): Purification, 
characterization and crystallization of the core 
complex from thermophilic purple sulfur bacterium 
Thermochromatium tepidum, Biochim. Biophys. 
Acta 1767, pp.1057–1063 

Tanaka, T., Oelgemoeller, M., Fukui, K., Aoki, F., Mori, 
T., Ohno, T., and Inoue, Y. (2007): Unusual CD 
Couplet Pattern Observed for the π*←n Transition of 
Enantiopure(Z)-8-Methoxy-4-cyclooctenone, An 
Experimental and Theoretical Study by Electronic 
and Vibrational Circular Dichroism Spectroscopy and 
Density Functional Theory Calculation, Chirality 19, 
pp.415–427 

Kimura, Y., Hirano, Y., Yu, L.-J., Suzuki, H., Kobayashi, 
M., and Wang, Z.-Y. (2008): Calcium Ions Are 
Involved in the Unusual Red-Shift of the 
Light-Harvesting 1 Qy Transition of the Core 
Complex in Thermophilic Purple Sulfur Bacterium 
Thermochromatium tepidum, J. Biol. Chem. 283, 
pp.13867–13873 

Ma, F., Kimura, Y., Zhao, X.-H., Wu, Y.-S., Wang, P., Fu, 
L.-M., Wang, Z.-Y., and Zhang, J.-P. (2008): 
Excitation Dynamics of Two Spectral Forms of the 
core complexes from Photosynthetic Bacterium 
Thermochromatium tepidum, Biophys. J. 95, 
pp.3349–3357 

Kimura, Y., Yu, L.-J., Hirano, Y., Suzuki, H., and Wang, 
Z.-Y. (2009): Calcium Ions Are Required for the 
Enhanced Thermal Stability of the 
Light-Harvesting-Reaction Center Core Complex 
from Thermophilic Purple Sulfur Bacterium 
Thermochromatium tepidum, J. Biol. Chem. 284, 
pp.93–99 

Ma, F., Kimura, Y., Yu, L.-J., Wang, P., Ai, X.-C., Wang, 
Z.-Y., and Zhang, J.-P. (2009): Specific Ca2+-binding 
motif in the LH1 complex from photosynthetic 
bacterium Thermochromatium tepidum as revealed 
by optical spectroscopy and structural modeling, 
FEBS J. 276, pp.1739–1749 

Higuchi, M., Hirano, Y., Kimura, Y., Oh-oka, H., Miki, K., 
and Wang, Z.-Y. (2009): Overexpression, 
characterization, and crystallization of the functional 
domain of cytochrome cz from Chlorobium tepidum, 
Photosynth. Res. 102, pp.77-84
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その他の学術論文等 
Katsumoto, Y., Tanaka, T., and Ozaki, Y. (2004): 

Relationship between the Coil-Globule Transition of 
An Aqueous Poly(N-isopropylacrylamide) Solution 
and Structural Changes in Local Conformations of the 
polymer, Macromol. Symp., 205, pp.209-223 

田中丈幸 (2004): 密度汎関数法の基礎と分子分光学

への応用, ぶんせき, 12, pp.717-721 
Kimura, Y., Ishii, A., Yamanari, T., Hasegawa, K., and Ono, 

T.-A. (2004): Detection of 18O-water sensitive and 
S-state dependent low-frequency vibrational modes in 
photosynthetic oxygen evolving complex, Proc. 13th 
Int. Cong. on Photosynth., pp. 369–371 

Mizusawa, N., Kimura, Y., Ishii, A., Yamanari, T., 
Nakazawa, S., Teramoto, H., and Ono, T.-A. (2004): 
Functional and structural properties of 
oxygen-evolving complex in D1 C-terminal mutants, 
Proc. 13th Int. Cong. on Photosynth., pp.352–353 

Mizusawa, N., Kimura, Y., Ishii, A., Yamanari, T., and Ono, 
T.-A. (2004): Structural implications of the D1 
C-terminal α-carboxylate in photosynthetic oxygen 
evolution as studied by FTIR, Proc. 13th Int. Cong. on 

Photosynth., pp.376–377  
Hasegawa, K., Kimura, Y., and Ono, T.-A. (2004): The Cl– 

binding site in the oxygen-evolving complex studied 
by FTIR spectroscopy, Proc. 13th Int. Cong. on 
Photosynth., pp.354–356 

Tamaoki, H., Sato, K., Nishina, Y., Tanaka, T., Setoyama, 
C., Shiga, K., and Miura, R. (2005): Substrait 
Recognition and Activation of Acyl-CoA 
Dehytrogenase in Reaction to Acyl-Chain Length, 
Proc. 15th Int. Symp. on Flavin and Flavoproteins, 
a10102000030 

Tanaka, T., Tamaoki, H., Nishina, Y., Shiga, K., Ohno, T., 
Hirotsu, K., and Miura, R. (2005): Introduction of 
Density Functional Theory Caluclation to Acyl-CoA 
System, Proc 15th Int. Symp. on Flavin and 
Flavoproteins, a10102000031 

木村行宏、小野高明 (2006): フーリエ変換赤外分光

法による光合成酸素発生系マンガンクラスター

の構造及び機能の解析, 生物物理, 46, pp.124

– 129 

 

 

2. 学術講演 

田中丈幸，田中陽子，土橋慶輔，大野 隆，幡山文

一(2004)：ラマン分光法および密度汎関数法によ

るセラミドの構造研究，分子構造総合討論会

2004 1D16 
勝本之晶，田中丈幸，尾崎幸洋，大野啓一 (2004)：

振動分光法を用いたアクリルアミド系高分子側

鎖の溶媒和についての研究，分子構造総合討論

会2004 2P008 
玉置治彦，田中丈幸，佐藤恭介，瀬戸山千秋，二科

安三，徳岡啓司，佐藤敦子，宮原郁子，広津 建，

志賀 潔，三浦 洌 (2004)：密度汎関数法のフ
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関西学院大学理工学部，広島大学理学部：田中丈幸：
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び密度汎関数法による分子設計、平成16年4月
～平成17年11月 

大阪大学工学部：田中丈幸：赤外領域および紫外・

可視領域の円偏光二色性分光法と密度汎関数法

による不斉分子の絶対配置推定と立体配座解析、
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産業技術総合研究所関西センター：田中丈幸：非経
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愛媛大学総合科学研究支援センター：大野 隆：ラ

マン分光法による生体分子の研究、酵素反応機
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茨城大学理学部：木村行宏：紅色光合成細菌由来光
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植物機能化学分野 
 
植物が示す興味深い生命現象のなかで「生理機能を制御する低分子化合物」を研究対象として、天然物化学、

生化学、分子生物学、遺伝子工学など多彩な視点から研究を進めているとともに、植物のもつ有用な代謝機能の

解明と利用に取り組んでいる。 
（１）根寄生植物の生活環の制御：様々な構造を有するストライゴラクトンを単離、調製し、異なる種の根寄生

植物種子に対する発芽刺激活性を比較した結果、種によって構造要求性が顕著に異なることを見出した。発芽過

程に関わると考えられるいくつかの遺伝子をクローニングしている。 
（２）根寄生植物－宿主植物間相互作用の解析：マメ科植物を宿主として根粒菌共生が根寄生植物の寄生確立に

及ぼす影響を検討した結果、菌の感染初期には寄生が確立しやすくなることを見出した。また、寄生確立過程の

根寄生植物の組織を経時的に採取し、転写レベルおよび代謝レベルにおける変化を追跡している。 
（３）有用植物代謝産物の同定と生合成経路の解明：ツヅラフジ科植物の培養根が生産する様々なイソキノリン

アルカロイドの生合成に関わると考えられるシトクロムP450遺伝子の単離および機能解析を進めている。培養

根抽出物中に見いだされた、デクロロダウリカミンを脱水素化してミハラミンへと変換する酵素の精製を進めて

いる。また、砂漠化防止を目的にアフリカに導入されたメスキートの用途開発を目指して、有用生理活性物質の

探索を行っている。塩基性画分に強い植物成長阻害活性ならびに根寄生植物種子発芽阻害活性を見出した。 
（４）植物ホルモン代謝系の分子進化：植物ホルモンの生合成や不活性化には多くのシトクロム P450 が関わっ

ており、シダおよびコケ植物でも植物ホルモン代謝系 P450 のオルソログ遺伝子が存在しているが、それらの酵

素機能に関する知見は皆無である。そこで、植物界におけるブラシノステロイド生合成およびアブシジン酸不活

性化の分子進化について解析することを目的として、コケおよびシダ植物のゲノム配列中に見いだされる P450
オルソログ遺伝子の機能解析を進めている。 
（５）植物のクマリン類生合成経路の解明： クマリン化合物は抗菌活性や抗酸化活性を有する二次代謝産物であ

る。クマリン類はフェニルプロパノイド経路中で生じる桂皮酸類から生合成され、オルト位水酸化反応はクマリ

ン類生合成経路の鍵となる重要な反応である。これまでの研究から、桂皮酸類のオルト位水酸化酵素は2-オキソ

グルタル酸依存性ジオキシゲナーゼであることを明らかとし、シロイヌナズナ、サツマイモ、マメ科植物および

柑橘類から cDNAのクローニングを行なった。さまざまな植物において生合成されるクマリン化合物の化学構造

の多様性は、オルト位水酸化酵素の基質特異性により制御されていることを明らかにすべく研究を進めている。 
（６）アルデヒドによる植物タンパク質の修飾と高温ストレス応答への効果：高温ストレスを受けた植物体内で

生成するアルデヒド化合物の植物機能に対する影響、およびアルデヒド化合物が高温ストレス耐性遺伝子を誘導

する性質を生かした、高温ストレス耐性能付与に関する研究に取り組んでいる。 
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西垣直人、浦川晋吾、水谷正治、杉本幸裕 (2009)：

ブラシノステロイド生合成に関与すると推定さ

れるコケおよびシダ植物P-450の機能解析 
太田早矢香、水谷正治、杉本幸裕 (2009)：根寄生植

物ヤセウツボの寄生成立後の生長過程に関する

形態学的観察、植物化学調節学会 
土井智子、水谷正治、杉本幸裕 (2009)：根粒共生が

オロバンキの寄生に及ぼす影響、植物化学調節

学会 
福冨達也、水谷正治、杉本幸裕 (2009)：根寄生植物

の種子発芽刺激活性に対するストライゴラクト

ンB環の修飾の影響について、植物化学調節学

会 
岡崎真理子, 青山光、白倉美奈穂、水谷正治、平井

伸博、轟泰司 (2009): アブシジン酸 8'-位水酸化

酵素 CYP707A 特異的阻害剤アブシナゾール E
の開発、植物化学調節学会 

内記久美、青山光、白倉美奈穂、水谷正治、平井伸

博、轟泰司 (2009): アゾール環修飾による高選

択性アゾール系植物P450阻害剤の創製、植物化

学調節学会 
藤井佑典、近藤悟、水谷正治、平井伸博 (2009): ABA

代謝物質ファゼイン酸の還元酵素の精製、植物

化学調節学会 
杉本元、水谷正治、杉本幸裕 (2009)：ベンジルイソ

キノリンアルカロイド生合成に関わるシトクロ

ムP450遺伝子の単離、農芸化学会合同支部会 
Sugimoto, Y., A. G. T. Babiker, Satoru Muranaka and H. 

Nawata (2009): About the Seminar - Towards a 
sustainable management of the noxious weeds 
mesquite (Prosopis spp.)And Striga hermonthica in 
Sub Saharan Africa, JSPS AA platform program and 
the Research Institute of Humanity and Nature 
(RIHN) Seminar on the Noxious Weeds Striga  
hermonthica and Prosopis juliflora 

R. Sawada, Y. Yamauchi and Y. Sugimoto (2009): 
Germination response of Striga hermonthica and 
Orobanche minor seeds pre-treated with the synthetic 
strigolactone GR24, JSPS AA platform program and 
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the Research Institute of Humanity and Nature 
(RIHN) Seminar on the Noxious Weeds Striga  
hermonthica and Prosopis juliflora 

Okazawa, A., Joseph, B., Bamba, T., Fukusaki, E., 
Takeuchi, Y., Yonayama, K., Sugimoto, Y. and 
Kobayashi, A. (2009): Sugar and nitrogen 
metabolism in germinating seeds of parasitic weeds, 
JSPS AA platform program and the Research Institute 
of Humanity and Nature (RIHN) Seminar on the 

Noxious Weeds Striga  hermonthica and Prosopis 
juliflora 

宮木紀嘉、杉本幸裕、滝川浩郷、三宅秀芳、佐々木

満 (2009)：ストリゴラクトンの合成と生物活性、

第24回農薬デザイン研究会 
長谷川綾香、山内靖雄、水谷正治、杉本幸裕 (2009)：

キュウリ緑葉由来 NADPH 依存性 Alkenal/one 
oxidoreductase の精製と遺伝子解析、日本農芸化

学会関西支部例会 
 

 

3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 

博士（平成20年3月） 
平岡幸浩：根寄生植物に対する宿主および非宿主植

物の応答の分子解析 
博士（平成21年3月） 
久保美恵：高等植物の寄生性に関する細胞学的解析 
 
修士（平成17年3月） 
伊東ちひろ：ミヤコグサが生産する根寄生植物種子

発芽刺激物質の精製 
修士（平成18年3月） 
松井美春：コウモリカズラ培養根が生産する含塩素

アルカロイドの生合成経路の解明 
修士（平成19年3月） 
上山知樹： In vitro production of (+)-5-deoxystrigol and 

evaluation of encapsulated strigolactones to control 
Striga germination 

関久美子：植物体内でアルデヒド化合物により修飾

を受けるタンパク質の生化学的解析 
修士（平成20年3月） 
中本ちひろ：マロンジアルデヒドによるシロイヌナ

ズナの高温耐性獲得機構の解析 
古寺亜衣：高温処理を施したシロイヌナズナにおい

てアルデヒドが結合したタンパク質の探索と同

定 
修士（平成21年3月） 
板垣文雄：代謝阻害剤および標識化合物を用いたミ

ヤコグサにおけるストライゴラクトン生合成経

路の解析 
植田浩章：親和性および非親和性根寄生植物に対す

るミヤコグサの応答の解析 
澤田竜太郎：Germination response of parasitic weed 

seeds pre-treated with GR24 
堀梨恵子：デクロロダウリカミン脱水素酵素の精製

と脱水素化物の構造決定 
 

 

4．その他の学術研究活動 

学術講演会の開催 
Abdel Gabar Babiker（平成17年9月）：杉本幸裕：The 

witchweed Striga hermonthica （神戸大学農学部） 
AA Science Platform Program Seminar on Agricultural 

Problems in Sudan and the Countermeasures 
(sponsored by JSPS), Kobe University, Centennial 
Hall, November 29th, 2005, Organized by Yukihiro 
Sugimoto 

Abdelbagi Mukhtar Ali (2006 年 6 月) ：杉本幸裕：

Breeding and molecular research to address major 
crop production constraints in Sudan（神戸大農学

部） 
Binne Zwanenburg (2006 年 8 月) ：杉本幸裕： 

Molecular approach to the witchweed problem - the 
chemistry behind the germination of the parasitic 
weeds, Striga and Orobanche spp -（神戸大農学部） 

AA Science Platform Program Seminar on Prospects of 
water management and parasitic weeds control in 
Sudan (sponsored by JSPS), Agricultural Research 
Corporation, Hussein Idris Conference Hall, Wad 
Medani, Sudan, November 6-7th , 2006, Organized by 
Abdelbagi Mukhtar Ali and Yukihiro Sugimoto 

David Chikoye (2007年4月) ：杉本幸裕： Integrated 
Weed Management in Savanna（神戸大農学部） 

Satoru Muranaka (2007 年 4 月) ：杉本幸裕： Striga 
gesnerioides in West Africa and Development Marker 
Assisted Selection Method for Striga Resistancein 
Cowpea（神戸大農学部） 

Nasrein Mohamed Kamal Omer (2007年11月) ：杉本

幸裕：Marker assisted breeding of the Stay Green 
Trait of sorghum to enhance terminal drought 
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tolerance in Sudan（神戸大農学部） 
JSPS/JST International Symposium on Toward Advanced 

Use of Africa Resources in Plant Science, Riken 
Yokohama Institute, November 27th, 2007, Organized 
by Akiho Yokota, Yukihiro Sugimoto and Toshiya 
Muranaka 

藤井義晴 (2007 年 12 月) ：杉本幸裕： アレロパシ

ー植物の探索と作用物質の同定および農業への

影響（神戸大農学部） 
Abdel Gabar Babiker（平成 20 年 5 月）：杉本幸裕：

Experience, lessons learned and the way forward in 
Sudan（神戸大学農学部） 

山口信次郎、松井健二（平成20年11月）：山内靖雄：

インターゲノミクスセミナー（神戸大学農学部） 
AA Science Platform Program Seminar on Devastaing 

Effects of Striga on African Agriculture and 

Development of Countermeasures (sponsored by 
JSPS), Kobe University, December 5h, 2008, 
Organized by Yukihiro Sugimoto 

清水文一、太田大策（平成 21 年 6 月）：水谷正治：

日仏二国間交流セミナー（神戸大学農学部） 
Frederic Bourgaud（平成21年12月）：水谷正治：日

仏二国間交流セミナー（神戸大学農学部） 
JSPS AA platform program and the Research Institute of 

Humanity and Nature (RIHN) Seminar on the 
Noxious Weeds Striga  hermonthica and Prosopis 
juliflora, (sponsored by SUST, JSPS and RIHN), 
Sudan University of Science and Technology, 
November 10-11th, 2009, Organized by Yukihiro 
Sugimoto, A. G. T. Babiker  Satoru Muranaka and 
Hiroshi Nawata 

 
研究助成金 
21 世紀 COE 乾燥地科学プログラム：杉本幸裕（研

究協力者）（平成16年度～18年度） 
基盤研究（C）：杉本幸裕（代表）：高生産培養系を利

用した根寄生雑草種子発芽刺激物質の生合成経

路の解析（平成16年度） 
若手研究（B）：水谷正治：植物テルペノイド生合成

酵素のオペロン様遺伝子クラスターの解明（平

成16年度） 
アジア・アフリカ学術基盤形成事業：杉本幸裕（コ

ーディネーター）：スーダンにおける食糧生産の

増大と安定化を目指した水資源管理と寄生雑草

の防除（平成17年度～19年度） 
基盤研究（C）：杉本幸裕（代表）：寄生過程におけ

る宿主植物－根寄生植物間相互作用の分子解析 
（平成17，18年度） 

基盤研究（B）：杉本幸裕（代表）：根寄生植物ストラ

イガの繁殖を規定する宿主植物ソルガムの形質

および環境要因の解析 
（平成17年度～19年度） 

共同研究（北興化学工業株式会社開発研究所）：水

谷正治：ブラシノステロイド生合成および代謝

遺伝子を利用した矮性植物の開発（平成 17, 18
年度） 

基盤研究（A）：杉本幸裕（分担）：ストリゴラクト

ン生合成・分泌の分子機構とその調節による寄

生・共生の制御（平成18年度～21年度） 
基盤研究（C）：水谷正治（代表）：植物由来オキシ

ゲナーゼの酵素ライブラリーの構築と機能解明

（平成18，19年度） 
基盤研究（C）：山内靖雄（分担）：過酸化脂質由来

の活性アルデヒドの葉緑体での代謝と環境スト

レスにおける生理的意義 
 （平成18，19年度） 
ひょうご科学技術協会奨励研究助成：山内靖雄（代

表）：植物の環境ストレスシグナル因子としての

マロンジアルデヒドの機能解析と応用 
 （平成18年度） 
基盤研究（B）：水谷正治（代表）：ダージリン高級

紅茶の香気生成の秘密の解明と新しい紅茶製造

への利用に向けた調査研究（平成18，19年度） 
基盤研究（B）：水谷正治（分担）：半乾燥地帯等に

おける植物の環境ストレス保護剤の開発（平成

18年度～20年度） 
日本学術振興会／国際学会等派遣事業：水谷正治（平

成19年度） 
共同研究（サントリー）：水谷正治：セサミン合成

P450に関わる研究（平成19年度） 
共同研究（北興化学工業株式会社開発研究所）：水

谷正治：ブラシノステロイド生合成および代謝

遺伝子を利用した矮性植物の開発（平成 19, 20
年度） 

アジア・アフリカ学術基盤形成事業：杉本幸裕（コ

ーディネーター）：根寄生雑草ストライガの生理

生態学的特性の解析と防除戦略の構築 
  （平成20，21年度） 
基盤研究（B）：杉本幸裕（代表）：根寄生植物ストラ

イガの宿主養水分収奪機構の解析（平成20，21
年度） 

住友財団：杉本幸裕：宿主植物による根寄生植物認

識機構の分子解析（平成20年度） 
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国際協力機構：杉本幸裕(分担) ：経済高度知識化へ

向けた高等教育支援に関わる提案型調査 
 （平成20年度） 
共同研究（サントリー）：水谷正治：植物 P450 に関

する研究（平成20年度） 
科学技術振興機構 シーズ発掘試験：山内靖雄（代

表）：多機能型高温耐性誘導剤の開発（平成 20
年度） 

科学技術振興機構 地球規模課題対応国際科学技術

協力事業：杉本幸裕（代表）：根寄生雑草克服に

よるスーダン乾燥地農業開発（平成21年度） 

共同研究（サントリー）：水谷正治：植物 P450 に関

する研究（平成21年度） 
日本学術振興会 日仏二国間共同研究：水谷正治（代

表）： 植物におけるクマリン類およびフラノク

マリン類生合成の解明（平成21，22年度） 
挑戦的萌芽：山内靖雄：植物独自の光依存性高温耐

性機構の遺伝学的解析（平成21，22年度） 
 
学外研究機関との共同研究 
鳥取大学乾燥地研究センター：杉本幸裕：半乾燥地

における植物生産に被害をもたらしている難防

除性植物の制御（平成16-21年度） 
神戸パピルス研究所：脇内成昭：パピルス（Cyperus 

papyrus L.）の有効利用（平成16-19年度） 

かずさディー・エヌ・エー研究所：山内靖雄：シロ

イヌナズナを用いた光等へのシグナル応答解析 
総合地球環境学研究所：杉本幸裕：アラブ社会にお

けるサブシステンス生態系の研究（平成 19-21
年度）

 
国際協力 
国際協力事業団：杉本幸裕：JICA植物保護のための

総合防除研修コース講師（平成17-21年度） 
国際協力事業団：杉本幸裕：JICAアグロバイオテク

ノロジー研修コース講師（平成18-21年度） 
 
受賞 
植物科学調節学会奨励賞：水谷正治：アブシジン酸

および植物ステロイドの代謝系に関わるシトク

ロムP450の酵素化学的研究（平成18年度） 
日本農芸化学会論文賞：CYP724B2 and CYP90B3 

Function in the Early C-22 Hydroxylation steps of 
Brassinosteroid Biosynthetic Pathway in Tomato：水

谷正治（平成19年度） 

植物化学調節学会賞：杉本幸裕：根寄生植物と宿主

植物の相互作用に関する生物有機化学的研究

（平成20年度） 
植物化学調節学会優秀ポスター賞：土井智子：根粒

共生がオロバンキの寄生に及ぼす影響（平成21
年度） 

 
学会活動 
植物化学調節学会評議員：杉本幸裕（平成 16-21 年

度） 
植物化学調節学会編集委員：杉本幸裕（平成 16-21

年度） 
日本農芸化学会関西支部評議員：杉本幸裕（平成

16-21年度） 
日本農芸化学会関西支部幹事校代表：杉本幸裕（平

成21年度） 
日本農芸化学会代議員：杉本幸裕（平成20-21年度） 

日本植物細胞分子生物学会評議員：杉本幸裕（平成

18-19年度） 
日本植物細胞分子生物学会大会実行委員（平成19年

度） 
11thIUPAC農薬化学国際会議現地実行委員：杉本幸裕

（平成17-18年度） 
植物化学調節学会第45回大会実行委員長：杉本幸裕 
植物化学調節学会第45回大会実行委員：水谷正治 
植物化学調節学会第45回大会実行委員：山内靖雄

 
特許 
植物根寄生植物の防除方法、浅田雅宣、中辻雅章、

河原有三、杉本幸裕（特許公開2006-119689） 
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動物資源利用化学分野 
 
 食肉の熟成による肉質改善の仕組みの解明と肉質の評価および改良技術の開発を行うことで、消費者の嗜好に

適い健康の維持・増進に寄与する食肉および肉製品の価値向上を目的に研究を進めている。 
 具体的には、（１）熟成中に起こる食肉の硬直解除と軟化機構を、軟らかさに影響する筋原線維構成タンパク質

の経時的変化およびタンパク質間の相互作用変化に着目して追究している。死後の筋細胞で増加するカルシウム

イオンによる筋原線維 A-I 接合部領域のコネクチンとパラトロポミオシンの結合の変化を、大腸菌に発現させた

両組換えタンパク質を用いて詳細に調べている。また食肉の軟化要因である筋原線維小片化と筋原線維Z線近傍

のコネクチンの断片化との関連性を解明するため、同断片に対するモノクローナル抗体を作製して分析に利用す

るとともに、食肉軟化の程度を示す指標として抗体の応用可能性を検討している。（２）牛肉の品質は、脂肪含量

および脂肪交雑、脂肪酸組成などに大きく影響されることから、牛肉の食味品質を左右する要因として構成脂肪

の分析を行っている。（３）種々の要因 (環境ストレス、家畜の体質) で引き起こされる死後筋肉の糖代謝異常

は、肉の品質を著しく低下させる。食肉処理過程における筋肉の細胞状態を理解するため、処置後の筋細胞の経

時的変化を細胞生物学的側面から検討する準備を進めている。また、熟成中に起こる筋原線維の微細構造の変化

を調べる解析方法の開発に取り組み始めた。 

 一方で、ヒトをはじめとする動物を構成する細胞は、様々なシグナルを介して生命を維持している。低分子量

G蛋白質は、細胞内シグナル伝達のON/OFFを調節する分子スイッチとして働き、細胞の多岐に渡る機能を制御し

ている。これまでに低分子量G蛋白質を介したシグナル伝達クロストークの生体内機能の解明を目的として、低

分子量G蛋白質Rac1のマウス骨格筋の糖代謝に関する解析、低分子量G蛋白質の細胞内活性化部位の検出、低分

子量G蛋白質Rap1 の活性を調節する活性化因子(RA-GEF-1)の遺伝子発現解析を行ってきた。現在、RA-GEF-1 遺

伝子を皮膚特異的に欠損したコンデショナルノックマウスを作成し、Rap1の表皮での機能について解析を進めて

いる。

  

1. 公表学術論文

著書 
岡山高秀 (2005)分担：第５章 生産・加工方法の鑑

別・鑑定, 第２節 食肉製品の製造方法,太田ら

編集｢食品鑑定技術ハンドブック｣, pp.148-156,  
(株)サイエンスフォーラム, 東京． 

岡山高秀(2005)分担：食肉の利用学, Ⅶ.食肉および

食肉製品の保蔵技術と安全管理, 14講（２）保蔵

技術, 15 講(4) 食肉のトレーサビリティ,  阿

久澤ら編著｢乳肉卵の機能と利用｣, pp.250 253, 
255-257, (株) アイ・ケイコーポレーション, 東

京． 
山之上 稔（2006）分担：2.3 食肉成分のサイエン

ス、「最新畜産物利用学」pp.110-122, 朝倉書店、

東京. 
 

 
原著論文

Kato N., Iwanaga S., Okayama T., Isawa H., Yuda M., and 
Chinzei Y. (2005)  : Identification and 
characterization of  the plasma kallikrein-kinin 
system inhibitor, haemaphysalin, from hard tick, 
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(2009): Analysis of fatty acid composition of Black 
Wagyu beeg by GCand FTIR, 日本食品工学会第

10回年次大会講演要旨集 1C03, p35 
仲井歌央理、豊田淨彦、井原一高、山之上稔(2009): 黒

毛和牛の牛肉脂肪分布と電気特性に関係する研

究, 日本食品工学会第10回年次大会講演要旨集 
1C04, p36 

Toyoda, K., Yamanoue, M., Ihara, I., Hu, X., Yoshida, K., 
Nakai, K. (2009): Evaluation of fatty acid profile of 
Wagyu beef by ATR-FTIR spectroscopy, CIGR 5th 
International Technical Symposium on Food 
Processing, Monitoring Technology in Bioprocesses 
and Food Quality Management, Book of Abstracts, 
p.55 

胡暁苹、豊田淨彦、井原一高、山之上 稔 (2009): 牛
肉脂質の脂肪酸組成とその非破壊測定、農業環

境工学関連学会2009合同大会要旨集p. J44 
豊田淨彦、仲井歌央理、井原一高、山之上 稔 (2009): 

黒毛和牛

枝肉の電気特性とその有限要素モデルの構築、農業

環境工学関連学会2009合同大会要旨集p. J84 
吉岡幹記、豊田淨彦、井原一高、山之上 稔 (2009): 肉

牛の生体電気インピーダンス解析、農業環境工

学関連学会2009合同大会要旨集p. J85 
寺島 俊雄・Bilasy SE・佐藤 孝哉・上田 修司・Wei Ping 

金村 星余・饗場 篤・片岡 徹 (2009):  背側終脳

特異的 RA-GEF-1 ノックアウトマウスは大脳皮

質ヘテロとピアと交連線維系の欠損を示す 第
32回日本神経科学大会 演題番号P1-e35  

塩山 奈都子・上田 修司・山之上 稔 (2009):  鶏筋

原線維Z 線領域の抗コネクチンモノクローナル

抗体のエピトープ決定 第111回日本畜産学会大

会要旨集 p.87   
金村 星余・佐藤 孝哉・上田 修司・Bilasy SE・平島 正

則・片岡 徹 (2009):  マウス胎性期の血管形成

における RA-GEF-1 の機能解析 第 81 回日本生

化学会大会 演題番号2P-746   
青木 卓司・上田 修司・片岡 徹・佐藤 孝哉 (2009):  

グアニンヌクレオチド交換因子 ARHGEF10 に

よるGTP結合蛋白質RhoAを介する中心帯複製

の制御  第 32 回日本分子生物学会年会 演題番

号2P-0437 

その他の学術講演 
山之上 稔 (2005): 牛肉のおいしさとその要因 —  

構造および化学成分、神戸大学農学部公開講座 
山之上 稔 (2008): 牛肉の軟らかさと熟成中に起こ

る筋原線維の変化、第58回関西畜産学会大会シン

ポジウム要旨集p.13-14 
山之上 稔 (2009): 第6回食品加工技術ワークショッ

http://wrs.search.yahoo.co.jp/S=2114736003/K=%E5%88%86%E5%AD%90%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%AD%A6%E4%BC%9A/v=2/SID=w/l=WS1/R=3/IPC=jp/H=0/;_ylt=A8vY5m71XYtHR10AoMaDTwx.;_ylu=X3oDMTB2M3MzdmZoBGNvbG8DdwRsA1dTMQRwb3MDMwRzZWMDc3IEdnRpZAM-/SIG=11ksi72pv/EXP=1200402293/*-http%3A/www.aeplan.co.jp/bmb2007/
http://wrs.search.yahoo.co.jp/S=2114736003/K=%E5%88%86%E5%AD%90%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%AD%A6%E4%BC%9A/v=2/SID=w/l=WS1/R=3/IPC=jp/H=0/;_ylt=A8vY5m71XYtHR10AoMaDTwx.;_ylu=X3oDMTB2M3MzdmZoBGNvbG8DdwRsA1dTMQRwb3MDMwRzZWMDc3IEdnRpZAM-/SIG=11ksi72pv/EXP=1200402293/*-http%3A/www.aeplan.co.jp/bmb2007/
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プ、食肉の生産、加工、消費に関する最近の話題 
山之上 稔 (2009): 牛肉のおいしさ、熟成による発

現、農業機械学会2009年度シンポジウム フード

テクノロジーフォーラム 
山之上 稔 (2009): 牛肉の脂肪由来のおいしさと脂

肪酸変化に関する研究、第14回うま味研究助成成

果発表会 
山之上 稔 (2009): 食肉熟成度の客観的評価法の開

発、第4回（大阪・兵庫・和歌山地区）非公開型

科学技術情報交換会 

 

 

 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 

博士（平成17年3月） 
加藤紀子：Haemaphysalis longicornis唾液腺由来カリ

クレイン-キニンシステム阻害剤-Haemaphysalin-
に関する研究 

唾液腺由来トロンビンインヒビターの構造機能動物

由来生理活性物質の探索・同定 
久保貴司：熟成に伴う食肉タンパク質変化の解析に

関する研究 
 
修士(平成17年3月) 
柳橋和幸：カズキダニ(Orinithodoros moubata)唾液腺

由来 cDNAの大量解析及び新規活性物質の検索 
松田 直：鶏筋原線維A-I接合部におけるコネクチン

‐パラトロポミオシン間相互作用の解明 
修士(平成18年3月) 
清水美由紀：カズキダニ(Omithodoros moubata)唾液腺

由来新規補体物質の精製及び同定 
松居優美：カズキダニ(Omithodoros moubata)唾液腺由

来血液凝固阻害物質の精製及び機能解析 
吉村悦美：パルマハムの赤色色素亜鉛プロトポルフ

ィリンⅨ生成促進成分の検索 
森澤直子：鶏筋原線維からのコネクチン 400-kDa 断

片の新規精製法に関する研究 
徐 麗紅：中国と日本における牛肉肉質規格の比較 
松永賢一：熟成に伴い鶏肉筋漿中に増加するコネク

チン断片に関する研究 
修士(平成19年3月) 
阿部伸太郎:マウス由来 3T3-L1 脂肪細胞を用いたリ

ポプロテインの取り込みと抑制に関する研究 
修士(平成20年3月) 
市川貴志：鶏サルコメア A-I 接合部の組換えコネク

チンドメインとパラトロポミオシンの結合に関

する研究 
大西一政：食肉の熟成に伴い筋漿中に増加するコネ

クチン断片に対するモノクローナル抗体作製及

びその特性 

修士(平成21年3月) 
清水大輔：牛肉脂肪の熟成による変化に関する研究 
柳淳：ブタ血液由来抗変異原物質の検索 

 
 

4．その他の学術研究活動

研究助成金 
奨学寄附金：うま味研究会：岡山高秀：牛肉の熟成

過程における各種呈味物質に対するテイストマ

ップ (味の地図)の作成: 平成15-16年 
奨学寄附金：伊藤ハム(株)：岡山高秀：研究助成のた

め：平成16年 
科学研究費：基盤研究B:豊田浄彦代表・岡山高秀分

担：電気インピーダンス・トモグラフィによる

農産食品の異物検出法の開発：16-17年 
奨学寄附金： (株)アルコエコ：岡山高秀：研究助成

のため：平成17年 
奨学寄附金:伊藤ハム(株): 岡山高秀：食肉に対する抗

酸化剤の影響: 平成17年 
奨学寄附金：(株)トーホー：岡山高秀：鮮度保持に関

する研究: 平成18年 
奨学寄附金:伊藤ハム(株):岡山高秀：食肉製品の発色

に関する研究 : 平成18年 
奨学寄附金：(株)トーホー：岡山高秀：鮮度保持に関

する研究(継続): 平成19年 
奨学寄附金:伊藤ハム(株):岡山高秀：食肉製品の発色

に関する研究 (継続): 平成19年 
奨学寄附金:伊藤ハム(株):岡山高秀：スライスロ－ス

トビーフの退色防止に関する研究 (継続): 平
成20年 

伊藤記念財団研究助成、山之上 稔（代表）:食肉軟化を

誘起するパラトロポミオシン結合ドメインの微生

物発現（H16） 
萌芽研究 （継続）、山之上 稔（代表）: 機能性食

肉タンパク質・ペプチドの微生物大量発現系の

構築（H16） 
受託研究、山之上 稔（代表）：(財)新産業創造研究
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機構、モノクローナル抗体を利用する食肉熟成

度評価法の開発（19年度イノベーションセンタ

ー インキュベート事業）(H19) 
基盤研究(B)、豊田淨彦（代表）、山之上 稔（分担）：

肉牛資源の戦略的価値形成のための非破壊牛肉

品質評価システムの開発 (H19) 
受託研究、山之上 稔（代表）：科学技術振興機構、

モノクローナル抗体を利用する食肉熟成度評価

法の開発 (H.20) 
基盤研究(B)、豊田淨彦（代表）、山之上 稔（分担）：

肉牛資源の戦略的価値形成のための非破壊牛肉

品質評価システムの開発（継続） (H20) 
奨学寄附金、山之上 稔、高松市食肉加工株式会社、

動物資源利用化学の学術研究助成 (H20) 
若手研究(B) 上田修司: インスリンシグナル伝達にお

ける低分子量GTP結合蛋白質の機能解析 (H17、
H18) 

特定領域研究 上田修司(代表)： 低分子量GTPaseの活

性化動態の定量解析技術の開発と医学への応用 
(H18) 

神戸大学 COEプログラム 若手研究者自発的研究活動

経費 上田修司(代表): 骨格筋特異的なrac1遺伝子

を欠損したマウスの作製と解析 (H17)                              
神戸大学 COEプログラム 若手研究者自発的研究活動

経費 上田修司(代表) : 骨格筋のGLUT4の細胞膜移

行におけるRac1の機能解析(H19)    
基盤研究(B) 佐藤孝哉（代表）、上田修司(分担)： Ras、

RhoファミリーGTPaseの細胞内部位特異的な活

性化の解析とその応用 (H17-18) 
特定領域研究 佐藤孝哉（代表）、上田修司(分担)： 

GTP結合型低分子量GTPaseの細胞内局在の網羅

的解析 (H21) 
基盤研究(C)、山之上 稔（代表）、食肉軟化に関わる

コネクチンドメインの微生物発現と精製、および

機能」（H21） 
うま味研究助成、山之上 稔（代表）牛肉の脂肪由来

のおいしさと脂肪酸変化に関する研究（H21-22） 
奨学寄附金：山之上 稔、但馬牛増頭推進協議会、動

物資源利用化学奨学寄附金（H21） 
奨学寄附金：山之上 稔、デーケー企画、動物資源利

用化学学術研究助成（H21） 

 
学外研究機関との共同研究 
伊藤ハム（株）中央研究所:岡山高秀:スライスロース

トビーフの退色防止に関する研究 
北海道大学大学院農学研究院食肉科学研究室：山之

上 稔：パラトロポミオシンに関する研究 
 
国際交流 
平成17-18年：日中拠点大学交流事業（日本学術振興

会）：山之上 稔 
 

 
受賞 
優秀発表賞：塩山奈都子、第58回関西畜産学会大会 

(2008) 

 
 

 
学会活動 
平成元年～現在：日本食肉研究会・評議員：岡山高

秀 
平成11年～現在: 日本農芸化学会関西支部・評議員:

岡山高秀 
平成 17-21 年：日本畜産学会・機関誌編集委員会委

員：岡山高秀 
平成 19-20 年：日本畜産学会関西支部・代議員：岡

山高秀 
平成19-21年：日本畜産学会・代議員：岡山高秀 
平成13年-現在:日本食肉研究会編集幹事：山之上 稔 
平成15-17年：日本農芸化学会代議員：山之上 稔 
平成20年-現在:日本ICMJ実行委員：山之上 稔 
平成21年-現在:日本食肉研究会常任幹事：山之上 稔 
 

 
社会活動 
平成 16 年-現在：経済産業省：地域技術開発事業に

係わる事前評価委員：岡山高秀 
平成 20 年-現在： JST 地域ニーズ即応型査読評価委

員、山之上 稔 
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微生物機能化学分野 
 
微生物機能化学教育研究分野では、有用機能を持つ微生物を探索しつつ、その有用機能を担う酵素群とその遺

伝子の特徴や制御を解明し、さらにそれを物質生産や環境浄化に応用すべく研究を進めています。平成 21 年 4
月以来空席であった教授職に同年12月1日より吉田健一が着任し心機一転新たな体制での研究室運営がスタート

しました。この新体制発足時の構成メンバーは、吉田健一教授と竹中慎治准教授、鈴木宏和特命助教、博士後期

課程学生1名（学術振興会特別研究員を兼ねる）、博士前期課程学生14名、学部4年生7名、以上合計25名です。 
 

吉田 健一研究内容： 枯草菌を代表とするバチルス属細菌および種々の根粒菌のゲノム情報を基に未知遺伝子の

機能同定を通じて新規代謝経路や制御機構を解明し、さらにその応用を手がけるという基礎から応用までを広く

カバーする研究を展開しています。特に、バクテリア型イノシトール分解系の全貌解明とその応用については、

当該分野の第一人者として国際的に認知されています。有用希少イノシトール類の開発に関しては、自然科学系

先端融合研究環「ヘルスバイオサイエンス」チームに所属し，他の教育研究分野との連携に積極的に取り組んでいます。さら

に最近は、文部科学省振興調整費「バイオプロダクション次世代農工連携拠点」プロジェクトのコアメンバーと

して農工連携ならびに産学連携を積極的に推進しています。 
 
竹中 慎治研究内容： 自然界における微生物の働きとして、物質循環における分解者としての役割が挙げられま

す。そこで、環境保全や浄化を最終目標として含窒素無機・有機化合物の代謝に関与する微生物を検索し、分解

特性や代謝酵素系の特性解析およびを行っています。また、特性解析の過程で見出した特異な酵素反応機構をヒ

ントに微生物による物質変換へ応用も試みています。さらに、微生物由来の加水分解酵素を中心に未利用資源の

活用や産業用酵素を得るために、特異な微生物酵素の検索と特性解析を行っています。 
 
鈴木 宏和研究内容： 文部科学省振興調整費「バイオプロダクション次世代農工連携拠点」特命助教としてプロ

ジェクト推進を支える基礎研究を担当しています。好温バチルスの遺伝学解析ツール開発とあわせて、有用耐熱

酵素遺伝子の探索と改良を手がけるなど、その他にもいくつかのサブテーマを並行して推進し、先端技術イノベ

ーションに向けて農工連携研究若手メンバーの要として活躍中です。 
 
 
1. 公表学術論文 

著書 
Yoshida, K., (2007):A holistic view of inositol catabolism 

in Bacillus subtilis, Global Regulatory Networks in 
Bacillus subtilis, Transworld Research Network, pp. 
75-90. 

吉田健一 (2008): 根粒菌の宿主植物への感染と増殖，

「微生物増殖学の現在・未来」，福井作蔵，秦野

琢之 編・監修，地人書館，pp. 254-264. 

Yap, A., Nishiumi, S., Yoshida, K., and Ashida, H. (2008): 
Inositol derivatives stimulate glucose transport in 
muscle cells, in “Animal Cell Technology: Basic & 
Applied Aspects, Vol. 15, Eds. by, Koji Ikura, Masaya 
Nagao, Akira Ichikawa, Kiichiro Teruya and Sanetaka 
Shirahata, Springer, pp. 225-231. 

 
 
 
原著論文

Yoshida, K., Yamaguchi, M., Ikeda, H., Omae, K., 
Tsurusaki, K., and Fujita, Y. (2004): The fifth gene of 
the iol operon of Bacillus subtilis, iolE, encodes 
2-keto-myo-inositol dehydratase. Microbiology, 
150(3), pp. 571-580.  

Yoshida, K., Ohki, Y., Murata, M., Kinehara, M., 
Matsuoka, H., Satomura, T., Ohki, Kumano, M., 
Yamane, K., and Fujita, Y. (2004): Bacillus subtilis 

LmrA is a repressor of the lmrAB and yxaGH 
Operons; Identification of its binding site, and 
Functional Analysis of lmrB and yxaGH. Journal of 
Bacteriology, 186(17), pp. 5640-5648. 

 
+K., and Fujita, Y. (2004): Negative transcriptional 

regulation of the ilv-leu operon for biosynthesis of 
branched-chain amino acids through the Bacillus 
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subtilis global regulator TnrA.  Journal of 
Bacteriology, 186(23), pp. 7971-7979. 

Orii, C., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. (2004): 
A novel coupled enzyme assay reveals an enzyme 
responsible for the deamination of a chemically 
unstable intermediate in the metabolic pathway of 
4-amino-3-hydroxybenzoic acid in Bordetella sp. 
strain 10d. Eur. J. Biochem., 271, pp. 3248-3254. 

Matsumura, E., Ooi, S., Murakami, S., Takenaka, S., and 
Aoki, K. (2004): Constitutive synthesis, purification, 
and characterization of catechol 1,2-dioxygenase 
from the aniline-assimilating bacterium Rhodococcus 
sp. AN-22. J. Biosci. Booeng., 98, pp. 71-96. 

Fukuda, I., Sakane, I., Nishiumi, S., Shirasugi, S., 
Sawamura, S., Kanazawa, K., Yoshida, K., and 
Ashida, H. (2005) Tea has the potential to reduce the 
dioxin risk. In Proceedings of 2004 International 
Conference on O-CHA (tea) Culture and Science, 
The Organizing Comittie of ICOS, 594-595.  

Kubo, M., Sakane, I., Sawamura, S., Yoshida, K., and 
Ashida, H. (2005) Black tea (Camellia sinensis) 
suppresses hyperglycemia in STZ- induced diabetic 
rats. In Proceedings of 2004 International Conference 
on O-CHA (tea) Culture and Science, The Organizing 
Comittie of ICOS, 561-562. 

Aoki, Y., Hashimoto, T., Yoshida, K., and Ashida, H. 
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bacteria and yeasts. 11th International Symposium on 
Microbial Ecology. August 17-22, Cairns, Australia. 
Abstracts p. 170. 

K. Aoki and S. Takenaka (2008): Bioconversion into 
useful compounds with the discovery of novel 
enzyme and gene systems. The third International 
Meeting on Environmental Biotechnology and Engineering, 
September 21-25, Palma, Spain. Abstracts, p. 70. 

Aoki, Kenji; Murakami, Shuichiro; and Takenaka, Shinji 
(2008): Analysis and application of the inducible and 
constitutive expressions of catabolic genes 
participating in the degradation of organic chemical 
pollutants. 1st International Society Biotechnology 
Conference, December 28-30, Majitar, India. 
Abstracts, p. 148 

吉田健一、大豆に含まれるピニトールの有効活用を
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目指して、2009年1月31日、SNIJ第3回学術

集会、講演要旨集 p. 4、（独）国立健康・栄養研

究所、東京

（http://www.snij.jp/xoops/modules/tinyd3/index.ph
p?id=6） 

Ken-ichi Yoshida, Promising applications of inositol 
catabolism in Bacillus subtilis. The first international 
symposium of innovative bioproduction Kobe 
(iBioK). 9th, March 2009, Abstract book p. 14-17、神
戸国際会議場、神戸 

吉田健一、熊田祐士、芦田均、枯草菌をモデルとし

た新規抗菌薬剤の作用メカニズム解析3月6～8
日、第3回日本ゲノム微生物学会年会．中央大

学、東京 
熊田 祐士、後藤 英之、芦田 均、吉田 健一、2’,3’,4’

-Trihydroxy-2-phenylacetophenone類のグラム陽

性菌への選択的抗菌作用、3月29日、日本農芸

化学会2009年度大会、大会講演要旨集p.253、
福岡国際会議場、福岡 

森永 哲郎、芦田 均、吉田 健一、枯草菌による

scyllo-inositolバイオコンバージョン生産、3月
29日、日本農芸化学会2009年度大会、大会講

演要旨集p.253、福岡国際会議場、福岡 
加田 茂樹、大岩 好、石川 篤志、加賀 孝之、芦田 均、

吉田 健一、納豆発酵におけるγ-PGA生産に重

要な役割を果たす納豆菌菌体外プロテアーゼの

解析、3月29日、日本農芸化学会2009年度大

会、大会講演要旨集p.253、福岡国際会議場、福

岡 
三本木 あずさ、松瀬 貴嗣、森永 哲郎、鈴木 宏和、

芦田 均、吉田 健一、Geobacillus kaustophilusの
イノシトール資化不全変異株取得、3 月 29 日、

日本農芸化学会2009年度大会、大会講演要旨集

p.253、福岡国際会議場、福岡 
Tetsuro Morinaga, Hitoshi Ashida, and Ken-ichi Yoshida, 

scyllo-Inositol metabolism in Bacillus subtilis. 
BACELL2009, Abstract Book p. 22, April 21-22, 
2009, Copenhagen, Denmark. 

Ken-ichi Yoshida, Yuji Kumada, and Hitoshi Ashida, 
2’,3’,4’-Trihydroxy-2-phenylacetophenone 
derivatives, a novel and potent class of 
anti-Gram-positive antibacterial agents. 5th 
International Conference on Gram-positive 
Microorganisms, Abstract book T48, June 14-18, 
2009, Catamaran Resort Hotel and Spa, San Diego, 
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Tetsuro Morinaga, Hitoshi Ashida, and Ken-ichi Yoshida, 
A bioconversion process to produce scyllo-inositol, a 

promising drug candidate for Alzheimer's disease. 5th 
International Conference on Gram-positive 
Microorganisms, Abstract book P58, June 14-18, 
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加田茂樹，伊藤治美，大岩好，石川篤志，加賀孝之，

芦田均，吉田健一、納豆発酵におけるγ-PGA 生
産に重要な役割を果たす菌体外プロテアーゼの

解析/Poly-γ-glutamate production during natto 
fermentation requires the functional extracellular 
alkaline protease AprE、2009年度グラム陽性細菌

ゲノム機能会議、 Programme and Abstracts p. 14, 
2009年9月4－5日、神戸市立神戸セミナーハ

ウス、神戸 
森永哲郎、芦田均、吉田健一、枯草菌を用いたバイ

オコンバージョンによる scyllo-inositol 生産/ A 
bioconversion process to produce scyllo-inositol, a 
promising drug candidate for Alzheimer's disease、
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Programme and Abstracts p. 22, 2009年9月4－5
日、神戸市立神戸セミナーハウス、神戸 

三本木あずさ、松瀬 貴嗣、森永 哲郎、鈴木 宏和、

芦田 均、吉田 健一、Geobacillus kaustophilusの
3 種のイノシトール脱水素酵素をコードするオ

ペロン/ Three functional inositol dehydrogenase 
paralogs encoded by a single operon of Geobacillus 
kaustophilus HTA426、2009年度グラム陽性細菌

ゲノム機能会議、 Programme and Abstracts p. 23, 
2009年9月4－5日、神戸市立神戸セミナーハ

ウス、神戸 
吉田健一、有用遺伝子資源の探索：枯草菌イノシト

ール分解系の逆遺伝学とその応用、生化学若い

研究者の会・京都支部「秋のセミナー」、講演２、

11月28日、京大会館、京都

（http://www.seikawakate.org/content/view/30/54/） 
吉田健一、Dang Thuy Nhung、三本木あずさ、吉田 正、

芦田 均、ダイズ由来ピニトールの血糖値降下作

用と肥満抑制、日本農芸化学開関西支部第462
回講演会、講演要旨集 p. 11. 12月5日、神戸大

学、神戸 
三本木あずさ、松瀬 貴嗣、森永 哲郎、鈴木 宏和、

芦田 均、吉田 健一．Geobacillus kaustophilus 
HTA426の3種のイノシトール脱水素酵素をコ

ードするオペロン、第32回日本分子生物学会年

会、プログラム集p.330．12月9日－12日、パ

シフィコ横浜、横浜 
森永 哲郎、芦田 均、吉田 健一、枯草菌の

scyllo-inositol脱水素酵素遺伝子とその転写調節
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因子の同定、第32回日本分子生物学会年会、プ

ログラム集p.330．12月9日－12日、パシフィ

コ横浜、横浜 
松瀬 貴嗣、森永 哲郎、芦田 均、吉田 健一．枯草

菌転写因子DegUによるグルタミン酸脱水素酵

素遺伝子 rocGの転写制御、第32回日本分子生

物学会年会、プログラム集p.466．12月9日－

12日、パシフィコ横浜、横浜吉田 亘孝、竹中 慎
治、村上 周一郎、青木 健次 (2009): Bacillus 
subtilis由来2種の耐塩性菌体外プロテアーゼ遺

伝子のクローニングと解析、日本農芸化学会

2009年度大会講演要旨集、p.188. 
上田 学、川崎 健吾、山本 憲朗、室崎 伸二、福田 伊

津子、吉田 健一、芦田 均、ヨモギ抽出物によ

るGLUT4膜移行促進作用機構の解明、2009年
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会講演要旨集p.234. 
布施 直也、上田 学、福田 伊津子、吉田 健一、水

品 善之、吉田 弘美、芦田 均、L6筋管細胞に

おけるアシルカテキンによるインスリン応答性

糖輸送担体(GLUT4)の細胞膜移行促進効果、

2009年3月29日、日本農芸化学会2009年度大
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上田 学、澤田 圭介、柏田 大輔、福田 伊津子、

吉田 健一、芦田 均、筋肉組織における糖輸

送担体GLUT4の細胞膜移行に及ぼすプロポリ

ス抽出物の影響について、日本食品化科学工学

会、第56 回大会要旨集p.131. 9 月 10 日-12 日、

名城大学（名古屋） 
上田 学、布施 直也、水品 善之、吉田 弘美、

福田 伊津子、吉田 健一、芦田 均．筋肉細胞

におけるアシル化カテキンによるGLUT4膜移

行促進効果とその作用機構について、第14回日

本フードファクター学会、講演要旨集 p.81. 11
月15日－17日、神戸大学（神戸） 

Manabu Ueda, Kyuichi Kawabata, itsuko Fukuda, 

Ken-ichi Yoshida, Hitoshi Ashida. 
Epigallocatechin-3-gallate regulate glucose 
metabolism in skeletal muscle cells. The 4th 
International Conference on Polyphenols and Health, 
Harrogate International Centre, Yorkshire, England, 
December 7th-11th 2009. 
http://www.polyphenolsandhealth.org.uk/default.htm 

山岡 正幸、竹中 慎治、村上 周一郎、青木 健次 
(2009):トランスポゾン変異株による芳香族化合

物のカテコール類への変換（第3報）Ralstonia sp. 
Ba-0323由来低活性型カテコール1,2-ジオキシ

ゲナーゼ遺伝子のクローニングと解析、日本農

芸化学会2009年度大会講演要旨集、p.125. 
芦野 可奈、竹中 慎治、青木 健次 (2009): 硝酸アン

モニウム排水の微生物処理（第14報）微好気条

件下でNH4
+およびNO3¯を効率的に除去する微

生物の培養特性の解析、日本農芸化学会2009年
度大会講演要旨集、p.164. 

佐田 尚子、竹中 慎治、青木 健次 (2009): 第四級ア

ンモニウム塩の微生物分解（第4報）

Pseudomonas sp. R-2-2における

n-decyltrimethylammonium chlorideの分解特性、

日本農芸化学会2009年度大会講演要旨集、

p.124. 
竹中 慎治、佐藤 朋美、青木 健次 (2009): アニリン

誘導体の微生物代謝（第39報）Bordetella sp. 10d
株由来2-アミノ-5-カルボキシムコン酸 6-セミ

アルデヒド デアミナーゼ遺伝子の解析および

大腸菌での発現、日本農芸化学会2009年度大会

講演要旨集、p.125. 
周琦、竹中 慎治、村上 周一郎、青木 健次 (2009): 硝

酸アンモニウム排水の微生物処理（第15報）酸

性条件下でNH4
+およびNO3̄ を効率的に除去す

る微生物の分離・同定および培養特性、日本農

芸化学会2009年度大会講演要旨集、p.164. 
 

 
その他の学術講演

吉田健一 (2004): 奈良先端大Bio-COEセミナー「逆

遺伝学的アプローチによる枯草菌イノシトール

分解系の解明」 
吉田健一 (2004):第２回情報生命学研究交流会「枯草

菌機能未知HTH制御因子のレギュロン解析」 
森永哲郎, 吉田健一 (2004): 枯草菌のグルタミン依

存性アスパラギン合成酵素パラログの発現制御

と機能の解析, 岡山・島根・鳥取大学交流会 
吉田健一 (2004): 枯草菌のイノシトール分解系の全

貌解明とその応用, はりま産学交流会・拡大一

日神戸大学神戸大学の知的資産の競演,あなた

が選ぶ！！シーズコンペ！！ 
吉田健一 (2004): 納豆菌（枯草菌）のイノシトール

分解系の全貌解明, 第 1 回機能性食品開発研究

会, 11月25日, 大阪商工会議所. 
芦田均, 吉田健一, 福田伊津子, 木根原匡希, 久保麻

友子, 西海信, 青木由葵子, 向井理恵 (2004): 
「神戸大学農学部生物機能化学科生物機能開発

化学教育研究分野」近畿地域アグリビジネス創

出フェア出展 
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吉田健一, (2004): Reverse genetics of myo-inositol 
catabolism in bacteria,奈良女子大学理学部外来セ

ミナー 
青木健次：微生物による窒素化合物の処理−アンモニ

アおよび硝酸の同時除去技術、一日神戸大学（尼

崎産学公ネットワーク協議会との共催）、2004
年12月、尼崎 

青木健次：「窒素化合物の分解と脱窒処理」、環境・

エネルギー総合イベント、大阪 
吉田健一(2005): 兵庫工業会講演会「枯草菌ゲノム情

報に基づくイノシトール代謝系の解明とその応

用」 
吉田健一(2005): ミズーリー大 Krishnan 研での講演

会「Progress in the NodD project: current status, June 
2005」 

吉田健一(2005): 第 2 回トレーサビリティー研究会

「バクテリア型イノシトール分解系の全貌解明

～未知代謝経路を”トレース”する逆遺伝学的

手法のポテンシャル～」 
吉田健一・芦田均(2005): 神戸大学フォーラムにポス

ター出展ならびに支援要員 
青木健次：「実用酵素の微生物生産、新規機能を持つ

酵素の検索」、（財）大阪産業創造館、「わいわい

がやがやバイオコロニー」、2005年3月、大阪 
青木健次：「微生物による環境浄化と生物変換」、JBA

一日神戸大学「未来へのバイオ技術」、2005 年

11月、東京 
青木健次：「微生物による窒素化合物の処理−アンモ

ニアおよび硝酸塩の同時除去技術の開発」、産学

連携共創フェア２００５、2005年11月、堺 
竹中慎治：「Purification of enzymes involved in 

2-aminophenol derivatives in bacteria」、JSPS-NRCT 
joint research program、2005年6月、タイ（チェ

ンマイ） 
吉田健一(2006):：未来型バイオプロスペクティング

講演，「有用遺伝子資源の探索：枯草菌イノシト

ール分解系の逆遺伝学とその応用」つくば 
吉田健一(2006):： (財)バイオインダストリー協会，

平成18年度発酵と代謝研究「糖尿病治療薬とし

て有望なイノシトール異性体のバイオコンバー

ジョンによる生産」 
吉田健一(2006)：兵庫工業会バイオサイエンス研究会 

第 67 回定例会「イノシトール類は糖尿病に効

く？」 
吉田健一(2006)：第 59 回神戸バイオサイエンス研究

会「インスリン様作用を持つイノシトール類」 

吉田健一(2006)：さかい産学連携共創フェア「バクテ

リア型イノシトール分解系の解明と応用」 
青木健次：「微生物を使って環境をきれいにし、有用

な物質を生産する」、第一回農芸化学出前講義、

2006年3月、伊丹 
竹中慎治：「Degradation of Aromatic and Nitrogenous 

Compounds by Thermotolerant Microorganisms」、
2006年6月、タイ（チェンマイ） 

村上周一郎：「微生物のすばらしい能力－暮らしに役立

つ有用酵素を生産する」、第二回農芸化学出前講

義、2006年12月、加古川 
吉田健一(2007)：神戸大学東京フェア「バクテリア型

イノシトール分解系の応用」東京 
吉田健一(2007)：平成 19 年度神戸大学大学院農学研

究科公開講座，大学発ヘルスバイオサイエンス，

「ピニトール納豆できました。」神戸 
青木健次：「微生物を使って環境をきれいにし、有用

な物質を生産する」、第三回農芸化学出前講義、

2007年3月、伊丹 
竹中慎治：「微生物による無機・有機窒素化合物の代

謝」、（社）兵庫工業会、2007年6月、兵庫 
青木健次：「微生物による窒素化合物の処理−アンモ

ニアおよび硝酸塩の同時除去技術の開発」、一日

神戸大学「はりま産学交流会」、2007 年 6 月、

姫路 
吉田健一(2008): 先端膜工学研究推進機構秋季講演

会，「バイオフィルム」膜工学サロン講演，神戸

大学 
吉田健一：  Reverse genetics of Bacillus subtilis: 

Characterization and application of inositol 
catabolism, 22nd June 2009, Department of 
Biological Sciences, Wayne State University, Detroit, 
MI, USA. 

吉田健一：枯草菌ゲノム機能解析とその応用, 12月3
日、三井化学株式会社 

吉田健一：枯草菌ゲノム機能解析とその応用, 12 月

18日、鹿児島大学 
吉田健一：講演会主催：The 5th international iBioK 

workshop, 主催：神戸大学「バイオプロダクショ

ン次世代農工連携拠点」事業、2009年9月3日、

神戸大学農学研究科C101教室 
吉田健一：講演会主催：2009年度グラム陽性細菌ゲ

ノム機能会議, 主催：文部科学省ナショナルバ

イオリソースプロジェクト、2009 年 9 月 4－5
日、神戸市立神戸セミナーハウス（神戸）
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3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 
・博士 
松村栄太郎：アニリン資化性菌Rhodococcus sp. AN-22 

株の有する構成および誘導酵素系とその遺伝子

の特性解析, 2004年９月 
古川恵司：清酒醪におけるイノシトールの成因と酵

母の香気生成能およびエタノール耐性の促進に

関する研究、2005年3月 
Endang Setyorini: Halotolerant Proteases from Bacillus 

subtilis strain FP-133: Purification, Characterization, 
and Application、2006年3月 

折居千賀：アニリン誘導体の微生物代謝：4-アミノ

-3-ヒドロキシ安息香酸の微生物代謝、2006年3
月 

周琦、微生物によるアンモニウムおよび硝酸塩の効

率的除去に関する研究、2007年3月 
Mulyono、Microbial metabolism of aniline derivatives: 

biotransformation of phenylenediamines by Bacillus 
cereus、2007年3月 

長崎兼治 微生物の生産するメラニン脱色酵素

とその遺伝子の特性解析, 2008年 9月 
袁清珠 キシロオリゴ糖の微生物生産と関与す

る酵素群の精製および特性解析, 2008年9
月 

鄭 敏義 Pseudomonas aeruginosa strain ME-4 の生

産する卵殻膜分解酵素の精製および特性解

析,2009年3月 
金子 修至 酸化酵素に関する研究―ブタ白血球由

来アラキドン酸 5-リポキシゲナーゼおよびカ

ビ由来菌体外ラッカーゼ 
 

 
・修士 
長崎 兼治：微生物の生産する酸化酵素に関する研究 
原 国芳：メラニン分解酵素の酵素化学的性質、2005

年3月 
青木 俊介：微生物を用いた卵殻膜の有効利用に関す

る研究、2006年3月 
伊庭 壮一：L-リジン脱アミノ酵素の精製と特性解析、

2006年3月 
梅崎 淳：Bacillus halodurans MS-2-5由来アルカリ性

耐熱性アミラーゼ遺伝子のクローニング、2006
年3月 

平 和也：Pseudomonas fluorescens 7-6における第四級

アンモニウム塩の代謝・酵素系の解析、2006年
3月 

高田 晶子：4-アミノフェノール資化性菌

Burkholderia sp. AK-5由来2-ヒドロキシ-1,4-ベン

ゾキノン還元酵素の精製」と特性解析、2006年
3月 

Emma Niba、Identification and characterization of genes 
involved in biofirm formation in Escherichia coli and 
their relation to outer membrane biogenesis、 2007
年3月 

栗田直人、Paracoccus denitrificansによる共存無機窒

素化合物の効率的処理に関する研究、2007年3
月 

岩崎 志保：微生物によるセレンの還元に関する研究、

2008年3月 

佐藤 朋美：Bordetella sp. 10dの生産する2-アミノ-
カルボキシムコン酸 6-セミアルデヒドデア

ミナーゼおよび同遺伝子の解析、2008年3月 
高橋 由佳：微生物酵素によるアミン類からアセト

アミド類への変換、2008年3月 
長岡 彩：3-アミノ-4-ヒドロキシ安息香酸分解菌の

分離とその代謝酵素系の解析、2008年3月 
西本 遼：組換え大腸菌由来アルカリ性耐熱性アミ

ラーゼの精製と特性解析、2008年3月 
松原 さやか：かつお節の脱色に関与する新規賛成

プロテアーゼ、2008年3月 
芦野 可奈：微好気条件下で硝酸アンモニウムを効

率的に除去する菌株の培養と培養特性の解析 
大橋 篤：Geotrichum属菌株由来多糖類に関する研

究 
越谷 淳：4-アミノフェノール代謝に関与する酵素

系および遺伝子群の特性解析 
長瀬 恵：アニリン資化性菌Rhodococcus 

erythropolis AN-13株におけるアニリン代謝特

性 
服部 勇紀：キシロースを基質とするエタノール生

産菌の分離と培養条件の検討 
峯岸 あゆみ：4-アミノピリジンの微生物代謝：4-

アミノピリジン分解微生物の検索と分解特性 
 

 
 
4．その他の学術研究活動 
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研究助成金 
（2004年度） 
科学研究費補助金:，若手研究 A：吉田健一、「枯草

菌のアスパラギン生合成の逆遺伝学的研究」 
奨学寄附金，タカノ農芸化学研究助成金，吉田健一，

「イノシトール強化納豆の開発を目指す納豆菌

の育種」 
微生物機能化学研究助成：青木健次、ロボットメー

ション（株） 
受託研究費：青木健次、「高温好気性発酵システムに

おける窒素及び病原菌の効率的除去」、科学技術

振興機構 
受託研究員経費：青木健次、「食品廃棄物の有効利用

に関する研究」、イーストマン（株） 
共同研究費：青木健次、「メラニンの分解に関する研

究」、花王（株） 

共同研究費：青木健次、「畜産廃棄物の微生物処理に

関する研究」、全農 
科学研究費、基盤研究（B）（代表）村上周一郎：組

換え微生物を用いた環境修復のための宿主‐ベ

クターシステムの開発 
科学研究費、若手研究（B）（代表）竹中慎治：微生

物酵素よるL-リジンから高付加価値物質の生産 
拠点大学方式学術交流事業 I（日本学術振興会）青木

健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生物由

来糖修飾酵素と有用オリゴ糖の生産 
拠点大学方式学術交流事業 II（日本学術振興会）青

木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生物

による芳香族化合物および窒素化合物の効率的

分解・除去 
 
（2005年度） 
生物機能開発化学研究助成：吉田健一：ミツカング

ループ(株) 
生物機能開発化学研究助成：吉田健一：伊藤園 
受託研究（共同）：吉田健一：味の素(株) 
微生物機能化学研究助成：青木健次、（株）神菱ハイ

テック 
微生物機能化学研究助成：青木健次、イーストマン

（株） 
共同研究費：青木健次、「メラニンの分解に関する研

究」、花王（株） 
共同研究費：青木健次、「閉鎖環境における窒素化合

物の効率的な微生物処理に関する研究」、赤松工

業（株） 

科学研究費、基盤研究（B）（代表）村上周一郎：組

換え微生物を用いた環境修復のための宿主‐ベ

クターシステムの開発 
科学研究費、若手研究（B）（代表）竹中慎治：微生

物酵素よるL-リジンから高付加価値物質の生産 
拠点大学方式学術交流事業 I（日本学術振興会）青木

健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生物由

来糖修飾酵素と有用オリゴ糖の生産 
拠点大学方式学術交流事業 II（日本学術振興会）青

木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生物

による芳香族化合物および窒素化合物の効率的

分解・除去 

 
（2006年度） 
醗酵と代謝研究会奨学金：吉田健一：JBA 
生物機能開発化学研究助成：吉田健一：フジッコ(株) 
生物機能開発化学研究助成：吉田健一：ミツカング

ループ(株) 
受託研究（共同）：吉田健一：味の素(株) 
微生物機能化学研究助成：青木健次、（株）神菱ハイ

テック 
共同研究費：青木健次、「メラニンの分解に関する研

究」、花王（株） 
共同研究費：青木健次、「閉鎖環境における窒素化合

物の効率的な微生物処理に関する研究」、赤松工

業（株） 
科学研究費、若手研究（B）（代表）竹中慎治：アセ

チル基転移酵素によるアミン類から高付加価値

のあるアセチルアミド類の生産 
拠点大学方式学術交流事業 I（日本学術振興会）青木

健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生物由

来糖修飾酵素と有用オリゴ糖の生産 
拠点大学方式学術交流事業 II（日本学術振興会）青

木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生物

による芳香族化合物および窒素化合物の効率的

分解・除去 

 
（2007年度） 
生物機能開発化学研究助成：吉田健一：フジッコ(株) 生物機能開発化学研究助成：吉田健一：ミツカング
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ループ(株) 
受託研究（共同）：吉田健一：味の素(株) 
受託研究（共同）：吉田健一：北興化学工業(株) 
微生物機能化学研究助成：青木健次：マルトモ（株） 
微生物機能化学研究助成：青木健次、（株）神菱ハイ

テック 
共同研究費：青木健次、「メラニンの分解に関する研

究」、花王（株） 
科学研究費、基盤研究（C）（代表）青木健次：「アン

モニア・硝酸塩同時除去炭化綿バイオフィルタ

ーの開発」 
科学研究費、若手研究（B）（代表）竹中慎治：アセ

チル基転移酵素によるアミン類から高付加価値

のあるアセチルアミド類の生産 
拠点大学方式学術交流事業 II（日本学術振興会）青

木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生物

による芳香族化合物および窒素化合物の効率的

分解・除去 
 
（2008年度） 
科学技術振興調整費「先端融合領域イノベーション

創出拠点の形成」事業（再審査通過なれば平成

２９年度まで延長）（分担）吉田健一：バイオプ

ロダクション次世代農工連携拠点 
科学研究費、特定領域「応用ゲノム」（代表）吉田健

一：ゲノム機能解析に基づくパスウエイデザイ

ンによる有用希少イノシトール類の生産 
科学研究費、挑戦的萌芽研究（代表）吉田健一：共

生開始シグナル・イソフラボンを感知するダイ

ズ根粒菌NodDの活性化機構 
生物機能開発化学研究助成：吉田健一：フジッコ(株) 
受託研究（共同）：吉田健一：味の素(株) 
受託研究（共同）：吉田健一：北興化学工業(株) 

微生物機能化学研究助成：竹中愼治：（財）ソルト・

サイエンス研究財団耐塩性プロテアーゼ遺伝子

の解析と組換え微生物による同酵素の大量生産 
科学研究費、若手研究（B）（代表）竹中慎治：アセ

チル基転移酵素によるアミン類から高付加価値

のあるアセチルアミド類の生産 
科学研究費、基盤研究（C）（代表）青木健次：「アン

モニア・硝酸塩同時除去炭化綿バイオフィルタ

ーの開発」 
微生物機能化学研究助成：青木健次：マルトモ（株） 
共同研究費：青木健次、「メラニンの分解に関する研

究」、花王（株）

 
（2009年度） 
科学技術振興調整費「先端融合領域イノベーション

創出拠点の形成」事業（再審査通過なれば平成

２９年度まで延長）（分担）吉田健一：バイオプ

ロダクション次世代農工連携拠点 
科学研究費、特定領域「応用ゲノム」（代表）吉田健

一：ゲノム機能解析に基づくパスウエイデザイ

ンによる有用希少イノシトール類の生産 
科学研究費、挑戦的萌芽研究（代表）吉田健一：共

生開始シグナル・イソフラボンを感知するダイ

ズ根粒菌NodDの活性化機構 
長瀬科学技術振興財団研究助成：吉田健一 
生物機能開発化学研究助成：吉田健一：フジッコ(株) 
受託研究（共同）：吉田健一：味の素(株) 
受託研究（共同）：吉田健一：北興化学工業(株) 
微生物機能化学研究助成：竹中愼治：（財）ひょうご

科学技術協会 脂肪族アミンを立体選択的に修

飾する微生物酵素の特性解 

 
受賞 
吉田健一：JBA発酵と代謝研究会奨励金（受賞）(2006

年) 
高田洋平：神戸大学若手フロンティア研究会2008＜

優秀賞＞ 
吉田健一：BBB論文賞(2009年) 

 
学外研究機関との共同研究 
University of Missouri：吉田健一；How a rhizobial 

symbiant senses its host plant 
奈良先端科学技術大学院大学：吉田健一；枯草菌の

カタボライト抑制を解除する新規機構の解明 
Chulalongkorn University：青木健次、村上周一郎、竹

中慎治；Carbohydrate-modifying enzymes and 

production of useful oligosaccharides from 
thermotolerant microorganisms 

Chiang Mai University：青木健次、村上周一郎、竹中

慎治；Degradation of aromatic and nitrogenous 
compounds by thermotolerant microorganisms 
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国際協力 
青木健次：JICA アグロバイオテクノロジーコース、

コースリーダー 
青木健次：JICAアグロバイオテクノロジーコースに

おける講義、個別研修指導 

村上周一郎：JICAアグロバイオテクノロジーコース

における講義、個別研修指導 
竹中慎治：JICAアグロバイオテクノロジーコースに

おける講義、個別研修指導 
 
学会活動 
日本農芸化学会関西支部評議員：吉田健一 
日本ゲノム微生物学会会計庶務幹事：吉田健一 
日本生物工学会全国評議員：青木健次 

日本農芸化学会関西支部評議員：青木健次 
日本生物工学会活動強化委員：青木健次 
日本生物工学会関西支部支部委員：青木健次 

 
社会活動

村上周一郎：近畿経済産業局 地域新生コンソーシア

ム研究開発事業最終評価委員、2007年11月 
吉田健一：文部科学省研究振興局学術調査官、2005

年8月～2007年7月 

吉田健一：文部科学省ナショナルバイオリソースプ

ロジェクト原核生物運営委員会委員、2009年4
月～

 
特許 
坂根巌，沢村信一，芦田均，別所宏昭，久保麻友子，

吉田健一，福田伊津子，「筋肉細胞におけるグル

コース取込み活性化剤，筋肉細胞における

GLUT4トランスロケーション活性化剤，GLUT4
トランスロケーション抑制剤，糖尿病合併症予

防剤，並びにこれらを含む飲食物」特願

2005-147552，特開2006-192 
吉田健一、山口将憲、「ピニトール高含有納豆の製造

方法及びピニトール分解活性欠損納豆菌」特願

2005-205033、特開2007-97536 
吉田健一 , 山口将憲 .「栄養強化納豆」特願

2005-295033 
青木健次、竹中慎治：「微生物及び微生物由来酵素に

よるアニリン誘導体のアセチル化」、特開

WO2005/090588 
青木健次、竹中慎治：「微生物を利用して NH4

+およ

び NO3̄ とを同時に除去する硝化・脱窒方法」、

特開2005-34783 
芦田均、吉田健一、Yap Angeline、山口将憲、「血糖

値低下剤」特願2006-178538 
芦田均，吉田健一，福田伊津子，坂根巌，「ナリンゲ

ニン誘導体，それを含有するグルコース取込み

促進剤及び血糖値上昇抑制剤」特願2006-188931, 
特開2008-13525 

吉田健一，山口将憲，「5-デオキシ-D-グルクロン酸の

製造方法」特願2006-62466 
吉田健一、山口将憲、「D-(3,5/4)-トリハイドロキシシ

クロヘキサン-1,2-ジオンハイドロラーゼ、5-デ
オキシ-D-グルクロン酸及びその製造方法、並び

に5-デオキシ-D-グルクロン酸由来のγ－ラクト

ンの製造方法」特願 2006-62466 、特開

2007-2362643 
吉田健一、芦田均、ヤップ エンジェリン、山口将

憲、「血糖低下剤」特願2007-160478 
青木健次他 2 名:「ジオトリカム属菌を用いたキチ

ン・キトサンを含む多糖体含有物の製造方法」、

特開2007-159569 
青木健次他2名：「ジオトリカム属菌を用いた発酵お

から等の製造法」、特開2007-190001 
吉田健一、芦田均：「シロ－イノシトール産生細胞お

よび当該細胞を用いたシロ－イノシトール製造

方法」特願：2008-281348、PCT/JP2009/005782 
青木健次他 1 名:「メラニン分解酵素」、特開

2008-22729 
早瀬基、青木健次「卵殻膜タンパク質の分解能を有

する微生物」、特開2008-61514 
青木健次他 2 名「脱色用プロテアーゼおよびその用

途」、特開2009-219483 
吉田健一、芦田均、吉田正：「抗肥満剤およびそれを

用いた飲食品」、特開2009-196931 
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生物機能開発化学分野 
 
 生物機能開発化学教育研究分野は，2004 年 4 月 1 日に優れた生体機能や機能分子を見出し，健康・食糧・環境

に関わる諸問題に立ち向かう研究の遂行と，そのための人材育成を目指して新設されました。創立 6 年目の研究

室メンバーは，芦田均教授と吉田健一准教授，鈴木宏和特任助教、川畑球一特命助教、許小娟学術振興会外国人

研究員、山下陽子教育研究補佐員、鶴田祥子技術補佐員、高橋愛子事務補佐員のスタッフ 8 名と大学院農学研究

科博士課程後期学生3名（うち2名は学術振興会特別研究員），農学研究科前期課程学生10名，学部学生5名の

総勢26名でスタートしました。その後、12月1日付で吉田先生が微生物機能化学教育研究分野教授に就任され、

それに伴って鈴木宏和特任助教、大学院博士課程後期学生1名と前期過程学生3名が移籍しました。 
 本教育研究分野のキーワードは“フロンティア”です。未知なる有用生体機能や機能分子を探索するフロンティ

ア，生理学・生化学・遺伝学など異種学問分野の融合が生み出すフロンティア・・・「未開の土地（フロンティア）」

に挑みます。私たちは，健康問題を緩和・解決する機能分子の開発，低コストな作物増産を目指す生体機能の強

化，環境改善に役立つ生体機能の探索などに関して，以下に掲げるテーマの研究を行っています。 
① ダイオキシン毒性の抑制に働く機能性分子の探索とその作用機構の解明 
② 肥満や糖尿病などの生活習慣病を予防する機能性分子の探索とその作用機構の解明 
③ 酵母有用成分の増産とそれを用いた機能性食品の開発のための基礎研究 
④ 逆遺伝学的見地からの枯草菌のイノシトール代謝の全貌解明とイノシトール関連物質の生産効率の向上 
⑤ ダイズ根粒菌の根粒形成に影響を及ぼす因子の探索とその機能評価 

 2009年は，これまでに引き続き，芦田・吉田が学生諸子とそれぞれの専門分野の学術論文や学会での成果公表

などを通じて生物機能開発化学分野の宣伝を実施するとともに，異なる専門分野間で相互の情報や技術を融合さ
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郎 (2006)：枯草菌のフラボノイドに応答する転

写制御系の機能解析，日本農芸化学会2006年大

会講演要旨集 p.102. 
向井理恵，福田伊津子，西海信，川瀬雅也，吉田健

一，芦田均 (2006)：フラボノイドとAhR複合体

との相互作用の解析，日本農芸化学会2006年大

会講演要旨集 p.132. 
西海信，坂根巌，福田伊津子，向井理恵，吉田健一，

芦田均 (2006)：ダイオキシン受容体の形質転換

を抑制するモロヘイヤの有効成分の単離・同定，

日本農芸化学会2006年大会講演要旨集 p.228. 
Yoshida, K., Kinehara, M., Ikeuchi, M., Kurimoto, E., Kim, 

W. –S., Krishnan, H. B., and Ashida , H. (2006): 
Functional analysis of NodD transcription factor 
paralogs of Sinorhizobium fredii USDA191 involved 
in regulation of the nodulation genes, 7th European 

Nitrogen Fixation Conference, Abstracts, p. 76. 
Yoshida, K., Kinehara, M., Ikeuchi, M., Kurimoto, E., 

Mukai, R., Kim, W. –S., Krishnan, H. B., and Ashida , 
H. (2006): Functional analysis of NodD transcription 
factor paralogs of Shinorhizobium fredii USDA191 
involved in regulation of the nodulation genes, 21st 
IUBMB International Congress of Biochemistry and 
Molecular Biology and 11th FAOBMB Congress. 
Abstracts, p. 234. 

Fukuda, I., Nishiumi, S., Mukai, R., Yoshida, K., and 
Ashida, H. (2006): Dietary antagonists of the aryl 
hydrocarbon receptor and their mechanisms, 20th 
IUBMB International Congress of Biochemistry and 
Molecular Biology and 11th FAOBMB Congress. 
Abstracts, p. 832. 

Nishiumi, S., Yoshida, K., and Ashida, H., (2006): The 
interaction between curcumin and an aryl 
hydrocarbon receptor, 20th IUBMB International 
Congress of Biochemistry and Molecular Biology 
and 11th FAOBMB Congress. Abstracts, p. 832. 

向井理恵，夏目みどり，越阪部奈緒美，西海信，福

田伊津子，吉田健一，芦田均 (2006)：芳香族炭

化水素により誘導されるアリール炭化水素受容

体の形質転換に対するカカオポリフェノールの

抑制効果，第60回日本栄養・食糧学会大会，要
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上田学，西海信，向井理恵，Angeline，Y., 福田伊津

子，吉田健一，芦田均 (2006)：筋肉細胞におけ

る(－)-エピガロカテキンガレートによるグルコ
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芦田均  (2006)：食品成分による内分泌撹乱物質ダ
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(2006): Inositol derivatives stimulate glucose 
transport in muscle cells, The 19th Annual and 
International Meeting The Japanese Association for 
Animal Cell Technology, Abstracts p. 103. 
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ンドローム予防の可能性，第45回日本栄養食糧
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Promising application of inositol catabolism in 
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リール炭化水素受容体の核移行に及ぼす影響に

ついて，日本農芸化学会2007年度大会講演要旨
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GLUT4 の発現量低下に対する紅茶の改善効果，
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上田学、福田伊津子、吉田健一、芦田均(2007)：イン
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小川陽子， 斎藤芳郎，西尾敬子，吉田康一，二木鋭
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田中彰人，西海信，坂根巌，福田伊津子，吉田健一，
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脇真穂，市隆人，田中彰人，福田伊津子，芦田
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の抑制効果とその機構，日本食品科学工学会第
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熊田祐士，後藤英之，芦田均，吉田健一(2007)：グラ
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EGCG promotes translocation of glucose transporter 
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Program & Abstracts p.238. (Young Investigator 
Award) 

Ashida, H., Ueda, M., Tanaka, A., Nishiumi, S., Yoshida, 
K., Sakane, I., and Fukuda, I. (2007): Tea catechin 
improves insulin resistance caused by a high-fat diet, 
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おける６－メチルスルフィニルヘキシルイソチ

オシアネートの細胞周期関連タンパク質に及ぼ

す影響について，日本農芸化学会2009年度大会，

講演要旨集p. 229. 
中林秀郎，橋本堂史，芦田均，西海信，金沢和樹 

(2009): 脂肪細胞の分化及び脂肪蓄積に対する

メチルキサンチン類の影響，日本農芸化学会

2009年度大会，講演要旨集p. 229. 
向井理恵，薩秀夫，清水誠，芦田均 (2009): 芳香族

炭化水素によるアリール炭化水素受容体の形質

転換に対するケンフェロールの抑制効果は

MDR1 の阻害によって高まる，日本農芸化学会

2009年度大会，講演要旨集p. 232. 
福田伊津子，川瀬雅也，齋藤直，森本正太郎，中野

幸廣，向井理恵，芦田均 (2009): 緑茶投与がラ

ット体毛の重金属量に及ぼす影響，日本農芸化

学会2009年度大会，講演要旨集p. 233. 
上田学，川崎健吾，山本憲朗，室崎伸二，福田伊津

子，吉田健一，芦田均 (2009): ヨモギ抽出物に

よる GLUT4 膜移行促進作用機構の解明，日本

農芸化学会2009年度大会，講演要旨集p. 234. 
川畑球一，澤田圭介，上田学，川崎健吾，山本憲朗，

芦田均 (2009): 酵素的測定法を用いた糖取込み

活性促進食品成分の探索および作用機序の解析，

日本農芸化学会 2009 年度大会，講演要旨集 p. 
236. 

布施直也，上田学，福田伊津子，吉田健一，水品善

之，吉田弘美，芦田均 (2009): L6筋管細胞にお

けるアシルカテキンによるインスリン応答性糖

輸送担体(GLUT4)の細胞膜移行促進効果，日本

農芸化学会2009年度大会，講演要旨集p. 238. 

熊田祐士，後藤英之，芦田均，吉田健一 (2009): 
2’,3’,4’-Trihydroxy-2-phenylacetophenone類の

グラム陽性菌への選択的抗菌作用，日本農芸化

学会2009年度大会，講演要旨集p. 253. 
森永哲郎，芦田均，吉田健一 (2009): 枯草菌による

scyllo-inositol バイオコンバージョン生産，日本

農芸化学会2009年度大会，講演要旨集p. 253. 
加田茂樹，大岩好，石川篤志，加賀孝之，芦田均，

吉田健一 (2009): 納豆発酵におけるγ-PGA 生

産に重要な役割を果たす納豆菌菌体外プロテア

ーゼの解析，日本農芸化学会2009年度大会，講

演要旨集p. 253. 
三本木あずさ，松瀬貴嗣，森永哲郎，鈴木宏和，芦

田均，吉田健一 (2009): Geobacillus kaustophilus
のイノシトール資化不全変異株取得，日本農芸

化学会2009年度大会，講演要旨集p. 253. 
今田小有里，金本優妃，福田伊津子，古屋敷隆，高

田洋樹，芦田均 (2009): 高脂肪食摂取マウスに

おける酵素合成グリコーゲンの脂質代謝に対す

る影響，第63回日本栄養・食糧学会大会，講演

要旨集p. 144. 
金本優杞，福田伊津子，難波文男，吉田正，津田孝

範，芦田均 (2009): 黒大豆種皮抽出物の肥満抑

制効果，第63回日本栄養・食糧学会大会，講演

要旨集p. 147. 
Morinaga, T., Ashida, H., and Yoshida, K. (2009): 

scyllo-Inositol metabolism in Bacillus subtilis. 
BACELL2009, Abstract book, p. 22. 

Yoshida, K., Kumada, Y., and Ashida, H. (2009): 
2’,3’,4’-Trihydroxy-2-phenylacetophenone 
derivatives, a novel and potent class of 
anti-Gram-positive antibacterial agents. 5th 
International Conference on Gram-positive 
Microorganisms, Abstract book, p. 48. 

Morinaga, T., Ashida, H., and Yoshida, K. (2009): A 
bioconversion process to produce scyllo-inositol, a 
promising drug candidate for Alzheimer's disease. 5th 
International Conference on Gram-positive 
Microorganisms, Abstract book, p. 58. 

池田和法 (2009): 筋肉における GLUT4 の膜移行を

介して高血糖を抑制する食品成分の in vitroスク

リーニング，第19回フードサイエンスフォーラ

ム（FSF）研究集会，要旨集p. 6-7. 
澤田圭介 (2009): インスリン抵抗性を予防する食品

成分の検索，第19回フードサ川畑球一: 綱渡り

な 14 年～それでも僕は生きている(今のところ)
～，第19回フードサイエンスフォーラム（FSF）
研究集会,要旨集p.44.イエンスフォーラム（FSF）

http://navi.kazusa.or.jp/plantevents/weblog/817.html
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研究集会，要旨集p. 16-17. 
加田茂樹，伊藤治美，大岩好，石川篤志，加賀孝之，

芦田均，吉田健一 (2009): 納豆発酵におけるγ

-PGA 生産に重要な役割を果たす菌体外プロテ

アーゼの解析/Poly-γ-glutamate production during 
natto fermentation requires the functional 
extracellular alkaline protease AprE，2009年度グラ

ム陽性細菌ゲノム機能会議，Programme and 
Abstracts, p. 14. 

森永哲郎，芦田均，吉田健一 (2009): 枯草菌を用い

たバイオコンバージョンによるscyllo-inositol 生
産/ A bioconversion process to produce scyllo-inositol, 
a promising drug candidate for Alzheimer's disease，
2009 年度グラム陽性細菌ゲノム機能会議，

Programme and Abstracts, p. 22. 
森永哲郎，芦田均，吉田健一 (2009): 枯草菌を用い

たバイオコンバージョンによるscyllo-inositol 生
産/ A bioconversion process to produce scyllo-inositol, 
a promising drug candidate for Alzheimer's disease，
2009 年度グラム陽性細菌ゲノム機能会議，

Programme and Abstracts, p. 22. 
川畑球一，澤田圭介，福田伊津子，上田学，川崎健

吾，山本憲朗，芦田均 (2009): 細胞内糖取り込

みを誘導するポリフェノールの探索とその作用

機構の解明，日本食品科学工学会第 56 回大会，

講演集p. 131. 
上田学，澤田圭介，柏田大輔，福田伊津子，吉田健

一，芦田均 (2009): 筋肉組織における糖輸送担

体 GLUT4 の細胞膜移行に及ぼすプロポリス抽

出物の影響について，日本食品科学工学会第56
回大会，講演集p. 131. 

澤田圭介，上田学，川畑球一，川崎健吾，山本憲朗、

芦田均 (2009): インスリン抵抗性発症抑制作用

を有する化合物のスクリーニング系の構築，日

本食品科学工学会第56回大会，講演集p. 131. 
Kanamoto, Y., Nanba, F., Yoshida, T., Toda, T., Tsuda, T., 

Fukuda, I., and Ashida, H. (2009): Black soybean 
seed coat prevents obesity in high-fat diet-fed mice. 
5th International Workshop on Anthocyanins, 
Abstracts, p. 48. 

Tsutsui, M., Fukuda, I., Yoshida, T., Toda, T., Tsuda, T., and 
Ashida, H. (2009): Safety assessment of extract of 
black soybean seed coat: Acute and chronic toxicity 
studies. 5th International Workshop on Anthocyanins, 
Abstracts, p.76. 

Ashida, H., Ueda, M., Kawabata, K., and Fukuda, I. 
(2009): Polyphenols promote glucose uptake in 
skeletal muscle cells accompanied by the 

translocation of glucose transporter 4 on plasma 
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Annals of Nutrition and Metabolism, 55(suppl 1), p. 
241, 2009. 

Hashimoto, T., Tanaka, M., Ashida, H., Nagai, M., 
Okunishi, I., and Kanazawa K. (2009): 
6-Methylsulfinyl hexylisotiocyanate inhibits cell 
cycle progression accompanied by the suppression of 
cyclin expression in quiescent JB6 cell. 19th 
International Congress of Nutrition, Annals of 
Nutrition and Metabolism, 55(suppl 1), p. 105, 2009. 

今田小有里，池田和法，坂根巌，沢村信一，福田伊

津子，芦田均 (2009): 茶の白色脂肪蓄積抑制作

用におけるカフェインとカテキンの寄与につい

て，日本農芸化学会関西支部大会，講演要旨集

p. 56. 
池田和法，王麗華，上田学，川畑球一，芦田均 (2009): 

筋肉における GLUT4 の細胞膜移行を介した茶

の高血糖抑制効果，日本農芸化学会関西支部大

会，講演要旨集p. 56. 
福田伊津子，川瀬雅也，芦田均 (2009): アントラキ
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学会大会，講演要旨集p. 258. 
金本優杞，上田学，川崎健吾，山本憲朗，福田伊津
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上田学，布施直也，水品善之，吉田弘美，福田伊津

子，吉田健一，芦田均 (2009): 筋肉細胞におけ

るアシル化カテキンによる GLUT4 膜移行促進

効果とその作用機構について，第14回日本フー
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川畑球一，池田和法，澤田圭介，福田伊津子，川崎

健吾，山本憲朗，芦田均 (2009): 明日葉カルコ

ン 4-hydroxyderricin および xanthoangelol の血糖

値調節作用，第14回日本フードファクター学会，

講演要旨集 p. 82. 
澤田圭介，上田学，川畑球一，川崎健吾，山本憲朗，

芦田均 (2009): パルミチン酸が誘導するインス

リン抵抗性を抑制する食品成分の探索，第14回
日本フードファクター学会，講演要旨集p. 83. 

池田和法，上田学，金本優杞，川畑球一，芦田均(2009): 
In vivo短期試験における高血糖を抑制する食品
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す影響，第 14 回日本フードファクター学会，
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as one of the anti-carcinogenic effects. 4th 
International Conference on Polyphenols and Health, 
Abstracts, p. 62. 
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regulate glucose metabolism in skeletal muscle cells. 
4th International Conference on Polyphenols and 
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Nuclear accumulation of flavonol aglycone in 
cultured cells detected with a fluorescence 
microscope. 4th International Conference on 
Polyphenols and Health, Abstracts, p. 307. 

Ueda, M., Fuse, N., Kawabata, K., Mizusina, Y., and 
Ashida, H. (2009): 3-O-Acyl-catechins promote 
GLUT4 translocation through PI3K-dependent 
pathway in L6 myotubes. 4th International 
Conference on Polyphenols and Health, Abstracts, p. 
370. 

Ashida, H., Kanamoto, Y., Kawabata, K., Nanba, F., 
Yoshida, Y., Fukuda, I., Tsuda, T., and Toda, T. 
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Polyphenols and Health, Abstracts, p. 372. 
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Shimizu, M. (2009): The absorption, metabolism and 
distribution of tangeretin in the human epithelial cells. 
4th International Conference on Polyphenols and 
Health, Abstracts, p. 239. 

森寿代，大谷知也，福田伊津子，芦田均，藤嶽暢英

(2009): 腐食物質に対する医薬品類の吸着，日本
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55-56. 

三本木あずさ，松瀬貴嗣，森永哲郎，鈴木宏和，芦

田均，吉田健一 (2009): Geobacillus kaustophilus 
HTA426 の 3 種のイノシトール脱水素酵素をコ

ードするオペロン，第32回日本分子生物学会年

会，プログラム集p. 330. 
森永哲郎，芦田均，吉田健一 (2009): 枯草菌の

scyllo-inositol 脱水素酵素遺伝子とその転写調節
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ログラム集p. 330. 
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草菌転写因子 DegU によるグルタミン酸脱水素
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生物学会年会，プログラム集p. 466. 
三本木あずさ，松瀬貴嗣，森永哲郎，鈴木宏和，芦

田均、吉田健一 (2009): Geobacillus kaustophilus 
HTA426 の 3 種のイノシトール脱水素酵素をコ

ードするオペロン，神戸大学研究基盤センター

若手フロンティア研究会2009，概要集p.13. 
金本優杞，福田伊津子，芦田均 (2009): 高脂肪食摂

取マウスにおける黒大豆種皮抽出物の肥満予防

作用，神戸大学研究基盤センター若手フロンテ

ィア研究会2009，概要集p.15. 
池田和法，上田学，金本優杞，川畑球一，芦田均 

(2009): 高血糖を抑制する食品素材の in vivo 短

期試験における評価系の構築，神戸大学研究基

盤センター若手フロンティア研究会2009，概要
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今田小有里，福田伊津子，芦田均 (2009): 紅茶摂取

による糖尿病予防および改善効果について，神

戸大学研究基盤センター若手フロンティア研究

会2009，概要集p.21. 
北野嶺，福田伊津子，川瀬雅也，芦田均 (2009): キ

ャピラリー電気泳動によるタンパク質と食品因

子との相互作用解析，神戸大学研究基盤センタ

ー若手フロンティア研究会2009，概要集p.22. 
上田学，芦田均 (2009): EGCgによるGLUT4膜移行

促進作用機構の解明， 神戸大学研究基盤センタ

ー若手フロンティア研究会2009，(番外). 
 
 
（講演会などでの講演） 
吉田健一 (2004): 奈良先端大Bio-COEセミナー「逆

遺伝学的アプローチによる枯草菌イノシトール

分解系の解明」 
芦田均 (2004): 第2回ポリフェノール研究会(組織保

存液開発プレベンチャーグループ研究会)「茶ポ

リフェノールの生体機能調節作用」 
吉田健一 (2004):第２回情報生命学研究交流会「枯草

菌機能未知HTH制御因子のレギュロン解析」 
森永哲郎, 吉田健一 (2004): 枯草菌のグルタミン依

存性アスパラギン合成酵素パラログの発現制御

と機能の解析, 岡山・島根・鳥取大学交流会 
芦田均 (2004): 日本バイオインダストリー協会講

演会(東京)：一日神戸大学（全3回）第1回『本

当に効く機能性食品の開発・生産戦略』、「茶カ

テキンによるインスリン応答性グルコース輸送

担体(GLUT4)の機能調節」 
福田伊津子 (2004):  第 3 回ポリフェノール研究会

(組織保存液開発プレベンチャーグループ研究

会)「茶カテキンと受容体との相互作用につい

て」 
芦田均 (2004): 芦屋市公民館セカンドカレッジA コ

ース『この美しい惑星(ほし)を永遠(とわ)に～環

境と生活について考える』第 5 回「食環境の安

全性を考える」 
吉田健一 (2004): 枯草菌のイノシトール分解系の全

貌解明とその応用, はりま産学交流会・拡大一

日神戸大学神戸大学の知的資産の競演,あなた

が選ぶ！！シーズコンペ！！ 
吉田健一 (2004): 納豆菌（枯草菌）のイノシトール

分解系の全貌解明, 第 1 回機能性食品開発研究

会, 11月25日, 大阪商工会議所. 
芦田均, 吉田健一, 福田伊津子, 木根原匡希, 久保麻

友子, 西海信, 青木由葵子, 向井理恵 (2004): 
「神戸大学農学部生物機能化学科生物機能開発

化学教育研究分野」近畿地域アグリビジネス創

出フェア出展 
吉田健一, (2004): Reverse genetics of myo-inositol 

catabolism in bacteria,奈良女子大学理学部外来セ

ミナー 
芦田均 (2005): 第 2 回農学バイオフォーラム「機能

性食品素材の開発をめざして」神戸大学百年記

念館 
芦田均 (2005): 第15回一日神戸大学＆移動工業技術

センター「お茶で作る健康」(豊岡) 
芦田均 (2005): 武田食品工業技術会議招待講演「「食

品成分の新規機能性開発をめざして」(伊丹) 
吉田健一(2005): 兵庫工業会講演会「枯草菌ゲノム情

報に基づくイノシトール代謝系の解明とその応

用」 
吉田健一(2005): ミズーリー大 Krishnan 研での講演

会「Progress in the NodD project: current status, June 
2005」 

吉田健一(2005): 第 2 回トレーサビリティー研究会

「バクテリア型イノシトール分解系の全貌解明

～未知代謝経路を”トレース”する逆遺伝学的

手法のポテンシャル～」 
吉田健一・芦田均(2005): 神戸大学フォーラムにポス

ター出展ならびに支援要員 
芦田均(2006):： 第16回IISシーズフォーラム講演，

「ダイオキシン毒性抑制効果を有する食品成分

の探索と作用機構解明」大阪 
吉田健一(2006):：未来型バイオプロスペクティング

講演，「有用遺伝子資源の探索：枯草菌イノシト

ール分解系の逆遺伝学とその応用」つくば 
吉田健一(2006):： (財)バイオインダストリー協会，

平成18年度発酵と代謝研究「糖尿病治療薬とし

て有望なイノシトール異性体のバイオコンバー

ジョンによる生産」 
芦田均(2006):：兵庫工業会バイオサイエンス研究会 

第67回定例会「ポリフェノールの機能性とその

作用機序」 
吉田健一(2006)：兵庫工業会バイオサイエンス研究会 

第 67 回定例会「イノシトール類は糖尿病に効

く？」 
芦田均(2006)：アサヒビール財団研究成果報告会「食

品成分によるダイオキシン受容体活性化阻害機

構の解明」 
吉田健一(2006)：第 59 回神戸バイオサイエンス研究

会「インスリン様作用を持つイノシトール類」 
吉田健一(2006)：さかい産学連携共創フェア「バクテ

リア型イノシトール分解系の解明と応用」 
芦田均(2007)：神戸大学東京フェア「ダイオキシン毒
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性抑制効果のある食品成分の探索」東京 
吉田健一(2007)：神戸大学東京フェア「バクテリア型

イノシトール分解系の応用」東京 
芦田均(2007)：第 7 回「食と健康セミナー」講演会，

「食品成分による糖尿病の予防効果の可能性と

問題点」東京 
芦田均 (2007-2008)： JICA，Risk Assessment and 

Monitoring for Environmental Chemicals, 
“Mechanism of dioxin toxicity”神戸 

芦田均(2007)：JST Innovation Bridge，「ダイオキシン

毒性簡易測定法の開発とその適用」―食品因子

によるダイオキシン毒性抑制の可能性―，東京 
芦田均(2007)：芦屋市立公民館，平成 19 年度春の公

民館講座，『世界はニュースだけではわからな

い』，「食の安全について考える」芦屋 
吉田健一(2007)：平成 19 年度神戸大学大学院農学研

究科公開講座，大学発ヘルスバイオサイエンス，

「ピニトール納豆できました。」神戸 
芦田均(2007)：平成 19 年度神戸大学大学院農学研究

科公開講座，大学発ヘルスバイオサイエンス，

「茶カテキンの肥満・糖尿病予防の可能性と問

題点」神戸 
芦田均(2008): 神戸大学医工農オープンフォーラム

「ダイオキシン類の生物学的測定法とその食の

安全性確保への適用」神戸 
吉田健一(2008): 先端膜工学研究推進機構秋季講演

会，「バイオフィルム」膜工学サロン講演，神戸

大学 
芦田均(2009): 機能性食品開発における提唱- Food 

Chemical BiologyとHealth Bioscienceのすすめ，

科学技術振興調整費「バイオプロダクション次

世代農工連携拠点」第 1 回部門会講演会，神戸

大学百年記念館 
福田伊津子(2009): 小さな一歩の積み重ね―食品の

研究を通して振り返るこれまで―，神戸大学キ

ャリアカフェ2009，神戸大学瀧川学術交流会館 
吉田健一(2009): 大豆に含まれるピニトールの有効

活用を目指して，SNIJ第3回学術集会，講演要

旨集 p. 4，（独）国立健康・栄養研究所，東京. 
吉田健一(2009): 有用遺伝子資源の探索：枯草菌イノ

シトール分解系の逆遺伝学とその応用，生化学

若い研究者の会・京都支部「秋のセミナー」，京

大会館、京都. 
Yoshida K. (2009): Reverse genetics of Bacillus subtilis: 

Characterization and application of inositol 
catabolism, Department of Biological Sciences, 
Wayne State University, Detroit, MI, USA. 

吉田健一(2009): 枯草菌ゲノム機能解析とその応用，

三井化学株式会社. 
 
(講演会などの開催) 
吉田健一：生物機能開発化学第 1 回講演会 (2004 年

4月)：Dr. Hari, B. Krishnan, Plant Genetics Research 
Unit, USDA-ARS and University of Missouri,  
USA： Role of type III protein secretion system in 
regulating host-specific nodulation by Sinorhizobium 
fredii USDA257. （神戸大学農学部） 

芦田均：生物機能開発化学第 2 回講演会 (2004 年 7
月)：Dr. Yong. K. Park, State University of Campinas, 
College of Food Engineering, Brazil: Chemical 
Characteristic and Physiological Activity of South 
American Propolis. （神戸大学農学部） 

芦田均：アディポ・プロジェクト講演会(2004 年 9
月)：津田孝範，同志社大学：アントシアニンの

肥満抑制効果（神戸大学農学部） 
芦田均：高校生を対象とする農芸化学に関するセミ

ナー・講演会(日本農芸化学会創立 80 周年記念

事業)（2004年11月）：講演3題，展示8件 （兵

庫県民会館） 
芦田均：酵母の機能性に関するセミナー(2004 年 11

月): 浜田和広，オリエンタル酵母工業東京食品

研究所：パン酵母の機能に関する基礎知識，他

1題（神戸大学農学部） 
吉田健一：生物機能開発化学第 3 回講演会 (2004 年

12 月 ): Dr. Claude Bruand, Laboratoire des 
Interactions Plantes-Microorganismes LIPM, 
INRA-CNRS, France: Transcriptome analysis of 
Sinorhizobium meliloti during symbiosis with alfalfa. 

芦田均：生物機能開発化学第 4 回講演会―第 1 回神

大・京大研究交流会 (2005 年 2 月): 京大・大東

研との共催 
吉田健一：生物機能開発化学第 5 回講演会―第 6 回

農学部 FD 研修会 (2005 年 5 月): 「植物と微生

物の種を超えたコミュニケーション」 奈良女子

大佐伯研・神大杉本研との共催 
吉田健一：生物機能開発化学第6回講演会(2005年8

月): Dr. Colin R. Harwood, Institute for Cell and 
Molecular Biosciences, Faculty of Medical Sciences, 
Newcastle University, Newcastle upon Tyne, UK. 
Bacillus Protein Secretion: "An Unfolding Story" 

水野雅史，大澤朗，芦田均，吉田健一，福田伊津子

(2006 年 11 月)：平成 18 年度教育研究活性化支

援経費による戦略的・独創的な教育研究プロジ

ェクト事業講演会“農学系「ヘルスバイオサイ

エンス」の創生” 
池田健一，岩永史朗，金丸研吾，宅見薫雄，中屋敷
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均，吉田健一(2006 年 11 月)：“インターゲノミ

クスセミナー”全4回 
吉田健一：生物機能開発化学第7回講演会(2007年7

月): Dr. Hari B. Krishnan, Plant Genetics Research 
Unit, USDA-ARS and University of Missouri, 
USA ： Genetic modification of soybean seed 
composition. （神戸大学農学部） 

水野雅史，大澤朗，芦田均，吉田健一，橋本堂史，

福田伊津子(2008年2月)：「腸内のヘルスバイオ

サイエンス」シンポジウム・第 2 回神戸統合医

療研究会合同講演会 
内田一徳，大澤朗，水野雅史，福田伊津子，芦田均

(2008 年 1 月)：公開シンポジウム；我が国の食

品・農産物安全を保証する監視体制と科学技術

の現況と展望、共催：神戸大学大学院農学研究

科食の安全・安心科学センター、独立行政法人 

農林水産消費安全技術センター神戸センター

(神戸大学百年記念館) 
芦田均：生物機能開発化学第 8 回講演会(2008 年 9

月 ) ： Prof. Fumio Matsumura, Department of 
Environmental Toxicology, University of California 
Davis, USA., The AhR and Human Health: how this 
mysterious dioxin receptor can affect your health? 
主催：農学研究科生命機能科学専攻応用生命化

学講座、後援：六篠会 
吉田健一：バイオプロダクションセミナー「放線菌

研究のフロンティア」(2008 年 10 月) ：講師：

鈴木宏和（神戸大学）「放線菌のDNA制限修飾

系の解析とその応用：難形質転換性の克服をめ

ざして」、大西康夫（東京大学）「放線菌のゲノ

ム情報を『ものつくり』に活用するには？」、主

催：生命機能科学専攻、科振費「バイオプロダ

クション次世代農工連携拠点」、後援：六篠会(研
究基盤センターＲＩ部門セミナールーム) 

吉田健一：バイオプロダクション特別講演会、Protein 

secretion in Bacillus species: Differential substrate 
specificity between the primary and secondary 
translocases of Bacillus anthracis(2008年12月)、講

師； Prof. Dr. Colin R. Harwood, Institute for Cell 
and Molecular Biosciences, Faculty of Medical 
Sciences, Newcastle University, Newcastle upon 
Tyne, UKほか主催：農学研究科 生命機能科学専

攻  応用生命化学講座、Third international 
communication program between Inha University 
and Kobe University、後援：六篠会(神戸大学自然

科学研究科１号館２階大会議室) 
芦田均，福田伊津子，川畑球一: 第14回日本フード

ファクター学会学術集会，神戸大学百年記念

館・ポートピアホテル. 
芦田均: 生物機能開発化学第9回講演会(平成21年3

月30日)：Prof. Croft, K.D., School of Medicine and 
Pharmacology, University of Western Australia, 
Australia, Flavonoids and Cardiovascular Health: 
More Than Antioxidants. 主催：農学研究科生命機

能科学専攻応用生命化学講座，共催：神戸大学

における 3 大学連携推プロジェクト運営委員会，

ならびに神戸大学「バイオプロダクション次世

代農工連携拠点」事業，後援：六篠会, 神戸大

学大学院農学研究科. 
吉田健一: 科学技術振興調整費「バイオプロダクシ

ョン次世代農工連携拠点」部門会講演会，神戸

大学百年記念館. 
吉田健一: The 5th international iBioK workshop, 主催：

神戸大学「バイオプロダクション次世代農工連

携拠点」事業，神戸大学大学院農学研究科. 
吉田健一: 2009年度グラム陽性細菌ゲノム機能会議，

主催：文部科学省ナショナルバイオリソースプ

ロジェクト，神戸市立神戸セミナーハウス. 
 

 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名

博士 
博士（課程 2005年3月） 
福田 伊津子, Studies on suppression of the dioxin 
toxicity by food factors 
博士（課程 2008年3月） 
西海 信，Studies on the effects of phytochemicals from 
edible plants on the transformation of an aryl hydrocarbon 
receptor 
博士（課程 2009年3月） 
木根原匡希，Studies on the ligand-induced activation of 

aryl hydrocarbon receptor as a transcription factor 
向井理恵，Studies on suppression mechanism of 

flavonoid on transformation of an aryl hydrocarbon 
receptor 

小川 陽子(早期修了),  抗酸化物質およびその代

謝物による細胞内レドックスシステムの制御に

関する研究 
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修士 
修士（課程 2005年3月） 
別所 宏昭, 茶によるグルコース輸送担体の機能

調節に関する研究 
青木 由葵子, The effects of flavonoid on the glucose 
transport system in 3T3-L1 adipocytes 
久保 麻友子, 紅茶によるインスリン感受性組織 
の代謝機能解析 
白杉 一郎, アントラキノンによる末梢組織への

グルコース取り込み活性調節機構の解明 
西海 信,  Modulation of transformation of the aryl 
hydrocarbon receptor by plant extracts 
修士（課程 2006年3月） 
向井 理恵(日本学生支援機構奨学金全学返還免除

対象者), Studies on mechanism of interaction between 
the aryl hydrocarbon receptor and flavonoids 
修士（課程 2007年3月） 
森永 哲郎(日本学生支援機構奨学金全額返還免除

対象者), Reversegenetics of inositol catabolism in 
Bacillus subtilis and its application 
池内 摩耶 , ダイズ根粒菌 Sinorhizobium fredii 
USDA191の宿主応答を司る転写因子NodDパラログ

の活性化メカニズム 

栗本 恵美, イソフラボン類似化合物が枯草菌に及

ぼす生育阻害に関する研究 
Yap Angeline, Effects of inositol derivatives on the glucose 
transport system in L6 myotubes and 3T3-L1 adipocytes 
修士(課程 2008年3月) 
上田 学(日本学生支援機構奨学金半額返還免除対

象者 ), Epigallocatechin gallate regulates a glucose 
transport system through the insulin-independent pathway 
in skeletal muscle 
田中 彰人，紅茶によるインスリン抵抗性改善作用

機構の解明 
森津 成啓，高脂肪食摂取マウスにおけるイノシト

ール類の効果 
修士（課程 2009年3月） 
柏田大輔，プロポリスによる薬物代謝系酵素の発現

誘導調節に関する研究 
髙田洋平，Shinorhizobium fredii USDA191 NodD1の活

性化機構解析 
熊田祐士，新規抗菌性物質の探索と作用機序の解明 
布施直也，筋肉細胞におけるアシルカテキンのイン

スリン応答性糖輸送担体の細胞膜移行に及ぼす影響 
牧野泰子，食用油脂の種類が肥満およびインスリン

抵抗性発症に及ぼす影響 
 

 

4. その他の学術研究活動 

研究助成金 
科学研究費補助金:，基盤研究C：芦田均(代表，食品

およびその成分によるダイオキシン毒性抑制作

用の評価，2004-2005年)  
科学研究費補助金:，若手研究A：吉田健一(代表，枯

草菌のアスパラギン生合成の逆遺伝学的研究)，
2004年 

科学研究費補助金:，基盤研究C：芦田均(分担，キノ

コ由来多糖は小腸上皮細胞を介して免疫細胞を

賦活化する，2004-2005年，代表：水野雅史) 
科学研究費補助金，萌芽研究：芦田均(分担，大学に

おける実験排水を主とした環境教育に関する調

査及び研究，2004-2006年：代表：吉村知里) 
科学研究費補助金，基盤研究(B)：吉田健一(分担，細

菌の潜在薬剤耐性遺伝子の戦略的発掘，

2005-2007年，代表：藤田泰太郎) 
科学研究費補助金，特定領域研究「応用ゲノム」公

募班：吉田健一(代表，ゲノム機能解析に基づく

パスウエイデザインによる有用希少イノシ ト
ール類の生産, 2008-2010年)  

科学研究費補助金，萌芽研究：吉田健一(代表，共生

開始シグナル・イソフラボンを感知するダイズ

根粒菌NodDの活性化機構究，2008-2009年)  
科学研究費補助金，特別研究員奨励費：福田伊津子

(代表，食品成分によるダイオキシン毒性の抑制

に関する研究), 2004年度 
科学研究費補助金，特別研究員奨励費：西海信(代表，

食用植物およびその成分によるアリール炭化水

素受容体の形質転換調節機構の解明)，2005-2007
年度 

科学研究費補助金，特別研究員奨励費：向井理恵(代
表，食品成分によるアリール炭化水素受容体の

形質転換調節機構の解明)，2006-2008年度 
科学研究費補助金，特別研究員奨励費：森永哲郎(代

表，バチルス属細菌における逆遺伝学に基づく

メタボリズムエンジニアリング)，2008-2009 年

度 
科学研究費補助金，特別研究員奨励費：上田学(代表，

(－)-エピガロカテキンガレートによる糖輸送担

体の細胞膜移行促進機構の解明)，2009年度 
科学研究費補助金，特別研究員奨励費(外国人特別研
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究員枠)：芦田均(代表，天然多糖の構造活性相関

に関する研究、2008-2010年)  
文部科学省科学技術振興調整費，先端融合領域イノ

ベーション創出拠点の形成 (分担，芦田均：バ

イオプロダクション次世代農工連携拠点，

2008-2017年) (代表：福田秀樹) 
文部科学省科学技術振興調整費，先端融合領域イノ

ベーション創出拠点の形成 (分担，吉田健一：

バイオプロダクション次世代農工連携拠点，

2008-2017年) (代表：福田秀樹) 
生物系特定産業技術研究支援センター，新技術・新

分野創出のための基礎研究推進事業：芦田均(分
担，食品の安全性評価用超高感度ナノセンサー

の開発，2007-2011年度，代表：今石浩正) 
農林水産省，新たな農林水産政策を推進する実用技

術開発事業：芦田均(分担，酵素合成グリコーゲ

ンの免疫賦活効果の検証と効果的な摂取のため

の新食品の開発，2009－2011年)  
受託研究費，株式会社ファンケル：芦田均，カモミ

ールの抗肥満効果に関する研究，2004-2005年 
受託研究費，新産業創造研究機構：芦田均，無細胞

系と細胞系を用いた食品素材としての機能性の

検索, 2004年90万円，2005年110万円 
受託研究費，神戸大学教育研究活性化支援経費：芦

田均，吉田健一，福田伊津子(分担，農学系「ヘ

ルスバイオサイエンス」の創生：健康増進と疾

病予防に役立つ食品機能の多面的理解と応用開

発2006年，食品の機能性・安全性を志向した戦

略的教育研究2007年，配分なし，代表：水野雅

史) 
受託研究費，神戸大学教育研究活性化支援経費：吉

田健一 (分担，新研究領域インターゲノミクス

の創生支援，2006-2007年，配分なし，代表：中

屋敷均，宅見薫雄) 
受託研究費，科学技術振興機構(JST)：芦田均，福田

伊津子，ダイオキシン類の高感度多検体簡易測

定法開発，2007年200万円 
受託研究費，味の素株式会社発酵技術研究所：吉田

健一，枯草菌の核酸生産能力向上をめざすゲノ

ム機能解析研究，2005年110 万円，2006 年 110
万円，2007年110万円，2008年110万円，2009
年110万円 

受託研究費，北興化学株式会社：吉田健一，イノシ

トール異性体生理活性研究，2007 年 50 万円，

2008年50万円、2009年50万円 
受託研究費，J-オイルミルズ株式会社：芦田均，油脂

の機能開発に関する研究，2009年90万円 

受託研究，株式会社伊藤園，芦田均，紅茶の機能性

に関する研究，2009年 
奨学寄附金，明治製菓株式会社，芦田均，食品の機

能開発に関する研究助成，2004年，2009年 
奨学寄附金，タカノ農芸化学研究助成金，吉田健一，

イノシトール強化納豆の開発を目指す納豆菌の

育種，2004年 
奨学寄附金，オリエンタル酵母工業株式会社，芦田

均，酵母有用成分の機能性食品への応用に関す

る研究，2004-2006年 
奨学寄附金，味の素株式会社，吉田健一，枯草菌核

酸生産菌の網羅的転写解析，2004年 
奨学寄附金，株式会社伊藤園，芦田均，食品の機能

開発に関する研究助成，2004-2009年 
奨学寄附金，株式会社伊藤園，吉田健一，食品の機

能開発に関する研究助成，2005年 
奨学寄附金，タケダ食品株式会社，芦田均，食品の

機能開発に関する研究助成，2004-2005年 
奨学寄附金，ハウスウェルネスフーズ株式会社，芦

田均，食品の機能開発に関する研究助成，

2006-2009年 
奨学寄附金，金印株式会社，芦田均，食品の機能開

発に関する研究助成， 2005年 
奨学寄附金，アサヒビール研究財団，芦田均，食品

成分によるダイオキシン受容体活性化阻害機構

の解明，2005年 
奨学寄附金，株式会社ミツカン，吉田健一，納豆生

産におけるアンモニア発生の低減に関する研究，

2005-2007年 
奨学寄附金，フジッコ株式会社，吉田健一，食品機

能開発に関する研究助成、2006-2009年 
奨学寄附金，フジッコ株式会社，芦田均，食品の機

能開発に関する研究助成，2007-2009年 
奨学寄附金，JBA，吉田健一，発酵と代謝研究会奨

学研究費，2006年 
奨学寄附金，(財)食生活研究会，芦田均，酵母細胞壁

�-グルカンの機能性に関する研究，2007年 
奨学寄附金，J-オイルミルズ株式会社，芦田均，食品

の機能開発に関する研究助成，2007- 2008年 
奨学寄附金，ポリフェノールと健康国際会議，芦田

均，ポリフェノールの機能開発に関する研究助

成，2008年 
奨学寄附金，江崎グリコ株式会社，芦田均，食品の

機能開発に関する研究助成，2008年 
奨学寄附金，長瀬科学技術振興財団，吉田健一，2009

年 
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学外研究機関との共同研究

State University of Campinas, Brazil:  芦田均： 
Biological functions of propolis (2004-2009).  

東京大学大学院農学生命科学研究科： 芦田均，福

田伊津子： フラボノイドのダイオキシン毒性

抑制に関する研究(2004-2009) 
同志社女子大学生活科学部： 芦田均： トマトに

含まれる血圧低下物質の単離・同定(2004-2007) 
長浜バイオ大学： 芦田均，福田伊津子：カテキン

の機能性に関する研究(2004-2009) 
兵庫大学健康科学部：芦田均：植物に含まれるダイ

オキシン毒性抑制物質の探索と単離・同定

(2004-2009) 
中部大学応用生物学部：芦田均，福田伊津子：アン

トシアンのメタボリックシンドローム予防･改

善効果(2005-2009) 
明治製菓株式会社食料健康総合研究所： 芦田均：

カカオポリフェノールの機能性に関する研究

(2004-2009) 
株式会社伊藤園品質管理部： 芦田均，吉田健一，

福田伊津子：茶機能性に関する研究(2004-2009) 
オリエンタル酵母工業株式会社酵母機能研究室：芦

田均，福田伊津子：酵母有用成分の機能性食品

への応用に関する研究(2004-2007) 
ハウスウェルネスフーズ株式会社：芦田均： 血糖

調節食品素材の開発(2004-2009) 
大塚化学株式会社：芦田均，福田伊津子：ポリフェ

ノールの体内動態の解明(2004-2007) 
江崎グリコ株式会社：芦田均，福田伊津子：グリコ

ーゲンのメタボリックシンドローム予防･改善

効果(2006-2009) 
エンテストジャパン株式会社：芦田均，福田伊津子：

ダイオキシンの生物学的定量法の開発

(2004-2007) 
三井農林株式会社：芦田均：茶カテキンの体内動態

解明に関する研究(2007-2009) 
Laboratoire des Interactions Plantes-Microorganismes 

LIPM, INRA-CNRS, France: 吉 田 健 一 ： 
Transcriptome analysis of Rhizobium strains during 
symbiosis with their host plants(2004-2009). 

Plant Genetics Research Unit, USDA-ARS and University 
of Missouri, USA: 吉田健一： Interaction between 
Sinorhizobium fredii USDA191 and 
soybeans(2004-2009). 

福山大学：吉田健一：細菌の潜在薬剤耐性遺伝子の

戦略的発掘(2004-2009) 
奈良先端大：吉田健一：ダイズ根粒菌の NodD 活性

化に関する遺伝学的解析(2004-2009) 
東京工業大学：吉田健一：枯草菌のアスパラギン酵

素パラログの機能解析(2004-2009) 
摂南大学：吉田健一：枯草菌のアスパラギン酵素パ

ラログの機能解析(2004-2009) 
東京農工大学：吉田健一：枯草菌のアスパラギン酵

素パラログの機能解析(2004-2009) 
杏林大学：吉田健一細菌の潜在薬剤耐性遺伝子の戦

略的発掘(2004-2009) 
奈良女子大学：吉田健一：根粒菌と宿主植物の相互

作用に関する研究(2004-2009) 
北興化学工業株式会社：吉田健一：有用イノシトー

ル類の探索およびその発酵生産(2004-2009) 
味の素株式会社発酵技術研究所：吉田健一：枯草菌

の核酸生産能力向上をめざすゲノム機能解析研

究(2004-2009) 
株式会社ミツカン：吉田健一：納豆生産におけるア

ンモニア発生の低減に関する調査研究

(2004-2009) 
フジッコ株式会社：吉田健一：ダイズ・ピニトール

の有効利用に関する研究，芦田均，福田伊津子：

アントシアンの安全性評価(2004-2009) 
 
受賞(研究奨励金を含む) 
2004年 
Yukiko Aoki： The 2nd International Conference of 

O-CHA (Tea) Culture and Science. ＜Best Poster 
Award＞ 

吉田健一：タカノ農芸化学研究助成＜研究奨励金＞ 
2005年 
芦田均：アサヒビール研究財団＜研究奨励金＞ 
2006年 
吉田健一：JBA ＜発酵と代謝研究会奨励研究賞金＞ 
向井理恵：第 2 回中部食品科学研究交流会・フード

サイエンスフォーラム合同研究集会＜セミナー

バトル「若人よ、君の研究を熱く語れ！」優勝.
＞ 

西海信：神戸大学若手フロンティア研究会2006＜優

秀賞＞ 
2007年 
芦田均：財団法人食生活研究会＜研究奨励金＞ 
Manabu Ueda： The 3rd International Conference on 

O-CHA (Tea) Culture and Science＜Best Poster 
Award＞ 

柏田大輔：日本食品科学工学会関西支部第39回シン

ポジウム・研究発表会＜優秀発表賞＞ 
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Manabu Ueda： The 3rd International Conference on 
Polyphenols and Health ＜ Young Investigator 
Award＞ 

Shin Nishiumi： The 4th International Conference on 
Food Factors for Health Promotion＜Poster Award＞ 

向井理恵： 神戸大学若手フロンティア研究会2007
＜最優秀賞＞ 

2008年 
小 川 陽 子 ： Oxygen Radicals Gordon Research 

Conference＜Travel Award＞ 
上田学：第 13 回日本フードファクター学会＜Young 

Investigator Award＞ 
高田洋平：神戸大学若手フロンティア研究会2008＜

優秀賞＞ 

2009年 
Kada, S., Yabusaki, M., Kaga, T., Ashida, H., and Yoshida, 
K.: Award for excellence to authors publishing in 
Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry 
金本優杞:神戸大学若手フロンティア研究会 2009＜
優秀賞＞ 
（日本学術振興会特別研究員採択記録） 
福田伊津子，(2002)-2004年，DC1 
西海信，2005-2007年，DC1 
向井理恵，2006-2008)，DC1 
森永哲郎，2008-2010年，DC2 
上田学， 2009-2011年，DC2内定 
許小娟，2008-2010年，外国人特別研究員 

 
学会活動 
芦田均 
日本農芸化学会，全国評議員(2008-2009)，英文誌

Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry編集委

員(2006-2009)，関西支部評議員 
日本栄養・食糧学会，参与・評議員(2008-2009) 
日本フードファクター学会，理事 
日本酸化ストレス学会，評議員 
フードサイエンスフォーラム，評議員 
日本食品科学工学会，評議員，英文誌Food science and 

Technology Research編集委員(2006-2009) 
日本フードファクター学会第 10 回学術集会実行委

員長(2004) 
第 3 回ポリフェノールと健康国際会議実行委員長

(2007) 
第4回国際食品因子学会実行委員(2007) 
日本栄養・食糧学会第61回大会実行委員(2007) 
日本フードファクター学会第 12 回および第 13 回学

術集会実行委員(2007-2008) 

日本フードファクター学会第 14 回学術集会会長

(2009) 
日本栄養・食糧学会第 47 回近畿支部大会実行委員

(2008) 
 
吉田健一 
日本農芸化学会，関西支部幹事校庶務幹事

(2007-2008) ，関西支部評議員 
日本農芸化学会関西支部第 451 回講演会庶務担当

(2007) 
日本農芸化学会関西支部第 457 回講演会庶務担当

(2008) 
日本ゲノム微生物学会年会実行委員および会計庶務

幹事 
生物遺伝資源に関する大腸菌小委員会及び National 

Bio-Resource Project 原核生物遺伝資源運営委員

会委員 
グラム陽性菌ゲノム機能研究会年会開催校幹事 

 
社会活動 
芦田均 
兵庫県農林水産技術連携推進協議会会員 2007-2009

年 
兵庫工業会会員2004-2009年 
国際協力事業団(JICA)「環境負荷物質の分析技術及

びリスク評価コース」講師，2007-2009年 
 
吉田健一 
文部科学省・研究振興局・学術調査官，2005-2007年 

 
特許 
抗炎症組成物（オリエンタル酵母工業）, 発明者: 芦

田均, 橋本堂史, 小土井理恵, 藤田剛, 衣笠公博, 
特願2003-272093, 特開2005-29521 

生体内抗酸化機能を有する食品組成物 (J-オイルミ

ルズ), 発明者: 山下貴稔, 芦田均, 金沢和樹. 特

願2004-094105, 特開2005-278429 
脂肪細胞におけるグルコース取込阻害剤及び

GLUT4トランスロケーション抑制剤、筋肉細胞

におけるグルコース取込活性化剤並びに脂肪軽

減飲食物発明者: 坂根巌, 角田隆巳, 芦田均, 別
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所宏昭, 久保麻友子. 特願2004-150036 
D-キロ-イノシトールの製造方法（神戸大学，北興化

学工業共願）, 発明者: 吉田健一, 山口将憲. 特
願2004-331874, 特開2006-141216 

細胞周期停止剤(金印), 発明者: 芦田均, 橋本堂史. 
特願2004-274593, 特開2006-89394 

筋肉細胞におけるグルコース取込み活性化剤，筋肉

細胞における GLUT4 トランスロケーション活

性化剤，GLUT4 トランスロケーション抑制剤，

糖尿病合併症予防剤，並びにこれらを含む飲食

物（株式会社伊藤園），発明者：坂根巌，沢村信

一，芦田均，別所宏昭，久保麻友子，吉田健一，

福田伊津子，特願2005-147552，特開2006-1929 
栄養強化納豆（北興化学）, 発明者: 吉田健一, 山口

将憲. 特願2005-295033 
ピニトール高含有納豆の製造方法及びピニトール分

解活性欠損納豆菌、出願人：北興化学工業株式

会社、神戸大学、発明者：吉田健一、山口将憲、

特願2005-205033、特開2007-97536 
血糖値低下剤、発明者：芦田均、吉田健一、Yap 

Angeline、山口将憲、特願2006-178538 
ナリンゲニン誘導体，それを含有するグルコース取

込み促進剤及び血糖値上昇抑制剤（株式会社伊

藤園，国立大学法人神戸大学），発明者：芦田均，

吉田健一，福田伊津子，坂根巌，特願2006-188931, 
特開2008-13525 

D-(3,5/4)-トリハイドロキシシクロヘキサン-1,2-ジオ

ンハイドロラーゼ、5-デオキシ-D-グルクロン酸

及びその製造方法、並びに5-デオキシ-D-グルク

ロン酸由来のγ－ラクトンの製造方法、出願

人：北興化学工業株式会社、発明者：吉田健一、

山口将憲、特願2006-62466、特開2007-2362643  
5-デオキシ-D-グルクロン酸の製造方法（北興化学工

業株式会社，吉田健一[個人帰属]），発明者：吉

田健一，山口将憲，特願2006-062466 
血糖低下剤，（北興化学工業株式会社、国立大学法人

神戸大学），発明者：吉田健一、芦田均、ヤップ 

エンジェリン、山口将憲、特願2007-160478, 特
開2008-31154 

シロ－イノシトール産生細胞および当該細胞を用い

たシロ－イノシトール製造方法，（国立大学法

人神戸大学），発明者：吉田健一、芦田均，特願：

2008-281348, PCT出願：PCT/JP2009/005782  
抗肥満剤およびそれを用いた飲食品，(フジッコ株式

会社，国立大学法人神戸大学），発明者：吉田健

一、芦田均、特願2008-40274, 特開2009-196931
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糖鎖機能化学分野 
 
 糖鎖機能化学研究分野では、以下の研究を主に行っています。

（１）我々が日常摂取している食品中には人の恒常性を高める高分子多糖が含まれており、最近、免疫応答系細

胞賦活物質として注目されている。これらの多糖をマクロファージに処理した際、Toll-like receptor(TLR) 4を介し

て転写因子であるNF-kappaBが活性化され、最終的に腫瘍壊死因子(TNF)-alpha及び一酸化窒素(NO)が産生される

ことを、これまでに、明らかにしてきた。しかしながら高分子である免疫賦活多糖が、腸管から吸収されること

は、その分子量からして考えにくい。一方、免疫応答については、小腸粘膜の直下に存在するパイエル板を代表

とする腸管免疫が外来異物に対する初期応答には重要であり、そこからの情報伝達によってリンパ球やマクロフ

ァージの活性化が起こり、生態防御機構が発動されている。そこで、いかにしてキノコや海草由来の多糖体が、

免疫担当細胞を賦活化するのかを解明するため、腸管免疫のモデル系を用いて、研究を行っている。

（２）炎症性腸疾患(Inflammatory bowel disease: IBD)である潰瘍性大腸炎(Ulcerative colitis: UC)やクローン病

(Crohn’s disease: CD)は、難治性で病因がいまだ明らかでなく、厚生労働省の特定医療疾患に登録されており、基

礎や臨床における研究対象として注目されている。IBD 患者の腸管粘膜付近では活性化した免疫担当細胞の増加

が見られることがよく知られている。そこで、炎症状態にある生体内の腸管粘膜を in vitroで再現したモデルを構

築するために、グラム陰性菌の細胞壁成分であるリポポリサッカライド処理によって活性化したマクロファージ

様培養細胞RAW264.7細胞と小腸上皮培養細胞Caco-2細胞による共培養系を設定した。現在、この炎症時腸管粘

膜モデルを用いて、腸内フローラおよび担子菌由来多糖を中心にその物質が抗炎症作用の有無およびその抑制機

構について調べている。 
 

（３）さまざまな発酵食品に含まれる乳酸菌は、古来よりの食経験を通じて安全性が確認されており、また摂取

することで整腸作用、腸炎抑制作用、アレルギー抑制作用などが多数報告されている。最近では、特にこれらの

健康増進効果が認められた菌株について、プロバイオティクスとして食品に利用されている。しかしながら現在

までのところ、その作用機序の解明については必ずしも充分ではない。乳酸菌は細胞表層に糖鎖、さらには細胞

外に多糖類を産生するものもあることから、現在、我々はこれらに着目し免疫調節作用に関する研究を進めてい

る。
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溝口晴彦(2009)：生もと乳酸菌のマウス受動皮膚

アナフィラキシー反応に対する抑制作用、日本農

芸化学会平成21年度大会、博多、平成21年3月 
Nishitani, Y., Kanazawa, K. and Mizuno, M.(2009)：

Lactococcus lactis subsp. cremoris FC alleviates 
symptoms of colitisinduced by dextran sulfate sodium 
in mice, The Australian Society for Microbiology 2009、
Perth、Australia、July 

水野雅史(2009)：インビトロ腸炎モデルの構築とそれ

を用いた食品因子による腸炎抑制機構の解明、名

城大学農学部農学特別演習、名古屋、平成21年7
月 

水野雅史・西谷洋輔(2009)：抗炎症性腸疾患作用を有

する分子量の異なった食品因子による抑制機構

の相違、日本食品科学工学会第56回大会、名古

屋、平成21年9月 
増田康之・高橋俊成・吉田和利・西谷洋輔・水野雅史・

溝口 晴彦(2009)：生もと乳酸菌の摂取によるアト

ピー性皮膚炎抑制作用、第61回日本生物工学会

大会、名古屋、平成21年9月 
Mizuno, M., Tanoue, T. and Nishitani, Y.(2009) Suppressive 

effect of lentinan on IL-8 and TNFR1 mRNA 
expression in in vitro gut inflammation model, 
EPNOE2009, Polysaccharides as a source of advanced 
materials, Turku, Finland, September 

西谷洋輔・水野雅史(2009)：in vivoおよび in vitroの腸

管炎症モデルにおける Lactococcus lactis subsp. 
cremoris FCの腸管炎症抑制効果、日本農芸化学会

関西支部第462回講演会、神戸、平成21年12月 
 

 

3．博士，修士号取得者の氏名および論文題名

修士（課程 2005年3月） 
中尾 太：Separation and identification of products 

possessing an antitumor activity in Ganoderma 
lucidum antlered form. 

修士（課程 2006年3月） 
前 田  由 香 ： Alternative oxidase and catalase 

cooperatively regulate programmed cell death 
induced by beta-glucan elicitor in potato tuber 
suspension cultures. 

修士（課程 2007年3月） 

森本 宜延：Oral administration of Agaricus brasiliensis 
S.W. Wasser et al. extract down-regulates serum 
immunoglobulin E levels through regulation of 
Th1/Th2. 

修士（課程 2008年3月） 
徳山 敬明：糖鎖含有製品によるⅠ型アレルギーの

抑制効果 
修士（課程 2009年3月） 
田之上 大：Anti-inflammatory effect of food factors in 

newly established gut inflammation model using 
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Caco-2 and RAW264.7 cells. 
坊池 剛：Antiallergic effects exhibited by Agaricus 

blazei Murrill extracts 

 

 
 

4．その他学術研究活動 

研究助成金 
2004年 
科学研究費補助金、基盤研究(C)（1）（代表）水野雅

史：キノコ由来多糖は小腸上皮細胞を介して免

疫細胞を賦活化する,  2004.4-2006.3 
奨学寄付金（岩出菌学研究所）：姫マツタケに関する

研究 
奨学寄付金（フォルマン科学技術研究所）：免疫賦活

多糖に関する研究 
奨学寄付金（ユメックスバイオテック）：冬虫夏草に

関する研究 
共同研究（サントリー健康科学研究所）：鹿角霊芝に

関する研究 
 
2005年 
科学研究費補助金、基盤研究(C)（1）（代表）水野雅

史：キノコ由来多糖は小腸上皮細胞を介して免

疫細胞を賦活化する,  2004.4-2006.3 
奨学寄付金（岩出菌学研究所）：姫マツタケに関する

研究 
奨学寄付金（ユメックスバイオテック）：冬虫夏草に

関する研究 
奨学寄付金（勇心酒造）：ライスパワーエキスに関す

る研究 
共同研究（岩出菌学研究所）：新規キノコの生理活性

に関する研究 
共同研究（サントリー健康科学研究所）：鹿角霊芝に

関する研究 
 
2006年 
大型競争的資金：生物系産業創出のための異分野融

合研究支援事業（異分野融合型研究開発型）代

表者 金沢和樹 分担：フコイダンの定量およ

び生理活性 
奨学寄付金（NPO免研）：糖鎖に関するする研究 
奨学寄付金（勇心酒造）：ライスパワーエキスに関す

る研究 
共同研究（サントリー健康科学研究所）：鹿角霊芝に

関する研究 
共同研究（沢の鶴酒造株式会社）：日本酒に関連する

微生物の研究 
受託研究：神戸大学平成18年度教育研究活性化支援

経費：農学系「ヘルスバイオサイエンス」創生 
 
2007年 
大型競争的資金：生物系産業創出のための異分野融

合研究支援事業（異分野融合型研究開発型）代

表者 金沢和樹 分担：フコイダンの定量およ

び生理活性 
奨学寄付金（ヒガシマル醤油）：醤油多糖類に関する

する研究 
奨学寄付金（勇心酒造）：ライスパワーエキスに関す

る研究 
共同研究（沢の鶴酒造株式会社）：日本酒に関連する

微生物の研究 
受託研究：平成19年度地域資源活用型研究開発事業

「清酒製造における伝統的製造技術を活かした

機能性印籠の開発」分担：乳酸菌の生理活性 
受託研究：神戸大学平成19年度教育研究活性化支援

経費：食品の機能性・安全性を志向した戦略的

教育研究 
 
2008年 
大型競争的資金：生物系産業創出のための異分野融

合研究支援事業（異分野融合型研究開発型）代

表者 金沢和樹 分担：フコイダンの定量およ

び生理活性 
奨学寄付金（mizkan）：乳酸菌および納豆菌による抗

炎症性作用について 
共同研究（沢の鶴酒造株式会社）：日本酒に関連する

微生物の研究 
受託研究：平成19年度地域資源活用型研究開発事業

「清酒製造における伝統的製造技術を活かした

機能性印籠の開発」分担：乳酸菌の生理活性 
科学研究費補助金、若手研究（B）（代表）西谷洋輔：

腸内細菌による脂質代謝産物の網羅的解析, 
2008.4-2010.3 

 
2009年 
科学研究費補助金、基盤研究（B）代表）水野雅史：

インビトロ腸炎モデルの構築とそれを利用した

抗炎症性食品因子の検索と抑制機構の解明 
奨学寄付金（岩出菌学研究所）：新規キノコ“ガルガ

ル”に関する研究 
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共同研究（沢の鶴酒造株式会社）：日本酒に関連する

微生物の研究 
大型競争的資金：生物系産業創出のための異分野融

合研究支援事業（異分野融合型研究開発型）代

表者 金沢和樹 分担：フコイダンの定量およ

び生理活性 
 

 
学外研究機関との共同研究 
岩手生物工学研究所センター：水野雅史：シイタケ

抗ガン多糖分解酵素遺伝子のクローニングおよ

び発現制御 
 

受賞 
2009年 
水野雅史：森喜作賞 
坊池 剛：日本農芸化学会関西支部若手優秀発表賞 

 
学会活動 
水野雅史 

園芸学会企画幹事 
日本農芸化学会関西支部評議員

フード・サイエンス・フォーラム幹事 
日本フードファクター学会評議員 

 
特許 
フコイダン特異抗体およびそれを用いたフコイダン

の免疫学的測定法，発明者：金沢和樹ほか，出

願人：神戸大学、オリザ油化㈱、㈱小倉屋山本

食品、㈱日本食品開発研究所，特願2008-215838 
フコイダン特異抗体およびそれを用いたフコイダン

の免疫学的測定法」（新規国内優先権主張出願），

発明者：金沢和樹ほか，出願人：神戸大学、オ

リザ油化㈱、㈱小倉屋山本食品、㈱日本食品開

発研究所，特願2008-228418 
免疫調節作用を有する乳酸菌（菊正宗酒造、神戸大

学、兵庫県立工業技術センター、財団法人新産

業創造研究機構），発明者：増田康之、高橋俊成、

溝口晴彦、水野雅史、吉田和利、藤村 庄、特

願 2009-3534 
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